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　Contents









オープニングセレモニー

戦いの傷

第一章　ガーディの日常

軍師の策

第二章　戦の準備

第三章　第一の戦い

第四章　第二の戦い

第五章　第三にしてリエメン最後の戦い

歴史的補講

エンディングセレモニー




電子書籍特典　書き下ろし短編『テイの小さな嘘』






[image: ]

[image: ]





[image: ]




　村長の八番目の子、タヘーは水の中に隠された隠れ橋を渡って、大河シノを渡っている。この川を指して海豚いるかが泳ぎ、向こう岸が見えぬ大河というが上流もほど近いここタウシノでは、せいぜい幅三〇尋ひろ（およそ五四ｍ）しかなかった。水も澄んで美しく、鮎あゆが群れをなして泳いでいる。

　ようやく帰ってきた。

　タヘーはエルフが境界を示す為ために植えた梓あずさの木の下に座り込むと、ほっと一息ついている。最近森タ州ウ南部の動きが慌ただしく、タヘーは物見を命じられてこの一月ばかり、あちらこちらを彷徨さまよって情勢を調べようとしていた。擾じよう乱らんの世であり、山奥のタヘーの村であっても情報は命綱とも言える価値があった。

「よく分からないんだよなあ」

　タヘーは腕を組んだ。

　リエメンの奴隷狩りが、このあたりまでやってきている。

　それは分かった。さらにいうとそれがイントラシアによって撃退されたことまでは分かっている。イントラシアに帰属するタヘーの村としては約定が守られていることを確認したわけで、まことめでたい。イントラシアから何の連絡もないのは奇妙な話ではあるのだが、小さな村故忘れられている可能性もなくはない。

　しかし。

　得た情報は、それだけではない。それが問題であった。

　トロールとゴブリンと人間が手を組んで、リエメン軍を撃破したという。

　イントラシアと関係ないじゃん。とはタヘーの素直な感想である。イントラシアにはトロールもゴブリンもいないはず。それらは森州の生き物である。それ以前に、トロール、ゴブリン、人間が揃そろって共闘するなど、想像もつかなかった。ゴブリンとトロールが組んだり、ゴブリンと人間が手を組むのはまだしも、三者揃ってというのは聞いたこともない。

　それがイントラシアに与くみしてリエメンと戦うなど、逆立ちしてもありえなさそうである。

　正直、村に戻って報告しても、嘘うそと断じられるであろう。情報を集めて報告するタヘーにしてからが半信半疑なので、これはどうしようもないと言えた。

　どうしよう、怒られるのは嫌だなあと梓の木の下で頭を抱えていたら、いつぞやの羽妖精ピクシーが消息を抱えてやってきた。今で言うならば手紙である。

「今日もアジャイルにお届けだよー」

「まーた変なことを言って」

　そう言いながら、差出人を確認する。幼なじみであるタウルガディーの名前を見て、タウルガディー、タウルガディーと二度唱えた。すると近くの樹きの陰から、ひょっこりと長い耳を揺らしながら、美しいエルフの童女が姿を見せた。

　タウルガディーの母、タウリエルである。息子の名前を二度唱えると、決まって様子を見にくるのだった。

「また消息が来たのね」

「はい。どうせまた、楽しい作り話だと思うんですけど」

　細い腕が伸ばされた。タウリエルは耳を伏せつつ、金属のような輝きを秘めた美しい髪を揺らしている。瞳には強い意思が宿っていて、タヘーは苦笑いすると消息を手渡した。毎回、タヘーが読むより先にタヘー宛の消息を読むのがタウリエルだった。

　その横顔は童女そのものだが、瞳は母のそれである。

　ひどい火傷やけどの他、母に泣かれてイントラシア行きを諦めた部分もあって、タヘーは母親というものに弱かった。つい親切にしてしまう。まして、幼なじみの母である。見た目はともかく、我が子を心配するところは自らの母に劣らぬ様子であった。

　タウリエルはため息をつきながら消息を読んでいる。それでタヘーは、今度も盛大な作り話がやってきたなと消息の内容を察した。

　前回はそう、武人の家に厄介になってお姫さまと逃避行したとかなんとか。今度はなんだろう。

　タウリエルが読み終わった紙を貰もらって読み始める。エルフから見ればどうかはともかく、人間からすれば非の打ち所のない、美しいエルフ文字であった。魔力を少し与えるだけで楽しげに踊り出してガーディの言葉を伝えてくる。

　──二人で森タ州ウを平定に行きました。リエメンの奴隷狩りをやっつけます。

　はぁ。

　タヘーも、タウリエルとあまり変わらない息をついている。元から空想癖が大変な友人ではあったのだが、今度はまた大変な内容であった。

　──ゴブリンを助け、トロールを救出し、皆で森州を守りましょうと声を掛けるけれど、ちっとも集まりません。

「前よりひどい」

「俺は結構面白いと思いますよ」

「事実を書いてない」

　近況を書けと、タウリエルは憤慨している。実際のところ、ガーディことタウルガディーは事実をありのまま母に消息で伝えているのだが、隣村の幼なじみであるタヘーも、育ての親のタウリエルも、これを事実とはまったく考えてはいなかった。タヘーに至っては物見としてあちこち歩き、伝聞を聞いたあげくの話だから、友を信じぬ罪が深い。

　二人からすれば、タウルガディーという少年はよほど、大人しく、心優しい少年だったのであろう。争いなど無縁という強固な固定観念があったのではなかろうか。

　二人の読み手を置いてけぼりにして、消息はタウルガディーの活躍を伝えている。

　──トロールを味方にしたら、ようやく周辺の村々が協力してくれることになりました。

　──尾根の山道でリエメン軍を迎え撃ちました。手勢三〇〇ほどで敵五〇〇〇を三度打ち破って、どうにか敗走させました。怪け我がはないのでご安心ください。

　ここまで読んでタウリエルはひどく不安そうな顔をしている。息子が、消息に書けないくらい悲惨な目に遭っているのではないかと、そう思ったようであった。

　タヘーは慌てて手を振ってタウリエルを励ましている。

「他に書くことがないくらいに平穏なんじゃないかな」

　そこまで言って、タヘーは不意に目を白黒させた。この話、どこかでつい先日聞いたような気がする。

　まさか。いや。

　考えつつ半ば呆あきれ、半ば子供を案ずるタウリエルの横顔を見て、タヘーは不意に思いついた。真実に辿たどり着いた気がした。

「タウルガディー、実は芝居作者なのかもしれませんよ。それも、相当成功しているのかも」

　芝居作者とは、今で言う劇作家の事である。印刷技術のないこの時代、物語を伝えるのは吟遊詩人の歌であり、芝居であった。

　タヘーはタウルガディーの話が森タ州ウでまるで真実のように語られていると告げ、相当広い範囲で上演されているのではないかと推理を述べた。

　タウリエルはそれを聞いた後、長い耳を揺らしてそっぽを向いた。そうすると子供のようであった。実際エルフとしては僅か六〇歳なので子供と言って間違いない。

「芝居作者なんて」

「銃兵よりいい仕事なんじゃ」

　そうか、芝居作者かとタヘーは空を見上げて呟つぶやいた。自分の推理がまったくの的外れであるとは思わず、まあ、うまくやってるならいいことだよなと、そんなことを思っている。

　ついでによい言い訳ができた。森州の住民としては隣州のイントラシアが活躍するのは面白くないので、森州の住民が主導で戦ったような話こそが受け入れられ、広がったのだろうという話である。これなら、村の面々も納得してくれそうであった。
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　時は、少し戻る。

　激戦が行われたリンナール山道に、夜が訪れた。

　森タ州ウ南部の平定戦、その最後におきた戦いの結果、敵と味方の双方が大勢死んで、ガーディは泣くほどに悲しんだが、その悲しみは長くは続かなかった。彼の権能オーソリテイが、それを許したりはしなかったのである。

　その権能はただ一文、この権能を持つ者はどこまでも他者に優しいとだけ伝わっている。

　権能、無限抱擁インフイニツトテンダーが戦いが終わったその後も、ずっと駆動を続けている。そのせいで暗闇のなかでもガーディの瞳は黄金に輝き続けていた。

　折れそうな心と深く傷を負った精神を、権能が無限に癒やしている。優しくあれ、全てを救えとガーディにささやき続けている。

　ガーディに抱きついていたフローリン姫は、顔をあげてガーディの顔を覗のぞき込んだ。

「ガーディ、大丈夫ですか？」

「大丈夫です。助けないと」

「誰か、味方が？」

「こんな戦い方では駄目だ。敵が死にすぎている」

「敵の心配なんて」

　フローリン姫は言葉を呑のんだ。ガーディの瞳の輝きが、人でないように見えたから。

「すみません。少し混乱していました。もう大丈夫です」

　ガーディは瞳をずっと輝かせながら優しく言った。

　フローリン姫は何が痛んだか自分の胸を軽く抑えた後、ガーディはもう戦わなくてもいいのですよと優しく言った。そんなことは、もうさせませんから、とも。

　ガーディは、首を横に振った。悲しみを抑え、微笑ほほえんで、フローリン姫の優しさに深く感謝してみせさえした。フローリン姫にもこの想おもいは共有できぬと思ったのであろう。

　フローリン姫からすれば、ガーディの瞳から光が零こぼれるように見えた。

　ガーディは優しく言った。

「いえ、戦います」

「なぜ」

「優しくしたいからです。僕が、僕だけが、多分誰にでも優しくできると思うから」

「敵にも、ですか、降伏すると？」

　フローリン姫はこの時代に生きるものの当然として、敵に優しくするという概念がない。世話焼きの彼女ですらそうだった。

　ガーディは微笑ほほえんで、また首を横に振った。

「敵にだけじゃ駄目なんです。困っている人も、人でもないものも、たくさんいるから。誰かがやってくれるのならいいんだけど、そういう人がいないのなら仕方ありません。僕がやります」

　この瞳の中の輝きが消えるそれまでは、戦うしかない。誰にも優しくするために。

　自分がいなくなった遠い先でも、母が自分の行いに誇りを持てるそのために。

　ガーディの瞳の輝きは数日続いたとされる。

　彼の養女であるテイは、ガーディの瞳が目を閉じて眠っていてもほんのり輝いていていたことを記録している。瞼まぶた越しに輝いていたに違いない。

　後年、そのことを思い出し、涙を流してガーディの傷ついた心を思ったという。
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　それから一月ほど後のことになる。

　忙中に閑ありという。ガーディは森タ州ウ南部を平定したあと、事後処理に忙しい日々を過ごしていたが、それでも、暇な時間が不意にできることはあった。シンクロと相談したいが予定が合わないとか、アンドゥイレドと調整したいが、アンドゥイレドは遠隔地に行っていたりする、そういう時である。

　まあ、焦あせっても仕方ない。

　ガーディはイントラシア辺境領の中心地であるイグノゴンド城にて弓の練習をしたり、身体からだを動かしたりする他は、テイの勉強を見たり、フローリン姫から世話を焼かれたり、フェリンの毛艶を良くするために熱心に梳くしけずったりしていたが、他に羽妖精ピクシーたちと戯れることもあった。羽妖精たちがすぐに遊ぼうと誘ってくる、ともいう。

　この日もガーディがいつものようにイグノゴンド城の中庭で寝転んでいると、羽妖精たちが空間転移の能力を使って次々と姿を見せた。全員が黒い制服を着ており、略帽を被かぶっている。腰を覆う巻き布は短く、脚にぴったりとくっついていた。

　羽妖精のメイが滞空しながら敬礼をやってみせた。他の羽妖精たちも同じく敬礼をしている。

「司令、アジャイルにアサイン終わったよー」

「まーたへんな事を言い出して。トロールやゴブリンたちとの連絡はできた？」

「アイアイ！」

「できたってことだよね。じゃあ、お酒をあげよう」

　妖精全般に言える事だが、酒が大好きなのである。それをいうなら人間も酒が好きなので、およそどの種族も酒が好き、とはいうことができそうだった。オークも竜ドラゴンも酒を好む。

　いくつかの杯に満たした果実酒を置くと、羽妖精ピクシーたちは見せ付けるように制服を勢いよく脱いでいって、杯に入った。羽妖精にしかできないような、豪勢な酒の楽しみ方であった。

　杯の縁に顔と腕を預けて、メイは歯を見せて笑ってみせる。

「羽妖精にお酒くれるなんて、旦那も物好きだね？」

「そうかな。羽妖精がいなかったら、僕はフローリン姫を助けることもできなかったろうから、普通なんじゃないかな」

　ガーディの言葉に、メイは恥ずかしそうに笑って杯に肩まで浸つかった。人間だったら薄めない酒に浸かった日には、悲惨なことになるのだが、適当で丈夫な羽妖精は、そのあたり平気なようであった。

「旦那、人間の味方なんかやめて、森タ州ウに帰りましょうよ」

「それもいいなと思ったんだけど」

　ガーディは寝転んだまま、空をみて口を開いた。

「悲しんでいるひとが、沢山いるんだ。それに森州に帰っても、お母さんとは会えそうもないし」

「人間なんか助けても仕方ないと思いますけどね？」

　メイの言葉にガーディは微笑ほほえんで見せた。

「大きな塊で見ると、悪いところばかりが目につくもんだよ。そういう時は、小さく見ないと。羽妖精、ではなく、メイをみれば、そんなに悪くないと思うよ。人間だってそうさ」

　メイはしょうがないなあという顔を浮かべた後、小さな手で酒をすくって呑のんだ。

「ほんとに旦那は……じゃあ、人間も生かしてやりましょうか」

「まーたへんな事言い始めて、酔っ払い過ぎたら天日干しにするからね」

「やめて！　干物になっちゃう！」

　ガーディは笑うと、寝転んで空に目を向けたまま口を開いた。

「森州の皆は元気だった？」

「元気です。皆、Ｐ．Ｏ．Ｄの帰還を心待ちにしていますよ」

「Ｐ．Ｏ．Ｄってなに？」

「旦那が知らないのであれば、それはそういうことなんでしょう。エルフの皆さんが教えなかった理由があるということです」

「そうなの？　僕、結構色々教えて貰もらったんだけどな」

　メイは顔を赤くして意味ありげに微笑ほほえむと、そのままぶっ倒れた。呑のみすぎであった。ガーディはため息をついてメイをつまんで持ち上げると、水で洗って天日干しした。




＊




　森タ州ウ南部の平定と後に言われる一連の戦いを経て、ガーディは金貨姫ことフローリン・イントラシアの近侍となった。

　近侍とは近くにはべることを言うが、この頃にはれっきとした職業である。もっとも、職務の内容は明確になっていなかった。君主にとっては曖昧にしていたほうが兎と角かくやりやすかったためである。

　近侍は、多くの国において君主と旧臣との綱引きに用いられた。古くからの制度や利権にしがみつき、時に君主のやり方をいさめる旧臣たちに対して、君主子飼いの新興勢力が近侍になって、君主の意のままに動くのである。この時状況に応じて君主が様々な仕事をさせるため、職務内容を曖昧にする君主が多かったのである。

　イントラシアの場合も似たり寄ったりなのだが、ガーディが仕えるフローリン姫が封じられた辺境領については少しばかり事情が違った。それまで近侍がいなかったのである。現代の歴史研究においてはフローリン姫が嫁入りするのに近侍は不要と考えられていたためだとされている。

　ところが、ガーディが近侍になった。これは多方面において、政治的な宣言として受け止められた。嫁入りをしない、独立君主として立つ。そういう理解である。

　春の終わり、羽妖精ピクシーを干してガーディが中庭で木々に寄り添っているとアンドゥイレドがやってきた。フローリン姫を支える優秀な財務官僚なのだが、評判の悪い醜悪な顔立ちの人物である。古風にも長い布を身体からだに巻き、帯をするような格好である。袴はかまもなければ上着もない、当時から見ても一〇〇〇年は昔の格好である。

「愚か者め、姫に寄り添わんで、なんで木々に寄り添っておる」

　開口一番これである。ガーディは微笑むと、庭木として植えられた立派な梅の木から離れてアンドゥイレドに頭を下げた。

「フローリン姫は植物ではありませんよ」

「そういう話ではない。そんな態度だから軽んじられるのだ」

　ガーディは微笑んでみせた。人間からどう思われても気にしないという風であったが、すぐに首をかしげた。

「アンドゥイレドさんはどこに行ってきたんですか。エルフの長老みたいな格好をしていますけど」

「ワシをエルフと一緒にするとはエルフに失礼だと思わんのか」

「何な故ぜエルフに失礼なんでしょう」

　心底不思議そうなガーディに毒気を抜かれた顔で、アンドゥイレドは小さくため息をつくと、横に座った。

「イントラシアの本領でな、埒らちの明かぬ話をしてきた。それはさておき、何を間違ったらそんな風になるのかは分からんがな。嫌いや味みの一つも分かるようにならねば長生きできぬぞ」

「人間の一生なんて一瞬ですよ。そういうことは、あまり気にしないでもいいと思います」

　心から、といった感じでガーディが言うと、アンドゥイレドは首を横に振った。

「その一瞬がさらに短くなると言っておるのだ。せいぜい長生きせよ。それがイントラシアと、姫のためにもなろう」

　ガーディは嬉うれしそうに笑った。

「フローリン姫の事を心配してくれて嬉しいです」

「ふん。民衆が幸せなら、誰が頭になっても同じといっておるのだ。ああ、それこそ恋だのなんだのに浮かれておってもな」

「フローリン姫が恋愛って想像もつかないですね」

「お前と話していると頭が痛くなる」

「大丈夫ですか」

「大丈夫だ。まったくもって、恐ろしいことよ」

　何が恐ろしいのだろうとガーディは思ったが、口にしては何も言わなかった。分からないことがあればなんでも尋ねるのがガーディという人物の為人キヤラクターであったが、あまり興味がなければ笑顔で聞き流すこともあった。今回もそれである。

　アンドゥイレドはまたため息。横目で草の上に座る、楽しげなガーディを見た。

「〝ありえないお人ひと好よしのガーディ〟よ」

「はい」

「お前、フローリン姫の夫にならんか」

「アンドゥイレドさん、そういうの嫌がってるんじゃなかったんでしたっけ」

「一月前はそうだ。だが状況が変わった」

「何が変わったんでしょう」

「お前の価値だ。お前には軍事の才能があるらしい」

　その言葉に、ガーディは苦笑して首を振っている。

「まだグランドラ王には勝てません。僕、毎日研究しているんですけどあの人はやっぱりすごいです。性格はどうかと思うんですけど、そうですね、一回か二回なら甘く見られてるんで裏はかけると思うんですけど、その後が相当苦戦すると思います」

「普通ならそんな言葉も出んといっておるのだ。まだ勝てないとは、いつかは勝てると思うておるのだろう」

「そうですね。実際に試す機会があるかどうかは分かりませんが。はい」

　後世、ガーディは謙虚であるとされているが、同時代の人々はそういう事を言っていない。率直である、と記している。

　アンドゥイレドは顔に似合わぬような苦笑を浮かべると、居住まいを正した。

「とはいえ、世の中軍才だけでは生きてはいけぬ。それを支える多くのものがいる。人も、物もな。そのための近道がフローリン姫の夫という道だ。ついでにお前の才能があれば、軍事的にもイントラシアは安泰というわけだ。誰も損はあるまい」

「僕、フローリン姫の気持ちが大事だと思うんです」

「気持ちがお前に向いておらねば、先だってのあんな無む茶ちやな出兵はせん。そもそもお前と抱擁したと聞いておるぞ」

「抱擁なら僕、一〇歳くらいまではお母さんと毎日していました。人間では特別な意味があるんでしょうか」

　アンドゥイレドは思わず笑うと、のんびり立ち上がった。

「あるのだ。まあ、人間の常識がないのは育ちゆえに致し方ない。人間に慣れろ、ガーディ。手伝いはしてやる」

　言うだけ言ってアンドゥイレドは去って行った。干されていた羽妖精ピクシーたちが急に現れて、べーだのお尻ペンペンだのやりたい放題である。ガーディは、それをなだめると、羽妖精たちに顔を近づけた。

「あれは親切だと思うよ。メイ」

「あれが親切ならＴＯＢも敵対的買収じゃないですよ！　親切のふりして人間側に取り込もうなんて、なんて浅ましい！」

　アンドゥイレド、妖精の評判すら最低である。ガーディは苦笑すると草の上に寝転んだ。

「あの人は、とてもいい人だと思うんだよね。だって、自分の悪口を言う人を誰も罰してない」

　そのせいで後世に悪口が残っているのも皮肉な話である。

「それに、僕を取り込んでも、使うあてがないだろうしね」

　それはガーディの正直な感想であった。イントラシア辺境に接する森タ州ウ南部を平定し、西のグランドラ王は戦をするにせよ、回復までに相応の時間が掛かるはずである。前に聞いていた話であれば戦いと戦いの間は一〇年ということであったから、人間には十分ではないかという読みである。

　その読みが外れたと知ったのは、それから数日もせぬうちであった。ガーディでも見通せないような事態が、起きていたのである。
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　ガーディが草の上に寝転んでいた頃、ニフレディル姫も草の上にあった。ただ、寝転んではおらず、踏みつけていた。

　眼前には、三〇〇ほどの敗残兵がいる。いずれも縄で縛られ、跪ひざまずいていた。

　彼らは先の戦い、森タ州ウでの戦いの生き残りである。もっとも彼らはリンナール山道の戦いには参加しておらず、その前に離脱して、逃げ出した脱走兵であった。

「言い訳は聞かぬ」

　酷薄そのものといった声で、ニフレディル姫はそう告げた。汚物を見るような目であり、それ以上のどんな感情も、見いだすことはできなかった。

「どのように処刑しましょう」

　片目を潰され包帯を巻いた、敗北の報を告げに行ったまま近侍にされた不運だか幸運だか分からぬ兵……名をギョームと呼ぶ……は、頭を下げてそのように尋ねた。

「たがいにぶきをあたえ、ころしあえ、さいごにのこったさんめいまではゆるす」

　ニフレディル姫の返答は苛烈であった。ギョームは平伏しながらも、これから起きる惨事をなんとか阻止しようとした。

「いえ、しかし。せっかく生き残ったのです、武器を持たせ戦わせるのであれば、その刃やいばはイントラシアにこそ向けるべきではないでしょうか」

「むよう。イントラシアにたちむかったゆうもうなわがへいは、みなしんだ。ここにおるのはただのふぬけ」

　それともお前が全員の首を切るのかという風に一いち瞥べつされ、ギョームの心は折れた。

　後は悲惨なことになった。屈強な兵に囲まれ命乞いをする敗残兵たちは、互いの顔を見るうち、武器を握っては詫わびながら斬り合うことになった。

　半刻もせぬうちに決着はついた。傷だらけになって生き残った三名を前に、ニフレディル姫は口を開いた。

「そのきずではながくあるまい。かいしゃくせよ」

　生き残りもまた殺された。

　遺体は地下の穴蔵に山と積まれ、石灰や糞ふん尿にようとともに混ぜ合わされて放置された。銃に使う玉薬の材料、煙硝を得るためである。ここに遺体を運ぶ仕事は、誰もが嫌がった。

　ニフレディル姫は平然としてそれらを見守った後、そのまま田畑の視察に向かっている。

　ギョームはこれにも付き添った。吐き気を抑えるのに、気力を振り絞らねばならなかった。

　ニフレディル姫は輿こしに乗っての移動である。背筋を伸ばし、氷のような青い目でまっすぐ前を見る姿は年齢不相応であり、見る者の心胆を寒からしめるものがあった。

　ギョームは徒かちにて付き従い、この方はなぜ、かくも苛烈なのだろうかと考える。

　答えが出ぬ内に、ニフレディル姫から声が掛かった。

「みろ、ギョーム」

　見たのは完全に水没した田畑である。陸州はその名に反して半分近くを巨大な湖、当時の名でいう内海が占めていた。長年、この内海を干拓して田畑にしていたのだが、先の大水で堤防が決壊、数百年にわたって作り上げた干拓地は根こそぎだめになってしまっている。これを雪花大おお堰ぜき切りと呼ぶ。雪花とはニフレディルの人間語読みである。

　ギョームとしては、言葉もない。もともと自分が保有していた屋敷も田畑も、水の底に沈んでしまっている。自身も兵になり、奴隷狩りに参加したのはこの事態に家族を喰くわせるためでもある。

「なにかいえ」

「はっ。何度見ても、心痛む光景です」

「つつみのしゅうふくにはじゅうねんはかかる」

「はっ」

　ニフレディル姫は、それでも生きねばならぬのだという顔をしている。ギョームは頭を深く下げ、白銀の髪の幼姫の考えに同意した。たしかにそう、今は敗残兵に喰わせる食糧もないのだった。生き残るには殺すか奪うかせねばならぬ。

「ひにくなものだ」

「何が、でしょうか」

　ニフレディル姫の独り言に生真面目なギョームが反応すると、空を見上げていた姫はなんでもないと言って、屋敷に戻った。

　戻ってすぐに行われたのが出兵計画の立案である。ギョームはその壮麗さに、震えるほどの衝撃を受けることになった。

　ニフレディル姫がリエメン生き残りのために行う南進という名前の戦争。動員兵力は一〇万を数える。リエメンの動員可能兵数の、ほぼ全部であった。後にも先にもリエメンが動員した兵としては、これが最大であり、同時に最強でもあった。

　この一〇万の兵を三分し、上軍、下軍、中軍として編成する。上軍は北国寄りを、中軍はリンナール山道を、下軍は東国寄りを通って進撃する構えである。

　このうち一番の大軍となったのは上軍であり、この軍はイントラシアを目指しつつも、可能な限り北国を略奪して回ることを目的としていた。その兵数は五万である。

　他方下軍は東国にて同じように略奪しながらの南下を狙っていたが、その規模はやや小さく、四万ほどである。

　残る兵が中軍を担った。兵は一万、他の軍と比較すれば見劣りするが、先の戦いで動員された兵数と比較して一・六倍の規模を持つ。

　数が力というのであれば、この年ニフレディル姫の起こした二番目の軍旅は、過去百年を見渡しても例がないほどの力を持っていた。

　自国の領地というものを守る関係上、通常こんな全力の出撃などやりたくたくてもやれぬものなのだが、ニフレディル姫は弱冠九歳にてこれを可能にしている。

　こんな童女がそんな動員をできるわけがない。長年そう言われている。半分は確かにそうである。雪花大おお堰ぜき切りという大事件がリエメン、ひいては陸州の食糧自給を致命的なまでに悪化させ、戦わねば死ぬという覚悟を持たせたのは間違いない。

　だが残り半分は、ニフレディル姫の采配によるものであろう、これもまた、間違いないように思える。

　リエメンの雪ゆき豹ひよう、ギメル・リエメンが多年にわたって敷いていた恐怖政治に、陸州の人々はすっかり慣れてしまっていた。代替わりしてもその意に従うことに疑問を挟まなかったということもあるが、彼女が主だった反対勢力を苛烈な手段で粛清し、反対勢力を軒並み壊滅させたからこその、思い切った、いや思い切りすぎた出兵であろう。

　この時点でニフレディル姫の決定に反対できる者はリエメン家か中ちゆうに一人もいなかった。

　心ある大人が一人でも生き残っていれば、そもそもこんなことにはならなかったのではないか。そう唱える者もいる。そうかもしれない。だが実際には、そんな人物はただの一人も、生きていなかった。それらは殺され、遺体は玉薬の材料として使われている。

　ニフレディル姫は動員兵力を記した膨大な書類に目を通すと、自らの花か押おうを書いて裁可した。

　イントラシア並びにガーディとの対決は、避けられない状況になった。




＊




　春が終わると駆け足で夏が来る。この時代の夏は今の時代の夏と比較して一〇度ほど低く、今の基準で言えば暑いと言えるか微妙なものであったが、それでも夏は夏であり、農作においては春に並んでもっとも重要な季節だった。この時期、兵を動員する軍勢はない。農作の出で来き高に直接の影響が出てしまうからである。

　惑星の北半分を覆う寒冷期だった時代である。多くの勢力が基軸通貨をそれまでの銀貨から食糧、もっというと米の生産量に切り替えている。これを石高制という。石こくとは、容積の単位のことをいい、器に入れた米の量で、年間の生産力＝国力を表していた。

　銀貨がどれだけあっても食糧に事欠くことからの処置であり、そういう意味では長く続く寒冷期が貨幣制度そのものを物々交換にまで後退させていたと言える。

　イントラシア以外においては、金貨銀貨は補助貨幣としての扱いであった。

　話を、戻す。

　食糧確保が何よりの関心事であったこの時代。沿岸部で平地が少なく、農作業が盛んでない、いまだ銀貨を基軸通貨とするイントラシアですらも、夏は忙しい時期であった。

　どこの商人や貴族も情報を収集し、収穫高を予測しようと必死になっていたのである。

　収穫高を予想する理由は先物取引の存在があったからである。先物取引とは商品の受け取り日時が将来のどこかに指定されている取引をいう。食糧だけでは生きていけず、さりとて物々交換しようにも長距離輸送の手間がかかってしまう農民たちと、安定して農作物を仕入れしたい商人が編みだした精霊魔法の一つであった。

　イントラシアはさらにこの精霊魔法に手を加えて、反対売買相殺法なるものを編みだしている。互いの取引で相殺して、いわゆるなかったことにするというもので、これを使うことによって、金貨銀貨は現実の農作物の何倍もの数量が取引されていた。

　グランドラ王などは、こんなことでなんで儲もうかっていくのか分からないと、この精霊魔法をペテンの一種と言って蔑視をしているが、現実問題、このイントラシアの魔法がイントラシアを強国の座に押し上げていた。ガーディが養女のテイに使った説明を借りると、活発にお金を使うことで経済循環の速度が上がるのである。

　他国が擾じよう乱らんの世にあって、食糧をため込み、消費を抑える一方、イントラシアは先物取引に見られるように取引を増やし、ひいては消費を増やし、経済循環を加速させていた。商人も生産者も金を消費してもすぐに取り返せるので、金を遣うことに躊ちゆう躇ちよがなくなっている。

　これが結果としてさらなる大規模投資を呼び起こし、農作などにも影響を与えている。生産者側からすれば先物取引で一年を通じて安定して得られる金を背景に肥料や人手を買い集め、これまで見向きもしなかった遣いにくい土地を開拓し始めていたのである。

　他方、商人側からすると、先物取引で損をしないためには、収穫予想がどうしても必要であった。

　このためイントラシアは他地域と比較して飛び抜けた天候予測能力、収穫予測能力を培っている。これを上回る力を持つ者がリエメンに一人だけいたが、その者はその力を取引には使っていない。

　こうした情報は金で売り買いされ、時に万金の価値があった。

　ガーディは、これを利用して荒稼ぎしている。映画や連続活劇では描写されない、ガーディの一面であった。彼自身は金儲けについて、なんら気負うところもなく、そして人間社会から見ると並外れた精霊魔法の使い手であることもあって、制度を学ぶとあっという間に財貨を稼ぎ出していた。

　羽妖精ピクシーを各地に送って大おお雑ざつ把ぱな情報を得て、その補助に人間とは比べものにならないくらい粗食に強く頑健なゴブリンたちを使って情報の正確性を高め、それを利用して元々は銃の購入代金として託されていたエルフの美術品を換金して、それを元手に先物取引を繰り返し、見る間に大金持ちになっている。

　それらで得た財貨は彼が領主を務めるタウシノなどの領土にばらまかれ、種の違いなく民は恩恵を受けていた。多くの領民にとってはなんでうちの殿様は税金を取らないんだろうと不思議になるほどであった。

　同時に、得た財貨の少なくない額が植林などの自然保護や自然再生に使われている。このあたりはいかにも一〇〇年単位で物を考える、エルフの里育ちという感じである。

　近年の研究では、この荒稼ぎを後押ししたのがアンドゥイレドではないかということになっている。彼自身が直接ガーディの手助けをしたという証拠は現存していないのだが、制度の説明や儲もうけすぎて市場そのものや取引相手が自殺したりせぬよう、教えを与えたのではないかというわけだ。

　ここでもその説に沿って、話を進める。

　ガーディは財貨を稼いだが、自分の為ためにはほとんど使うことがなかった。特に興味がなかったともいう。自ら売ったエルフの美術品を買い戻すと、その後は買い物らしい物もなく、自身は質素な生活をしていた。

　シンクロ・ナウロネレドの屋敷を出て、イグノゴンド城の詰め所に移り住んだ。詰め所といっても庭付きの小さな邸宅である。彼はそこに、養女テイと、白い犬、即すなわちフェリン、羽妖精ピクシーたちを連れて行った。

　実際のところはナウロネレドの屋敷のままでなんら問題があったわけでもないのだが、近侍はいつでも姫の元へ駆けつけることができるよう、城に住むべきであると指示されたのである。

　歩いてそんなに距離はないのだけど、と思ったが、特に反論があるでなく、従った。少しばかり寂しいのは、ナウロネレド家の娘であるナロルヴァとの交流が断たれてしまったことである。

　ガーディは朝になると、朝ナロルヴァを起こす必要がなくなったことを、少しばかり寂しく思うのだった。

　ナロルヴァの事を頭から追いだし、ガーディは微笑ほほえんで養女テイに精霊魔法を教え、エルフ語の読み書きを教えた。その内容は今も大部分が残っている。

　テイに勉強を教えていると、狼おおかみの姿で庭に丸まっていたフェリンが、耳をピンと立てて顔を上げた。

　ガーディはテイの手に右手を添えて習字を教えながら、フェリンの言葉を待った。

「主あるじ、城に急いで来いと姫が言っている」

「分かった。テイ、ちゃんと練習するんだよ」

「はい、ガーディさま」

　この時テイが教わっている勉強内容は、ガーディが幼少時に教わった内容とほぼ同じと思われる。その内容はすさまじく、後年、人間やオークまで含めた知的種族で不世出の天才と称されたテイにとっても、ついていくのがやっとというような高度なものだった。

　テイは残された宿題の山を見ながら、エルフという種族の恐ろしさを感じたような気になった。

「ガーディさまは、いえ、エルフさまはガーディさまをどうしたかったんだろう」

　そう呟つぶやく。それはもう、当時のテイにとっては雲の上の話である。

　ガーディは手早く着替えると、軽い足取りで表、と呼ばれる城の政務を行う場所へ入った。庭に面した鶯うぐいす張ばりの長大な廊下を音もなく歩き、控えの間に詰める。この間一刻も経たってないが、主あるじであるフローリン姫は控えの間の扉を自ら開けるとすぐにガーディに声をかけた。

　ちなみに立場のある姫が自ら扉を開けるのも、控えの間に突撃するのも怒られて当然の行為である。

「あ、よかった、ガーディ、あれくらいの声でも、本当にすぐ駆けつけてくるのね」

「フェリンの耳はいいですから」

「そう。今度骨付き肉をあげないとね。それはいいから、ついてきて。軍議があるの」

「僕が行ってもいいんですか」

「シンクロとアンドゥイレド、両方が必要だって」

　どんな話だろうと、フローリン姫に手を引かれながらガーディは廊下を歩いた。ちなみに姫が部下の手を引くのも怒られるような行為であった。ガーディがなされるがままになっているのは、彼の場合、人間はこういうものなんだろうというような理解をしているからであった。

　軍議を行うための部屋に入る。なんでも大きいイグノゴンド城にしてはその部屋は小さく、せいぜい二〇名ほどしか入らないような場所であった。すでにシンクロとアンドゥイレド、両方が着席している。

「連れてきました！」

「姫、それをいうのはガーディの役目です」

　シンクロが苦笑しながら言う。アンドゥイレドはため息をついただけで、それ以上は何も言わなかった。

　フローリン姫が上座に着席し、側そばでガーディが控えていると、シンクロが手をひらひらさせた。

「お前も座れ、ガーディ」

「僕、こういう時は立っていろと教えられました」

「近侍としてはそうだな。いや、今日はお前の軍師としての力を使いたい」

「軍師、ですか」

　後の大軍師であるガーディだが、この頃はまだ自覚もなにもあったものではない。いいから座れと指示され、ようやく座る始末だった。

「では、話をしましょう。リエメンについてです」

　フローリン姫がそう言うと、アンドゥイレドは重々しく口を開いた。

「リエメンが大量の食糧を買い付けておるようだ」

「大規模な水害がでているとガーディが予測していた。そうだったな」

「はい。間違いないです。大河シノの状況からいって、下流にあたるリエメンは間違いなく悲惨なことになっています」

「と、なればだ。アンドゥイレドよ。食糧を買い集めるのは不思議ではないのではないか」

　シンクロはそう言って、同僚の顔を見ている。

「そのように決めつけるのは簡単だがな」

　優秀な財務官僚であるアンドゥイレドは、太った腕を組んで渋面を作った。

「怪しいわけですね」

　フローリン姫の念押しに、アンドゥイレドはその通りですと頭を下げた。

「そこの小僧が引っかき回している先物市場ではなく、現物市場がな。先物市場より、随分と荒い値動きをしている。値上がりする一方だ。買い集めているのはおそらくリエメンだろう」

　不意に、アンドゥイレドは涼しい顔をしているガーディを見た。

「そこで、小僧だ。小僧、お前は一度リエメンの動きを当てて見せた。今度はどうだ」

「僕の意見が必要なことでしょうか」

「必要だ。ワシも、シンクロも、これまでの常識に囚とらわれすぎている。ありえないと思うのだ」

　ガーディはそこまで分かっているならという顔をした後、落ち着いて喋しやべりだした。

「リエメンは出兵するつもりだと思います。それも、そんなに遠くない時期にです」

　シンクロは目を瞑つぶった。アンドゥイレドは上を向いた。ただガーディだけが、静かだった。

　フローリン姫は忠臣二人を見た後、ガーディに声を掛けた。

「ガーディ。リエメンがどこに戦争を仕掛けるか分かりますか」

「その前に、まずどれくらいの規模なのか、簡単に占ってもいいでしょうか」

「はい」

　ガーディはアンドゥイレドが用意した過去の帳面から、現物市場の値上がりと戦争開始時期の差を占った。今風に言い直すなら計算した。ここまではアンドゥイレドもやっているのだろうが、そこからおおよその食糧の量を割り出し、一人頭の大おお雑ざつ把ぱな食糧消費量から規模を占っている。

　出た結果を見てガーディは黙り込んでしまった。

「ガーディ、どうしたのですか」

「なるほど、アンドゥイレドさんの言う意味が分かりました。確かにこれはありえないと言いたくなりますね」

　ガーディは顔を上げて三人に告げた。

「敵の規模は二〇万あってもおかしくありません」

「リエメンの国力がそんなにあるとは思えないが」

「長期の作戦、ということを考えるなら、その分兵力は減ると思います。仮に一〇万なら一季節分、五万なら半年、という感じでしょう」

「半年もかけて攻める先があるのか。中央にでも攻めるつもりか」

　シンクロの疑問に、ガーディは考えながら答えを出す。

「次にどこを攻めるか、ですが、リエメンというか陸州に面するのは近州、北国、東国、森タ州ウです」

　正確には森州北部を挟んで北国に至るのだが、ここは既にリエメンの支配下にある。実質上陸州の一部となっていた。

「近州はリエメンの支配下にある」

　シンクロが指摘すると、ガーディは頷うなずいた。

「はい。となると、北国、東国、森州です」

「北国はグランドラ王に破られ、弱体化している。攻めるなら今かもしれんな」

　アンドゥイレドは気休めを言ったが、ガーディは理性的であった。

「そうですね、北国も陸州と同じくらい、水害にあってますが、それを無視するならそうでしょう。ただ、敵の狙いは土地ではなくて食糧なのではないでしょうか」

　アンドゥイレドは不機嫌そうに口を開く。

「そういう意味でいえば、東国は不毛の地だ」

「森州もそうですね。ただ、森州を抜けたその先にはイントラシアがあります。今回の水害、南の方はそれほどでもありませんでしたから……」

　ガーディ以外の出席者全員が天井を眺めた。うめき声をあげたのはシンクロであった。

「またか。また来るのか。一年に二回も攻めてくるなぞ正気の沙汰ではないぞ」

「正気ではいられない状況にある、とみるべきでしょうね。一度目の作戦というか、前回の戦いで森州については詳細な地図を作成したとみるべきだと思います。進撃は容易でしょう」

「先の戦いは、敵からすれば前ぜん哨しよう戦せんか」

「分かりません。その割には大勢でした」

　ガーディは遥はるか何千刻も離れたリエメンの敵を思い描く、思い描いて、その窮状を考えた。

「僕、思うんですけど、失敗したから前ぜん哨しよう戦せんということにした、というつもりだと思います」

「リエメンは、失敗を失敗で塗りつぶすつもりか」

　うめくようにアンドゥイレドが言うと、ガーディは至って真面目に口を開いた。

「成功すると思っているから戦争を始めるのだと思います」

「分かっておるわ。それぐらい」

　嫌そうな顔をするアンドゥイレドを余よ所そに、シンクロは口を開いた。

「我がイントラシアに来るとすれば一〇万か、五万か。二〇万はあるまい。それでは一月も食糧が持たぬ」

　ガーディは簡単に占って口を開いた。

「イントラシアを攻めるなら一〇万くらいだと思います。攻め落とすのに必要な兵力、移動にかかる時間、それらを勘案すればそんな感じでしょう」

「一〇万か……」

　シンクロとアンドゥイレドは呆ぼう然ぜんとしか言い表すことができない顔をした。二人とも、イントラシアの禄ろくを食はんで長いが、この規模の敵を相手にしたことはなかった。

「生きるのに必死な餓が狼ろうどもが一〇万。その攻撃を最初に受けとめるのは当然、我が辺境領になろう」

　分かりきったことを確認するように、シンクロは言って、アンドゥイレドを片目で見た。

「本国の連中はどう出ると思う？」

「ワシらがにわかに信じられぬものを、連中が信じると思うか？」

　質問に質問で返し、アンドゥイレドは厚い唇を歪ゆがめた。

「おそらくはワシらのことを笑い飛ばし、そうだな、おそらくイグノゴンド城が落城してから慌て始めるだろう。聞いてないとかなんとか言って。それで間に合うかと言えばそうではない。詰まるところイントラシアは終わってもおかしくないな」

　このあたり、誰に対しても辛辣なアンドゥイレドだから言えるような言葉である。実際シンクロは頷うなずきつつ、フローリン姫を心配するように目を向けた。

　そのフローリン姫は、一瞬目を伏せたが、すぐに顔を上げた。ガーディから見ても見事な感情の抑制だった。

「お父様やお兄様たちの動きがどうあれ、あるいはイントラシアがどれだけ愚かであろうとも、民草を巻き添えにするのは到底許されることではありません。戦います。最低でも、民草を守って避難するまではやりたいと思います」

　フローリン姫の言葉に、アンドゥイレドは肩をすくめた。

「お覚悟は結構。しかし、できますかな」

　フローリン姫はすがるようにシンクロを、ついでガーディを見た。

　シンクロは腕を組んで口を開いた。

「アンドゥイレドの口の悪さはさておき、やらねば死ぬか、いいところ奴隷なのだからやるしかあるまい」

　ガーディは控えめに手を上げて、控えめに発言した。

「僕、フローリン姫の手伝いをしたいです」

　場の全員が笑った。とりわけフローリン姫は嬉うれしそうであった。

「あてにしておるぞ」

　シンクロは牙を見せ、微笑ほほえんで言った。

「ワシもあてにしている。その身を取り立ててやったんだから、その分は働け、そして良い仕事ができたら誰よりも高く買ってやる」

　アンドゥイレド、言いたい放題である。とはいえこれだけ言っていまだに立場を守っているのだから、大した人物ではあった。

「ガーディ、辺境領で動員できるのは三万くらいだと思います」

　フローリン姫が言うと、ガーディはそうですねと頷うなずいた。

「少し、考えてみてもいいでしょうか。三日くらいで大体の目め処どがつくと思いますが」

　気負いも何もなく告げるガーディに、シンクロは笑って頷いた。

「二倍掛かっても問題ない。必要な物はあるか」

「紙はたくさん買ってあるので大丈夫です。あ、でも筆を買う必要があるかもしれません」

「すぐに用意させよう。頼んだぞ」

「分かりました」

　ガーディは一人、先に会議を辞して与えられた邸宅へ向かった。気付けばフローリン姫がついてきていた。

「会議にいなくてもいいんですか」

「いいのです。どうせ、ガーディ頼みになります」

「そうなんですか？」

　ガーディからすれば、それも不思議な話である。敵の規模はどうあれ、シンクロも歴戦の武人であり、この擾じよう乱らんの時代にあっては少なからず不利な戦いも経験しているはずであった。有利とみるや戦を仕掛けてくるのは常識ですらある。

　ならば、常に勝てる戦だけで戦歴を飾れるわけではない。

　シンクロたちも当然、こういった時の戦い方をガーディ以上に承知しているはずである。

　ガーディの疑問は、フローリン姫の続く言葉で解消された。

「シンクロとアンドゥイレドの考える策は、籠城になると思います。それも、周囲の田畑、街や港を焼いた上での籠城になるでしょう」

　敵の食糧に限りがあるなら守っていればなんとかなろうという考えである。劣勢ならたしかにそれも一つの手である。間違っても長居されぬよう、敵の略奪を許さないために、自国の街や村を焼くのも、この時代ではそんなに珍しいことではなかった。

　しかしフローリン姫は、それでは駄目だという。

「それをやれば民は沢山傷つきます」

「そうですね」

　エルフの母に拾われるまで、ガーディは戦地で泣きながら歩いていたのだという。記憶は曖昧で、僅かに焼けた家を覚えている程度であるが、飛び抜けて浮世離れしていると評されるガーディとて、戦火と無関係な訳ではない。

　ガーディは自らの権能オーソリテイが駆動しているのを感じた。それは際限なく他人に優しくなるという古代の聖賢たちが保有していた力と呪いであった。

「シンクロさんやアンドゥイレドさんも、〝それ以外〟の答えを探したいんですね」

　それはガーディにとっても、是非ともやりたいことである。権能と、エルフの母から受けた愛情と、生来の性格、三つが三つともこの難局をどうにかせよとガーディに働き掛けていた。

　それで、堂々たる足取りで自らの邸宅に戻った。

「ガーディさま」

　心配して寄ってくる養女テイの角の生えた額を優しく撫なでて、ガーディは微笑ほほえんだ。

「なんでもないよ。大丈夫」

「いえ、あの、後ろ」

　テイに言われて後ろを見る。フローリン姫がついてきており、白い狼おおかみにして人狼ワーウルフのフェリンの頭を撫でていた。

　まさかそのまま、ついてきているとは思いもしなかった。

　ガーディは自分が考え事に夢中になって、フローリン姫のことをすっかり忘れていたことを思い出した。すぐ謝ったが、その時どんなやりとりがあったかは記録がない。

　フローリン姫は、そのままガーディの詰め所こと邸宅に居座った。

　この頃の邸宅はイグノゴンド城にある城中心部分やシンクロの武人屋敷と規模の差こそあれ基本的な構造は同じである。

　つまり家を囲むように廊下があり、廊下の奥に座敷がある。という形である。もっともガーディの与えられた邸宅などはささやかな大きさなので、廊下の幅も僅かしかなかった。これを縁側という。

　フローリン姫はその縁側でフェリン相手に遊んでいる。撫でたり一緒に歌ったり、抱きついてみたり、である。そのうち宿題を終わらせたテイも混じった。

　このフローリン姫も、人狼のフェリンを殺さずに助けるような人物である。相当のお人ひと好よし、と言えよう。その上の世話好きである。これらは貴族の姫君としては致命的な弱点だったと思われるが、後世の研究でもこの点はほとんど指摘されたことがない。

　同時代に同じような性格の人物でファンタジック・ガーディという隔絶したお人ひと好よしがいるので目立たなかった。ともいう。あるいはこういう言い方もできる。同じような性格だったので、フローリン姫は躊ちゆう躇ちよなくガーディを重用しているとも。

　いずれにせよ目の向くところ、向かう先、どちらも同じだったのでフローリン姫はガーディを活躍させる事ができた。彼女がいなければガーディはイントラシアに居着くことがなかったであろうと言われている。

　話を、戻す。

　フローリン姫がテイとフェリンと遊んでいる間、ガーディは延々と精霊魔法を駆使して、占いを立て続けている。その結果は紙に記録され、瞬く間に山となっていった。

　日が落ち、暗くなってフローリン姫がいつまでも帰って来ないので心配した侍女と女官たちがやってきても、ガーディは気付く様子もなく、ただ筆を走らせている。恐るべき集中力であり、後の人々が一般にガーディに抱く大軍師らしい振る舞いだった。

　彼は城の中の邸宅にあって、遠くで将来起きようとしていることを、精霊と対話して予測しようとしている。

　暗い中、灯あかりになっていたのは沢山の羽妖精ピクシーたちであった。羽根を羽ばたかせ、光の粉を落として、主人であるガーディの占いを手伝っていた。
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　その幻想的な風景に、侍女たちは声にならない衝撃を受けている。

　フローリン姫は微笑ほほえんでその様を見て取ると、小さな声で、テイも、フェリンも食事にしましょうと言った。ガーディには声を掛けなかった。とてもではないが、声を掛けられるような雰囲気ではなかったから。

　翌日になると、ガーディは筆を置いて紙を数枚懐にしまうと、城の中に上がった。報告をするためである。

「だいたい分かりました」

　前日と同じ部屋に集まったフローリン姫、シンクロ、アンドゥイレドに対して、そのように言っている。

　すぐに紙に書いた手書きの地図を広げて、説明を開始した。

「まず、リエメンの兵が攻める時期ですが、夏の終わり、嵐が来て、大水が出たあとです。川の水量が増大した時を狙って、船で物資を運ぶと思います。つかうであろう川は三つ、北国、東国、森タ州ウを通ると思います」

「敵は一カ所に集中せんのか。敵が食糧を買い集めるのはそのためだと思っておったのだが」

　シンクロの言葉に、ガーディは頷うなずいた。

「食糧とは別の要素の問題で難しいと思います。一〇万の大軍では森州の山々を動くときに支障がでます」

　極論、リンナール山道上に要塞を一つ作るだけで、敵の進撃を止められる。

「必然、軍勢を分けて進撃する、か。敵の集合地点はどこと心得る？」

「一〇万が集合するとすればタウシノの西、雪の平原だけです。ただ、敵は集合をしないかもしれません」

「理由は？」

「必要がないからです。そのまま三方から攻め入ればいいだけです」

　面白そうに尋ねるシンクロに、ガーディはよどみなく答えた。

「しかし、それでは一つの軍を捨てることになるな。敵が三万の軍勢として、イントラシア軍も三万ならば、互角、場合によっては勝つこともできるだろう」

「そうですね。でも敵はやると思います。三万の兵が死ぬ。でも仕方ない。そういう考えかもしれません。味方が数多く生き残りすぎても、冬を越えられないでしょう。そもそもが食糧不足なんですから」

　たとえイントラシア攻略に成功して、略奪を働いたとしても、食糧は十分とならぬであろう。その事実さえ織り込んだ、非情の策だと、ガーディは言った。

　ガーディの言葉を飲み込み、シンクロは軽くため息をつく。

「そこまで追い詰められたことがなかったことを、喜ぶべきかもしれんな」

「とても悲しいことだと思います」

　ありえないお人ひと好よしと呼ばれるガーディらしい感想である。この時代でこんなことを言うのは、今のところこの人物しかいない。

　突拍子もない感想を聞いた会議の出席者は、アンドゥイレドすら、それについて反応しなかった。それほどガーディの権能オーソリテイと性格を、皆が理解していたというわけである。

　アンドゥイレドは面白くなさそうに鼻をならした。

「つまり、リエメン兵は全て死兵と化して襲い掛かってくるというわけか」

「はい」

　おそらくはリエメンの耕作地が春の作付けに間に合わないくらいの損害を受けたのだろうとガーディは言った。この時代の多くの戦いが、深刻な食糧不足から発生しているが、これもまたその一つというわけである。

「ただ規模が大きいだけです」

「ただ、か。言ってくれるな。ガーディ」

　シンクロは声に出して笑うと、表情を改めた。

「やはり、籠城戦しかないか？」

「他にも方法はあります」

　ガーディはそう言って、少しだけ間を開けた。

「少し変わった動きをしないといけませんが」
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　その頃、リエメンではニフレディル姫が、これまで歴代の当主が蓄えた財貨全てを食糧に変えつつあった。先に粛清した家臣たちから没収した財貨も、同じく食糧に変えている。

　その思い切りの良さに、側そば仕づかえのギョームは舌を巻いたが、当のニフレディル姫はというと、淡々としていささかも心動かすことはないようだった。まるで、人形のよう。

「よろしいのですか、堤の修復や干拓地の回復に財貨をつかわないで」

　ギョームは、たまらずに尋ねた。

「いったぞ、一〇ねんはかかると」

　背筋を伸ばし、筆で書状を書きながらニフレディル姫は静かに答える。書状に書かれた文字も、答えるその声も、いささかの動揺も見られなかった。ずっと前からそんな質問がくると分かっていたような振る舞いだった。

「つつみをなおし、かんたくをやりなおす、それまでになんにんがしぬ？」

「しかし」

「どれだけリエメンのものがころしあう」

　他国とやっているようなことを、身内で始める。略奪と奴隷狩りを隣あった家や村で始める。そんな未来をニフレディル姫は言った。そこにはいささかの疑念もなさそうだった。

「このままではさいしょのふゆで、たみのはちわりはしのう。それだけひとがしねば、もはやつつみのしゅうりにつかうにんそくもたりぬ。ギョーム、つつみについてはあきらめよ。もうおわったのだ」

　ギョームは黙って頭を下げた。先祖が苦労して作った堤が、作り上げてきた干拓地が、もはや永遠に手に入らぬ事を、思い知った。同時に、ここから先に起きるであろう事を把握して取り乱さぬニフレディル姫の心に、恐怖すら覚えた。

「いまだけだ」

　ニフレディル姫は、心の底から冷えた声を出した。

「いまならまだ、ぜんぐんをうごかせる。これをのがせば、みうちでころしあうまでのはなし。われらができるのはみうちをころすか、そとをころすか、えらぶのみ」

　そう言って、暖かくなる外を見た。

「だれがみてもそうであろうに、そのじじつからめをそらす。ギョーム、せんだいはどんなかしんをそだてていたのだろうな」

　ギョームとしては頭を下げるほかない。九歳の童女が覚悟を決める中、その部下である家臣団がやったことは足の引っ張り合いと、ニフレディル姫の悪口をささやくばかりであった。

　あげくのはてが様子見とも言える小規模な出兵と、失敗である。

　我々はどこを間違った。

　ギョームは思ったが、答えなど思いつくわけもない。ただただ、ニフレディル姫への忠誠を誓った。

　ギョームが頭を下げる一方、ニフレディル姫の心は暗い。能力はともかく、忠誠心という意味ではまだしもまともそうな家臣であるウスイを失ったのは痛かった。そもそも、愚かな家臣たちが兵を惜しんだことが良くなかった。

　あの時五万、いや、三万の兵を出し、奴隷狩りなどにかまけず全速でイントラシアを攻めれば、勝った、と思う。勝機を逃したのは痛恨であり、それ以上に時間を失ったのは痛かった。大水がでねばいかに大河であっても船を遡上させることはできず、兵へい站たん面で動かせる兵は少なくなってしまう。そしてその間も、食糧は減り続ける。

　試みることができる機会はあと一度。そして敵は、イントラシアはよほどのバカでない限りは春の件で警戒しているであろう。もはや奇襲を望めるような状況ではなかった。





[image: ]




　ガーディに仕えるオークの武人にスナガという者がいる。元はリエメンの奴隷であり、妻子も奴隷として売られて離散したという悲惨な経験をしている。春の戦いでリエメンの卒として従軍していたところ、ガーディによって解放され、ただのスナガになった。自由になっても職はなく、それでは喰くっていけぬとガーディに申し立てたところ、今度はイントラシアの兵として仕官することになった。一緒にいた同じ境遇の人間の少年共々である。この時代、国軍はまだ存在していないから、仕官先はイントラシアというよりガーディと言った方が良いであろう。本人もガーディの家来になって、仕官したつもりであった。

　ところがそのガーディ、毎月俸給として律儀に塩（サール）をくれるものの、具体的に何をしろということがなかった。なんでも自分でやってしまう、そしてそうしなければ長いエルフ生が暇で暇で仕方なくなるエルフの文化で生まれ育ったせいで、家来という言葉は知っていても、他人を使うという考えがまったくなさそうであった。

　スナガはなんでも命令されてただただ実行していた奴隷時代との落差を思いつつ、自ら考えて動くことになる。

　彼が考えたのは武人としての稽古であり、護衛であり、養子とした人間の息子を鍛えつつ、草履ぞうり取りとして働くことであった。履き物をもってそれとなく置くのであるが、自分の事は自分でやるガーディ自身の履き物を扱えたことなど一度もなく、ゴブリンの養女テイもガーディにエルフ流で厳しくしつけられていたため、もっぱら人狼ワーウルフのフェリンが庭を走り回った後床に上がろうとするとき、その足を洗う事ばかりをやっていた。もはや自分でもなんの仕事をしているのかよく分からない感じであったが、今のところこれくらいしかやることがない。

「おっとう、いつまでこんなことやっているんだろうな」

　人間の養子に問われ、スナガは苦笑している。

「おやかたさまは人を使うのが苦手なのだろう。まだ若いのだから仕方ない」

　実のところ年齢とは一切関係のないところでの話であるが、スナガの認識はそうであった。それにしてもおやかたさまのお人ひと好よしは、さすがありえないと言われるだけあって、すさまじいと思っている。

　リエメンの奴隷だった自分たちを何の躊ちゆう躇ちよもなく雇い、自らの近くにはべらせ、あまつさえイグノゴンド城に住まわせているのである。

　裏切られたらどうするのだろうか。いや、だとしても凄すさまじい胆力。

「おやかたさまは出世するぞ」

「ほんとかい、おっとう。村で一番の間抜けだってここまでじゃないぜ」

　スナガは息子に拳げん骨こつをくれたあと、腕を組んで口を開いた。

「間抜けが三〇〇の兵でリエメンの大軍をああも散々に打ち破るわけがあるか。お前の方が間抜けだ」

「いってえ、でもさ、あのお人ひと好よしじゃあどう考えても皆のいいように使われるだろ」

「それこそがおやかたさまの狙いに違いない。あのお人好しをもってすれば、利用しようと人が押しかけるであろう。昨日も随分と美しい令嬢が来ていたではないか。そのうちどこかの婿に入るに違いない」

　スナガが見た令嬢とはフローリン姫の事である。スナガは姫があまりに身軽に、そして気楽に人狼ワーウルフやゴブリンと一緒にいたので、まさかイントラシアの姫君にして継承権三位とは思ってもいなかった。

　スナガの言葉に、息子も頷うなずいた。

「そうなりゃ、おっとう、俺たちも大出世だな」

「そういうことだ。分かったらせいをだせ、婿入りした先でまで楽できると思うなよ」

　スナガはそう言って、息子の尻を叩たたいた。




　その頃ガーディはと言えば、シンクロ、アンドゥイレド、そしてフローリン姫に策を与えている。婿入りという段階など軽く飛ばしてイントラシア首脳部に気に入られて重用されていたわけである。森タ州ウ南部を二人で平定してみせた軍事の才能を高く買われたのはもちろん、ガーディのありえないお人好しが、権能オーソリテイという形で明確に示されていたからであった。

　この者だけは裏切らない。権能が保証するこの事実が、派閥を越えてガーディを重用させる原因であった。スナガの読みは色々間違っていたが、結論だけは合っていた。ガーディ本人がこの話を聞けば、やっぱり僕の権能は役に立つなあと胸を張っていただろう。

「一番簡単な策は、敵に食糧と耕作地をあげることです。敵はそれだけで、戦う意味をなくします」

　ガーディが言った瞬間、アンドゥイレドがため息をついた。

「却下だ。敵に塩を送るバカがどこにいる」

「一番簡単なんですけどね」

「食糧を貰もらったらその食糧を使ってさらに南下するだけだ」

　ガーディは、生きるために戦う者が命を賭けるわけがないですと言ったが、最初からこの策が採用されるとは思っていなさそうであった。ガーディはお人好しだが、他人もそうだとは夢にも思っていない。

「次の案ですが、要塞をイントラシア外に二つ作ります。敵は長距離を移動しており、さらに食糧に限りがあるわけですから、要塞で移動を阻害すれば、それだけで勝てる可能性が高いです。迂う回かいができぬ要地を選んでみました」

「敵は三軍だろう。もう一つはどうする？」

　シンクロが尋ねると、ガーディは頷うなずいた。

「東国経由でくるであろう敵軍ですが、イントラシア本国の方に誘導するか、さもなければ野戦で撃破します。東側は要塞を作るのに適地がありません。イントラシア本領が文句をつけないのであれば、本領内にいくつか適した場所はありますけど」

　イントラシア中央を本領といい、フローリン姫やガーディのいる北部辺境領と分けて統治されている。辺境領を預かるのはフローリン・イントラシアである。辺境領は良港に恵まれておらず、西にグランドラ王の勢力下である静州があるため、イントラシアの政治力学的には、うまみのない土地であった。直系ではあるものの政治的に一番立場が弱い、末姫のフローリン姫が追いやられるのも当然の場所だった。

　ただ軍事的に見るとイントラシア辺境領は非常に重要であり、それゆえ、優れた将軍であるシンクロ・ナウロネレドが姫の守役としてつけられている。

　イントラシア本領と交渉と聞いて、アンドゥイレドとシンクロは二人して鼻で笑った。

「フローリン姫が死ぬのを待ち望んでいる連中だ。要塞など無理だろう」

「では、やはり野戦で勝負するしかないと思います」

　ガーディは地図の上に、二つの小石を置いた。これが城のつもりである。

　置かれた場所は森タ州ウ南部、リンナール山道に一つと、沿海州の先、静州に一つであった。

　シンクロはその場所を見ながら良い場所だがと言った後、顔を曇らせる。

「支配者のおらぬ森州に要塞を作るのはいいとして、静州はグランドラ王の支配下だぞ。あの狸たぬきがそんなことを許すはずがない」

「グランドラ王からすれば、静州を荒らされるのを阻止できます」

「イントラシアが弱る方が、よほど助かると思うだろう」

「そうは思いません」

　ガーディはそう言って、グランドラ王の顔を思い出しながら口を開いた。

「彼は領民を殊の外大事にする性格だと思います。だからこそ、イントラシアに攻めて来たんだと思います」

　自国が戦場になるのを恐れて、予防としての先制攻撃でイントラシアに攻め入る。一〇年ほど前にそういうことがあったと、ナロルヴァに聞いた話から分析して、ガーディはグランドラ王が相当民を大切にしていると考えていた。

　でなければ、劣勢承知で攻め入るわけがない。

　ガーディの言葉に、シンクロは頬ほおを指で掻かいた。

「まあ、そう言われればそうかもしれんが。イントラシアとグランドラ王といえば長年戦争を繰り返した仲だ。こっちが要塞が必要だから作らせてくれで交渉がまとまるとは到底思えん」

　シンクロの意見は、至って常識的である。ガーディは頷うなずきつつ、それでもここに要塞が欲しいのですと言い、そのまま決意を口にした。

「僕、グランドラ王のところに行って許可を得てこようかと思います」

　結果は、皆の沈黙であった。皆が皆、互いの顔を見合わせている。夏に雪が降ったと言われたようなそれぞれの顔であった。

　一番最初に沈黙を破り、口を開いたのはアンドゥイレドである。

「小僧。お前のお人ひと好よしはお前だけのものだ。グランドラ王に移るようなものでもないだろう」

「そ、そうです。第一ガーディを危険にさらすなんて、私は許可できません」

　フローリン姫も、言い添えた。イントラシアが許可しない、ではなく、私が許可しないというあたりがフローリン姫の心の内を示している。

　ガーディは微笑ほほえんで、口を開いた。

「試しに問いたいのですが、グランドラ王のところに使者として行った者で、害された者は過去いたでしょうか」

「それはない。グランドラ王とて、外交の重要性は良く分かっている。一度でもそんなことをすれば、以後どんな交渉もうまく行くまい」

　答えたアンドゥイレドは、急に真顔になった。語るに落ちたという顔である。

　ガーディは大いに頷く。

「はい。僕もそう思います。戦の術すべとして、戦の開始をずらすことができる手段があるとしたら、僕なら絶対に手放しません。外交というものはそういうものだと思います」

「しかしだな。小僧、お前の軍才をグランドラ王が脅威と思うかもしれんぞ」

「グランドラ王が、森タ州ウでの戦いを知ってたら、そうですね。あの戦いから二月ほどですが、グランドラ王は知って……いえ、信じているでしょうか」

　ガーディはシンクロを見る。シンクロは苦笑して観念すると、助け船を出すこととした。

「信ずることはあるまい。静州には[image: ]獄耳シヤープイヤーの権能オーソリテイを持つ者がおらぬ。そうなれば、所詮は又聞きだ。信じる事は難しかろう。なにせ二人からの平定戦の大勝利だ。話にどれだけの尾ひれがついたか、そう思うだろう。なるほどな」

　シンクロはそこまで言った後、破顔してガーディに牙を見せた。

「しかしガーディよ。フローリン姫はどうする」

「どうするって、なんでしょう。僕、自分の身の安全性を証明して見せたと思うんですけど」

　自信なさげな返答に、アンドゥイレドは、だから小僧なのだと言い放った。

　ともあれ、ガーディが使節としてグランドラ王の元へ向かうことが決定した。ただし、この日もフローリン姫はガーディの邸宅までついて行っている。

　文句を言うためである。

　膝突き合わせて、という表現にふさわしい距離で二人して正座をし、フローリン姫は溜たまりに溜まった不満を口にした。

「あなたは、なんでこう、次から次へと」

「僕、自分の身は大丈夫だって証明しましたよね？」

「頭で納得することと心で納得することは別です。心配しているのです」

　基本、エルフ育ちらしくなんでも涼しい顔で流すガーディにしては珍しく、情けない顔をする。そういう感じで母が怒るのを思い出したためである。ガーディを拾ったエルフの娘、タウリエルはこうと決めたらどんな理屈も気にしない性質であった。だからこそ、人間のガーディは拾われ、だからこそ、幼い時からガーディは色々と振り回されている。

「あの、でも僕に、イントラシアの民を守るようにと言ったのは……」

「私です。ですから許可はだしました」

　しかしまったく納得していないと、フローリン姫の海を思わせる青い目は、何より雄弁に語っている。ガーディならずともこれには困ったことであろう。このやりとり、現代の男女にも通じるところがある。

　この理屈ではない怒りをどうにかやり過ごすことができたのは、ガーディに経験があった、正確には同じような性格の母タウリエルがいたためであろう。ガーディが行ったことは、ただひたすら大丈夫、大丈夫だからと言い続けることであった。

　日が暮れるまで掛かって、どうにかフローリン姫の怒りを静めることができた。フローリン姫は少しでも怪け我がをしたら、ずっと看病しますからと、よく分からない怒りの言葉を口にして奥へ引き上げていった。

「大変ですね」

「主あるじも大変だな」

　フローリン姫が去ると、テイとフェリンが寄ってきて、それぞれガーディを慰めた。

「いや、うん。僕を心配してただけだから」

　テイは、ガーディさまの権能オーソリテイは大変なのだとしみじみ思ったと、後に証言している。

　ところで日が暮れてからと、当時では随分遅い時間からの食事準備と相成った。この時代、菜種油が発明されておらず、蝋ろう燭そくが高価で、また火事の危険性があるためにあまり使われる事がなかった。このため、今の言葉にも残っているのだが、夕飯と言って暗くなる前に一日の最後の食事をするのが一般的だった。

　ガーディは羽妖精ピクシーたちを周囲に飛ばして、羽妖精たちの羽根が出す淡い緑の光を灯あかりにして、料理を作っている。

　なんでも自分でやるというエルフ的な理由で、料理を作るのは常にガーディであった。

　テイはまだ料理の勉強中、フェリンは肉は生で食べる方がいいという派である。だからガーディが料理をしていたという説もあるが、これは正確とはいえないだろう。

　当時のガーディの立場からすれば料理番を雇うのが普通、自ら料理するなどあり得ない話であったが、そうしていないのである。

　邸宅を与えられて咎とがめられないことをいいことに、エルフ流で料理をしていると考えるべきだろう。

　これらの料理はスナガなども良く食べていたようである。

　ところでガーディの料理がうまかったかどうかについては、誰も記録を残していない。後述するように非常に器用な人物であるゆえ、美味であった可能性もあるが、あるいは意外な弱点だった可能性もある。

　翌日になると羽妖精ピクシーたちが手紙を届けることになった。一〇羽ばかりが同じ手紙を持って放たれている。距離的に七割くらいが道草したり、うっかり手紙をなくしたり、あるいはお腹なかが空すいて戻ってきたりするであろうという占いのもとの措置である。

　そこから返事が返ってきたのが三日後、ガーディが静州を目指して旅立ったのは、その翌日であった。

　この時の伴ともはスナガのみである。最初は一人で行こうとガーディは考えていたのであるが、スナガがそれでは格好がつかぬと、無理してついて行った。

　この時息子を残していることから、スナガは死を覚悟していたと思われる。これが普通の反応であろう。

　一方ガーディと言えば気楽なもので、途中土産を探して一本木材を買っては、道中削って像を彫りだしていた。エルフが好んで彫刻する樹きの精霊をかたどったもので、ガーディは手彫りのこれを土産にするつもりであった。なんとも素朴な土産のようだが、その出で来きはまるで動き出しそうなもので、どれだけの値がつくか分からないとスナガは書き付けに残している。

　スナガと旅するガーディは、ナロルヴァのことを想おもったに違いない。それまでずっと、毎日のように顔を合わせていたのに、この一月会っていないのである。
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　その頃アンドゥイレドは、シンクロと酒を呑のんでいる。場所はガーディの邸宅であり、主あるじがいないとフローリン姫をはじめ、どこの派閥も寄ってこぬ為ため、密談には最適であった。

　アンドゥイレドはフェリンとテイに気前良く金貨を渡して遊んでこいと人払いすると、シンクロと酒を飲み交わしている。不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵とされる二人であるが、これらは役割分担として行っている面が多々あったようである。実際には、さほど不仲、というわけでもなかった。

「あの小僧、相当守らねば死ぬな。ワシの若い頃より、ずっと無鉄砲だ。どこに弾が飛ぶか分かったものではない」

　アンドゥイレドの愚痴に、シンクロは酒を注ぎながら口を開いた。

「まあ、この件が終われば、身動きが取れぬように出世なりをさせるべきだろう」

「こっちも官僚として出世させるつもりだ。無む茶ちやなどできぬように責任をあたえ、仕事を仕込む」

　そこまで言って、アンドゥイレドは少し考え込んだ。

「ワシは、意外に小僧を小僧と呼ぶのが好きだったのだな。ガーディさまと呼ぶのが惜しい」

「アンドゥイレドにしては珍しいことだ。ともあれ武人と官僚、共に出世するなど、中々ないだろう。前例はあるのか」

「先だって本領の神殿にて確認したが、大丈夫だ。五〇〇年ほど前に例がある。その時も駙ふ馬ばだったようだ。幸さい先さきがいい」

「そうか」

　駙馬とは、そえうま、とも読む。元々は皇女の夫がつく官職である駙馬都尉の略であり、転じて高貴な女性の婿のことを指すようになった。ちなみにイントラシアに同様の官職はなく、代わりに官僚と武人、双方の役職を与えて特別な存在であることを示していた。

　静かに酒を呑のむシンクロに対し、アンドゥイレドは目を伏せる。

「そなたの娘御おむすには悪い事をした。良縁はかならず取り持とう」

「気にするな、アンドゥイレドよ。ナロルヴァとて、何がイントラシアにとって一番良いかは分かっている。遠く嫁に行って子供を何人か産めば、恋心もなくなろう。それよりもどんな金銀財宝も喜ばなかったフローリン姫が初めてワガママを言ったのだ。自分はそれが嬉うれしい」

「フン。殊勝なことだが、本領の連中はその判断を人気取りだと非難しておるわ」

「相変わらずだな」

「ああ、相変わらずだ。そう、それでな、本領にあがるための服を着たら、あの小僧からなんでそんな格好をしてるんですかと言われたわ。正直ワシもそう思う。本領の連中は頭が昔のまま止まっている」

　愚痴を聞いてくつくつとシンクロは笑った。酒を呑む。

　アンドゥイレドも杯を呷あおり、そのままたわいもないことを口にした。

「問題は小僧が小僧なことだな。ワシが若い頃は性欲まみれだった気がするのだが、最近はみんなああなのか」

「ガーディが特別なのだろう。エルフが皆そうなのかはわからんが」

　シンクロの返事に顔をしかめ、アンドゥイレドは瞬間、思考の沼に沈んだ。

「分からんと言えば、エルフだな。なぜあんな逸材を手放した。聖騎士アイオロスとてあの小僧の前では存在が霞かすむぞ。間違いなく、あれはエルフが生んだ最高傑作だろう」

「さてな。将来的には自分たちの保護を願って、人間を支配する人間を育てた、と思うのだがな」

　シンクロの言葉に、アンドゥイレドは呆あきれてみせる。

「気の長い話だ」

「エルフだからな。我らとは時間の考え方が違うのだろうさ」

　二人はそう言って酒を呑のみ、ナロルヴァの嫁入り先を話し合った。ガーディがフローリン姫の婿になるという既定路線ができた今、その存在は邪魔になるだけだった。




＊




　ガーディたちはイントラシアの引いた街道を歩いている。元々は馬を与えられたのだが、スナガが馬に乗れぬというので、徒歩とした。とはいえ、のんびりと歩くわけではなく、土産を買ってからは毎日宿場町を一つ飛ばしで移動していた。

　この頃、距離は時間で示される。一刻とあれば一刻の時間で移動できる距離を言う。イントラシアの宿場町は四刻ごとに一つ設けられていた。一刻は季節にもよるが今の二時間ほどであり、一つ飛ばしの八刻ともなれば、大変な移動量になった。

　手元にある地図からすれば、平均で一日に四〇㎞近くを移動している。

　この速度、馬より速い。もっとも馬は長距離を走るのは苦手であり、後の時代でも多くの伝令は人間やゴブリンを用いた。これを飛脚という。

　食糧を準備する必要がなく荷物を減らせるのと街道が整備されているという差は大きく、このような移動を可能としている。

　そうして移動すること五日、夜明け前から走り、日が落ちる前には要塞線に到達している。この先にはフチ川があり、そのフチ川を越えればグランドラ王の支配する静州に入った。

「疲れてないかい？　スナガ」

「心配無用。しかし、かたじけない」

　スナガの返事が短いのは、スナガが疲れているからである。一方ガーディはというと、涼しい顔をしていた。

　スナガはおやかたさまはすさまじき、と手記を書いているが、これはガーディの肉体能力が優れているというよりも、スナガが一通りの武器と鎧よろいを一緒に持っていたためであろう。

　ガーディ自身は弓すら持ってきておらず、母が守りの魔法を掛けたミスリルの短剣一本を持つだけであった。重さの差は歴然としている。むしろスナガのほうが大変な体力を持っていたと思われる。

　スナガは城塞の中に入ると、早速、ガーディとともに水を浴びている。要塞の中庭に川の水を引き込んで作った石畳でできた水浴び場があり、これを利用したのである。

「明日もいい天気になるといいね」

　ガーディは微妙に霞かすみのかかった雲を見上げながらそう言った。その途方もない素朴さに、スナガは流石さすがおやかたさまはすさまじいと、心の中で喝采を送っている。スナガの認識では明日は死ぬかも知れないグランドラ王との謁見であった。

　旅の途中においてスナガから見たところ、おやかたさまことガーディは、うつけ者を演じているようであった。時々本当にそうなのではないかと思ったが、うつけが寡兵でリエメンの兵を打ち破るなどできるわけもない。

「おやかたさまは、何を目指される？」

「別に何も目指してないかな」

　ガーディの本心であろう。この言葉を聞いた者が他の者であれば、いや、何か野望があるのではないかなどと思うものであるが、奴隷だった経験があるスナガは、素直にその言葉に納得した。

　奴隷と同じだと思ったのである。おやかたさまには夢も、希望もないのであろう。

「どんな簡単なものでもよい、何か、目指されるものがあればいいのだが」

　スナガの言葉に、ガーディは微笑ほほえんでみせる。

「戦の術すべくらいかなあ。僕、グランドラ王よりうまくなりたい。実際に試したりはしないでいいんだけどね」

「それがなんであれ、希望があるのであれば、それでよい。それで日々は生きられる」

「そうだよね」

　ガーディもそう返し、それ以上はもう話さなかった。

　しばし、水をかぶる音がする。

　ガーディは月を見上げて、お母さんに会いたいなあと呟つぶやいたが、あまりに小さな声なので、スナガの耳には届かなかった。

　翌日には、川を渡ることになった。国境警備の都合上、橋はかけられておらず、川を渡るときは〝渡し〟と呼ばれる者に金を払って、背負って運んで貰もらった。金銭を惜しんで自ら渡ろうとする者もいたが、多くは溺れ、助けられて余計に金品を失う羽目になっていた。

　フチ川の下流は水深が浅いようでいて、あちこちに深みがあり、〝渡し〟は水底の地形を熟知して渡っていたのである、とされる。

　実際には、この川には〝渡し〟しか知らぬ隠れ橋があり、そこしか渡れぬようになっていたようである。

　隠れ橋とは水中に沈んでいる橋のことで、普通の橋と比べれば設置が難しくなく、余よ所そ者ものは利用しにくいので自衛のためにかなり使われていた。ガーディの故郷タウシノでも隠れ橋は沢山設置してあった。

〝渡し〟に抱えられ、お姫様みたいで緊張するとか言われながら、ガーディはフチ川を渡った。ガーディとしては釈然としない部分もあったかもしれないが、口に出してはなんの不満も言っていない。

　その先には、川を挟んでイントラシアの要塞線に寄り添うように立てられた、グランドラ王の要塞があった。

　驚いたことに要塞の先には小山のような巨漢の兵、ラムマゴールがおり、さらに横にはにこやかに笑うグランドラ王その人の姿があった。

　ガーディがグランドラ王と呟つぶやくのを聞いて、スナガは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

「おお、ガーディ、息災そうで何よりであった」

　親戚が来たかのように親しく振る舞い、グランドラ王は笑顔でガーディの肩を何度も叩たたいた。ちなみにこの時代の武人としては、礼法に沿った仕草である。同格の武人が向き合うと、互いの肩を叩き合って、再会を喜ぶのが当時のならいであった。現代から見るとなんとも不思議な光景である。

　ガーディはそんな人間の風習など分からないので、肩を叩かれるままである。笑顔は絶やさなかった。

　グランドラ王は同格と認められてさぞ嬉うれしいのであろうと微笑ほほえみつつ、口を開いた。ちなみにこの年下や格の低い相手の肩を叩いて同格であるように振る舞うのはグランドラ王のいつものやり方、人気取りだった。これに騙だまされて忠誠を誓った者は無数にいる。

「なんだ、急に話をしたいなどと、亡命ならば嬉しい限りだが」

「いえ、そうではなくて」

「そうか、それは残念だったな、して用件は？」

　満面の笑顔で少しも残念な様子を窺うかがわせず、口だけでグランドラ王はそう言った。それでいて怒りを覚えさせないあたり、この人物も大したものであった。

「少し長くなりますが、ここで話していいですか」

「ははは。いかんいかん。年を取るとなんでも急いでしまうものでな。簡単な宴を用意してある。イントラシアの華美なものとは違うが、そこは許されよ」

「ありがとうございます」

「なあに、わしとそなたの間柄ではないか」

　先だって互いに殺しあった間柄だったことなど嘘うそだったかのように、グランドラ王は言った。ガーディの肩を抱いて、そのまま要塞へ連れて行った。

　呆ぼう然ぜんとするスナガに、丘巨人の血を引くラムマゴールが頭を下げる。

「王は、前日から待ちわびておられ、ガーディはまだかのうと、日に一〇遍も言うほどであった」

「我が主あるじをそこまで、感謝いたす」

　スナガが頭を下げると、ラムマゴールは少し笑って、こちらへと案内する。

「このラムマゴール、今は王の護衛であるが、そこに取り立てられたのはガーディのおかげである」

　スナガは頭をさげ、その縁で今回の使者になったのだろうと考えた。

　グランドラ王の城塞は、イントラシアのそれとほとんど同じ作りである。水浴び場まで同じ構造であった。それもそのはず、元々はイントラシアの要塞だったものを、グランドラ王が奪っていたのである。

　広間につく。グランドラ王配下の主立った武人たちが鎧よろいを着けて集合しており、スナガを瞬間、驚かせた。椅子などなく、皆オーク風に床に座り込んで膳を前にして座っている。膳の上に魚や米、塩がなければ、戦の前の軍議をはじめるようにしか見えなかった。

「おお、驚かせてすまんの。わしは小心者ゆえ、いつも戦の準備をしていないと気が収まらぬのだ」

　満面の笑顔で、グランドラ王は親しげにいう。自らの隣に座らせると、にこやかな声で皆に言った。

「ささ、長旅もあって疲れたであろう。食事をともにしようではないか」

　その食事は大変質素なもので、スナガはグランドラ王はケチだと書き残している。実際どうであったのかは、実のところよくわかっていない。奢しや侈し禁止令を度々出すなど、贅ぜい沢たくを縛いましめていたのは確かであるが、本人はこの時代に珍しい、そして高価であった揚げ物が大好きであり、若干疑義が残る。

　政治的、外交的な意味を込めて、このような歓迎をしたのではないか。

　ところがガーディは、グランドラ王に肩すかしを食らわせるように、笑顔で頂きますとうまそうに食事をしている。これには部下の武人たちも、若干困惑するほどであった。身の危険を感じても良さそうなところを、平然としている。

　おそらくガーディは理屈で理解していることを心から信じて躊ちゆう躇ちよなく行動に移せる性格だったのであろう。普通はもう少し、顔色が変わったりするはずである。

「見ろ、これが一四州一の勇者なるぞ。皆の者、真に歓迎せよ！」

　グランドラ王は笑顔で言い、部下の武人たちはしばし戸惑った後にやりと笑うと鎧を脱いで、笑顔で大酒を呑のみまくった。食事は粗末だが酒だけは大量に出た。なんとも暑苦しい歓迎である。

　歓談の中、グランドラ王はガーディの横顔を観察し、口を開いた。
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「して、用件を聞こうか。ガーディよ。ここにいるのはわしの股こ肱こうの臣ばかり、何一つ隠す必要はないぞ」

「はい。それで、なんですが、リエメンが攻めて来ます。夏の終わりになると思います」

「ほお、先に森タ州ウで戦いがあったと聞いたが、さて。それがわしになんの関係かな」

　グランドラ王は何も知らぬていで、そんなことを言う。実際はかなり詳細な情報を得て、ガーディが森州平定の英雄に祭り上げられているのを知っている。ガーディはグランドラ王の小芝居にのらず、笑顔で口を開いた。

「リエメンは最終的にはイントラシアを目指しますが、途中でこの静州を通ります」

「ほう。敵軍なのに自軍の動きのように言うではないか」

「他に動きようがないのです。大軍ですから」

「どれくらいかのう」

「多分五万です」

　宴会をしていた武人たちが一斉に黙ってガーディの顔を見た。グランドラ王すらも一瞬真顔になるほどである。

「五万とな。そんな大軍を動かせば、奴隷貿易に栄えるリエメンとて無事では済むまい。いやいや、ガーディよ、いくらおぬしの話とて、そのような話は信用できんぞ」

　さりげなく親しげに振る舞うのは、グランドラ王の特技とも言えるものである。

　ガーディは特に気にするでもなく、かすかに頷うなずいた。

「信じるのは確認されてからでも結構です。リエメンは北国を蹂じゆう躙りんしながら静州に入り、そこからイントラシアに入る可能性が高いです」

　ガーディはイントラシアが得ている相場情報から得た情報を、全てグランドラ王に説明した。隠すことなく　全部を伝えている。

　グランドラ王は黙った後、しばらく考えた。もはや笑ってはいなかった。

「二万五千ではないか。北国経由でこちらに来るとして、五万では糧食が間に合わぬと思うが」

「いいえ。五万です。リエメンは増水した川に船を入れ、それを曳ひいて早く、そして大量に輸送を行います。使うのはそう、このフチ川となるでしょう。当然、最下流のこのあたりには要塞が立ち並んでますから、もっと北側から東か西に動き出すと思います」

　逆に言えば川を使うと分かっているからこそ、リエメンの動きが読める、と言える。

　グランドラ王は、ほっ、ほっ。と息を吐くことを瞬間忘れた後、口を開いた。

「分かった。すぐに確認しよう」

　グランドラ王が片目を向けると、一人の武人が頭を下げて席を外した。確認に走ったのであろう。グランドラ王はため息をつくと、膳ごとガーディの方を向いた。

「しかしてガーディよ。そんな情報をわしに教えてどうするつもりだ。ワシはこれを機に、リエメンと共にイントラシアを攻めるかもしれんぞ」

「リエメンとしては攻める先は静州東部の穀倉地帯でもいいと思うんです。食糧が足りないという事実があっての話ですから。むしろ、イントラシアには財貨はあっても食糧はありませんからね。まあ、７、３くらいの割合で静州かな」

「おいおい、ガーディよ。まさかわしではなくリエメンと組むなどというのではなかろうな？」

　エルフ風に言えば、まるで一〇〇年来の友人のようにグランドラ王は不服そうに言った。そう言いながら、頭では必死に計算をしているようである。

「まあ、ガーディとリエメンが組むようなことを考えるならまだ……ガーディに恩を売った方がマシ、ということかのう」

「考えが口から出ていますよ。グランドラ王」

「そこはわざとだ」

　グランドラ王はしれっと言った後、大層優しい表情になった。凶悪な狸たぬきが媚こびるような様子だった。

「しかしおお、わしを王と呼んでくれるか。嬉うれしい話じゃ。よしよし、そういうことならば、協力しようではないか。共同出兵か。よかろう」

　余談ではあるが。グランドラ王の王とは、この頃まだ自称、僭せん称しようである。国号もなかった。王国といえば古来七国一四州全部を掌握する一つだけ、一個しかないから名前もなく、王は中央におわす一人だけと決められており、大なりとはいえ独立諸侯であるグランドラ王が勝手に名乗っていいものではなかった。

　これより一〇〇年ほど後に書かれたグランドラ王記には、この日のことを、あのファンタジック・ガーディが王として認めたと大書されている。もはやグランドラ王が王であるのは揺るがない的な書かれ方なのだが、この時点でのガーディは、誰かの立場に太鼓判を押せるほどの立場にはない。言い換えれば大軍師の神格化は、かなり早い段階からもう起きていたとみられる。

　話を戻す。

　ガーディは、はいはい。まーたへんな事を言い始めて、という顔で懐から地図を取り出した。静州の地図である。

「ここに要塞を築くべきでしょう」

「恐ろしいのう、イントラシアは。我が国の正確な地図まで持っているとは。しかし……」

　グランドラは顔をしかめてみせた。

「しかし、ここに要塞を作るのは難しい。これから夏だぞ。我が兵は皆、米の栽培に忙しい」

「戦争になっても、ですか」

「戦争になって、たとえ要塞がないせいでリエメンの侵攻を止められず、結果一〇〇万の民が死んでもだ。ガーディよ、おぬしはなんでも見えているようでいて、農民の心は何もわかっとらんな」

　ガーディは少し微笑ほほえんだ。その言葉を待っていたかのようだった。

「要塞の建築はイントラシアがやります」

　即座に数名のグランドラ王の家臣が立ち上がった。怒り狂っているという表現がぴったりの顔だった。

　それを片手を上げ、手のひらを見せてグランドラ王は制止している。

「それは、普通に言えば、静州の土地を取ると宣言しているのも同じだぞ、ガーディや」

「まあ、要塞をイントラシアの兵が使ったらそうですね」

　グランドラ王の表情がめまぐるしく変わった。

「また、前例のないことを言う。やれやれ。年若い者を導くのが年寄りの仕事ではあるが。ふむう。しかし、金は半分わしがもつのかのう」

　ちらちらと、横目でグランドラ王はガーディを見た。ガーディは頷うなずいて見せる。

「全額イントラシアが出しても、勿もち論ろん構いませんよ。その場合は人足の全部をイントラシアが集めますけど」

「ああ、いや、それには及ばぬ。分かった。他でもないガーディの頼みとあらば、身を切るしかあるまい。四割をわしが負担する。人足はこちらでそろえよう。そちらは金だけ渡してくれれば良い」

　ガーディは小さく笑うと、そうですね。それがいいでしょうと言った。

「しかし、要塞をつくったとして、わしがリエメンと手を結んだらどうするのだ」

「それについては僕にも考えがあります」

　笑顔でいうガーディの顔を眺めて、グランドラ王は、少しだけ笑った。

「それを教えてはくれんのだな？」

「すぐに分かります」

「リエメンと組むのはナシだぞ。そうなったら祟たたってやるからのう」

「そういう風にならないように、要塞一つを手土産にしたんですよ。この位置なら、イントラシアからの防御にもいいと思います。丁度州を跨またぐところですし」

「まあ、確かにのう。ふむ」

　グランドラ王は微笑ほほえむと、ガーディの肩を叩たたいた。

「よし、ガーディや、乗せられた。この日安（グランドラ王のこと、名前）、一つおぬしの策に乗ろうではないか」

「ありがとうございます」

　ガーディがそう言った瞬間、グランドラ王は人の良さそうな顔で口を開いた。

「だがのう……ガーディや。わしはともかく部下はそなたのことをよく知らぬ。はい、そうですかと納得する者も少なかろう」

「そうなんですか？」

「そうなんじゃ、それでの話だが、そちらの話を呑のむのでこちらからも一つ提案がある。何、そんなに難しい話ではない。悪い話でもないぞ」

「はい。なんでしょう」

「ガーディよ。そなたの母を」

「お断りします。この話はなかったことにしましょう」

　即座にガーディは席を立った。大層冷ややかな目で、これにはグランドラ王も肝を冷やした。五万の兵相手に戦って負けるとは思わないが、そこで疲弊したところをイントラシアに突かれては、目も当てられぬ。

　まあまて、まあまてとグランドラ王は慌ててガーディを席に戻した。

「まあ、それについては一応いうてみただけだ。もちろんわしとガーディの仲ゆえ、人質などは言わぬよ。あー、ちと老人の戯れがすぎた。許されよ」

　ガーディが黙っていると、グランドラ王はその肩を抱いて、親しげに言葉を続けた。

「実はわしには娘がおってな。貰もらろうてくれんか。さすればわしとそなたは舅しゆうとと息子、此こ度たびの話を呑のんだのも、そういう間柄なら仕方あるまいと皆思うであろう」

「人を物みたい贈るのは、僕、良くないと思います」

　むしろ大嫌いですと、その目は言っている。このあたり、エルフの考え方そのものである。

「そう固いことを言うな、といいたいが、わしも娘は可愛かわいい。なんの考えもなしにこんな話はしておらんよ」

　グランドラ王はそう言って、ガーディの顔を見た。

「そなたの権能オーソリテイ、〈無限抱擁インフイニツトテンダー〉は、どこまでも他者に優しい、ではなかったかな」

「知っての通りです」

「そう。だからだ、その権能の持ち主ならば、わしの娘も邪険に扱われまい。親としては悪い話ではない。……まあ、その優しさでそなたがうっかり命を落としたりしなければ、だが」

「僕がいつまで生きるかは分かりません。娘さんとは一度話し合うべきだと思います」

「拒否はせんのだな？」

　グランドラ王は念押ししている。ガーディは少し考えた後、口を開いた。

「僕、結婚というのをよくしらないんですけど、仲良くすることはできると思います」

「わしの娘の中でも一番の器量よしを送る。よし、よし、今日からわしはそなたの舅しゆうとだ！」

「本人の意思を確認してください」

「分かっておるとも！」

　ガーディはため息をつくと、僕、裏切ったりしませんから、そんなことしないでもいいんですけどねと言って去った。僅かな滞在時間であった。
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　ガーディとスナガを見送った後、グランドラ王の家臣たちは、荒れた。

　意見の多くはガーディの態度が不遜である、というものであった。言葉こそ丁寧であるものの、無礼であろうという意見である。

　グランドラ王が黙っていると、そのうち、家臣の一人が口を開いた。

「王よ、子供のいうことではありませんか。真に受けてどうされるのです」

「阿あ呆ほうっ」

　そう一喝したのは、ラムマゴールである。グランドラ王以外の全員が震えるほどの大声であった。

「貴様は王の若かりし頃を忘れてしまったか」

　それでグランドラ王は、ラムマゴールの言葉に苦笑している。

「ま、わしはガーディほど美形ではなかったからな。それに、あそこまで才気走ってもいなかった。青臭いというか、理想論ばかりなのはそうじゃな。そっくりだ。ラムマゴールよ。そう怒るな。進言したものとて悪気があったわけではあるまい？　ん？」

　家臣は額を床に擦り付けて詫わびた。

「いや、良い。どんな意見であれ、言うことに罪はない。他のところではしらんがな。わしはそれで首を切ったりはせぬ。諫かん言げんを聞かぬようになって、我が意の者を周囲に固め、そこから身を持ち崩した覇者、英雄のなんと多いことか。ワシはそうはならぬぞ。そもそも英雄でもないしな」

　そう言った後、グランドラ王は己の考えを口にした。

「商人もどきのイントラシアを恐れる必要などどこにもない。だが、五年先一〇年先のガーディは恐れる必要がある。それがわしの判断だ。くそエルフどもが何を考えてあんな化物を作ったかは分からぬが、警戒しすぎて悪いということはない。よいか、あれを見た目や権能オーソリテイで判断するな。あの権能は、死が皆にとって一番優しいという判断になれば、何千万でも殺してもけろりとしている、そういう古代の呪いなのだ。竜が地上で寝そべっていると判じてとくと警戒せよ」




＊




　帰りは、少しばかりのんびりとしていた。

　ガーディは羽妖精ピクシーたちに頼んでシンクロたちに報告を送ると、歩く速度を抑えて、移動している。話をまとめたからにはあまり急ぐ必要もなかったろうと軽く流されているところだが、実際にはガーディの手勢であるゴブリンたちとの接触機会を持っていたのであろう。この頃ゴブリンたちの社会的立場は弱く、街の中に入ることも許されなかったから、こういう機会でないとガーディはゴブリンたちと直接会えなかったに違いない。

　ガーディは帰りの旅の途中、大量の文書を発給している。一番多いのは感状といって、活躍を褒める文章である。これはガーディがイントラシアの制度から真ま似ねたものであった。いいものであれば親しんだエルフ流だけでなく、人間のものだろうとなんだろうと即座に取り入れるのはガーディの特色である。

　ちなみにこの感状はあとで、銀貨に交換することができた。手放すのを惜しいと思ったか、多くの家ではこの感状の写しを作って家伝とし、かなりの数が現代にまで伝わっている。古書店街では安価に売られている古文書の一つでもある。箔はくをつけるためか後世に偽作されたものも結構あるのだが、ガーディの移動経路を見極める上では重要な資料となっている。

　少年らしいというか、あるいはガーディらしいというべきか、ガーディは細かなことに感状を出している。初期には連絡をちゃんとしても、親孝行しても感状を発給していた。逆に言えばこの細やかさが、自らの領地と隔てられた格好になったガーディと領民を、強く結束させる結果になっている。

　ガーディは羽妖精ピクシーによって誘導されてやってきた使者のゴブリンたちに食糧、水と感状の束を渡すと、また戦争が起きることを伝えている。準備をすすめるように、とも。

　スナガはその光景を、不思議なものを眺めるように見た。

「オークも大概だが、人間はゴブリンを嫌っていると思っていた。おやかたさまは違うのだろうか」

「僕の養女はゴブリンだよ」

「テイは、頭がいい」

　ガーディはそれがどうしたのという顔でスナガを見た後、すぐに別のことに意識を向けた。

　荷物の包みから木像が一つ出てきたのである。

「ああ、そういえばお土産を渡しそこねちゃったな」

　ガーディが言うと、スナガは行こう李りを揺らした。肩をすくめたつもりであった。

「話が変わるが、おやかたさまはいつもああして交渉をなされるのか」

「ううん？　そもそも今回がはじめてかな。使者として交渉するのは」

「いつ斬りかかられるか、肝が冷えた」

　スナガの言葉に、ガーディは少し微笑ほほえんだ。

「そう？　グランドラ王も、その部下も、そんなことはしないと思うけど」

「そう思われる理由はなんであろうか」

「リエメンとイントラシアが一緒に攻めたら嫌だよね。余程の自信がないのなら、外交を続けると思うよ」

　スナガは首を横に振って、自らの考えを述べた。

「おやかたさまは智ち者しやだ。だが、誰もが智者ではない。その時の気持ちで動くこともある。足をすくわれることもあろう。注意するべきだろう」

　この言葉はゴブリンも視野に入れた話だったのだが、ガーディには通じなかったようである。

「そうだね。ありがとう、スナガ」

「諫かん言げんの罰は受ける」

「いやいや。そんなのないから。忠告を罰するなんて気持ち悪い」

　人間の風習にそういうものがあるのだろうかと、ガーディは思ったに違いない。

　それで戻りの旅をすること一日で、騎馬が早駆けでやってきた。

　ナロルヴァ、であった。髪を結うこともなく、馬上槍やり一つを持っての疾走である。道行く行商人や巡礼者も、びっくりするような姿と速度であった。

「ガーディ、お前！」

「はいー？」

　将来の大軍師とは思えぬような間抜けな声をあげて、ガーディはナロルヴァの声に反応した。次の瞬間には馬から飛び降りたナロルヴァに襟を掴つかまれて前後に揺さぶられている。

「あの、ナロルヴァさんなにか！」

「けけけけけ」

「笑い声じゃないですよね」

「ばか──！」

　前後左右に揺さぶられてガーディは困った顔をした。ナロルヴァはナロルヴァでスナガの視線に気付いて。居住まいを正し、そのまま立ち上がり、小さく咳せきなどやってみた。

「ちょっと、借りる」

　そのままナロルヴァはガーディを抱き上げて全速で遠ざかった。スナガは、おやかたさまには狸たぬき娘むすめよりは、あれぐらいの女性のほうが似合っていると書き付けている。

　木陰に隠れて、改めてナロルヴァはガーディを前後に揺らした、

「偶然ですね。ナロルヴァさん。僕会いたかったです」

「どこまで本気だそれはー！」

「偶然じゃないんですか？」

　ほんの少し前に誰もが智ち者しやではないとスナガに言われたにもかかわらず、ガーディは何もかも分かっていなかった。ガーディの感覚では必要な報告は全て羽妖精ピクシーを通じて行っている上に、発言はシンクロの権能オーソリテイである[image: ]獄耳シヤープイヤーで直接伝わってもいるはずである。返事もまた、羽妖精が運んでくると信じて疑っていなかった。羽妖精は転移魔法の力を持つから、それが一番早い手段だったのである。

　まさか話を聞いた瞬間に激怒して馬に乗って駆け抜けてくる四分の一オーク娘がやってくるとは、夢にも思わなかった。神算鬼謀の人とされるのちの大軍師であるが、このあたりの人の機微には、冗談のように疎かった。

「偶然じゃ……ない」

　何な故ぜか責めているほうが涙を落としている。ガーディはよく分からないという表情を浮かべたが、すぐに、そして自らの権能が駆動するよりも早く、ナロルヴァの頭を撫なでた。

「大丈夫大丈夫、泣かないでいいよ。どうしたんだい？　僕に教えて？」

　ナロルヴァは何でお前がそんなことを言うと泣きながら言って、ガーディに抱きついている。ちなみにこの時代では、こういう行為は夜にすることとされている。ナロルヴァの行為ははしたないと言われても仕方のない行動であった。

「よしよし」

「……う、ぐす、そ、そういうところだ！　そういうところだぞ」

「え、僕お母さんにもしてるけど」

「お前の母は幼女かなんかか。いやそれはどうでもいい、なんでお前結婚するんだ。私か、私のせいか？」

「そんなわけないじゃないか。リエメンと戦うため、それだけだよ」

　ナロルヴァは大きな瞳を潤ませてガーディの顔を見ている。

「わ、私が遠くに嫁入りをさせられると聞いて……それでこういうことをしたんだろう。こうなったら姫と……その、そういうこともなくなるし、そうなるとその、側室として私を……」

「人間の風習をよく知らないんだけど、そうなの？」

　そう言ったが最後ガーディはナロルヴァの思うがままに前後左右に揺らされて、目を回している。

　ナロルヴァは上を向いて涙を隠した後、ガーディを担いでスナガのところに戻った。結局ガーディが意識を取り戻した頃には日が傾いており、宿場町まで行かずに野宿をするはめになっている。

　他の州では野宿は命がけだったが、ここイントラシアに限っていうと辺境領でも安全だった。通行する商人の安全のため、イントラシアが盗賊狩りや巡検などを頻繁に行っていたのである。

　ナロルヴァがガーディにひっついて、中々離れようとしなかった。鼻の頭を赤くして、ガーディに小言を言い続けている。

　ガーディは途中から、考えるのをやめて完全に子供をあやすような感じになっていた。もとより人間の風習にはついていけないしついていきたくもないと考えているような人物だから、そうなったのも無理はない。一方、見る人が違えば考え方も変わり、そばで焚たき火びの番をしていたスナガは腕を組んで、若いということはいいことだと考えていた。

「ガーディはものを知らなすぎる。私がいないとだめだ」

　ナロルヴァはそう言った。そうかなあとガーディは思ったようであるが、賢明にもそれを口には出さなかった。

　ちなみに、エルフには夫婦という概念そのものがない。性に対しても淡白で、子供が欲しいなら魔法で産めば良いという考えであった。むしろ最高のエルフ創造の魔法陣を競って設計しているところもある。ただ現代においてもエルフの創造、復元実験は成功したことがないので疑義は残る。外向けには魔法で作っていると言いながら、実際には違っていた可能性もある。人間が子供向けの話として、桃から生まれているとか、コウノトリが運んでとかいう、それらと同じ説明だった可能性がある。

　ともあれガーディは、そんなエルフに育てられていたので、結婚というものを二人で仲良くする程度にしか考えていなかった。その上で、この雑な説明を周囲に言って、誰も間違っていると言えなかった可能性が高い。むしろ当時の人間ですら、結婚という概念は当然エルフにもあるだろうと信じて疑っていなかったであろう。

　ナロルヴァはガーディが勝手な事を始めぬよう、腕に全力で掴つかまりながら、あのクソ狸だぬき、ガーディの性格を読んで毒を入れてきたなと言った。

　その心中は複雑であった。クソ狸が縁談を強引に進めなければ、自分がイントラシアに残る可能性もなかったのである。しかし、主君フローリン姫の心中も思えば、そしていささかの後ろめたさもあったので、やはりクソ狸ことグランドラ王が悪い、ということにしたのだろう。

　ところがガーディはそういう事情が分からぬので、生真面目に反論した。

「そうかな。一応ちゃんと、父親として色々考えていたと思うんだけど」

「どこが」

「僕の権能オーソリテイを思えば娘を邪険にはしないだろう、だって」

「ていのいい理由付けだ。言っておくが私は認めないからな。狸女など」

　ガーディは困った顔をしたが、何も言わなかった。認めるとか認めないとか、どういうことだろうか後で調べようと思った節はある。

　それから二日でガーディはイグノゴンド城に戻り、今度はフローリン姫とアンドゥイレドの双方から盛大に怒られることになった。ガーディとしては話をまとめてきたのに、なぜかくも怒られるのかと思ったことであろう。

　なおフローリン姫は高級な皿を二枚ほど割ってしまっている。ガーディ結婚の報を聞いて立ちくらみしたのと、翌日、思い出し怒りをして皿を割ったのである。

　当然、ガーディが帰って来ると、会議という名前の大説教大会が開始された。ガーディからしてみれば外交的成果をあげての報告会と思ったところからの、ナロルヴァとテイに右と左の腕を掴まれての、正面にフローリン姫という配置である。

　シンクロは笑いが止まらぬ様子で、アンドゥイレドは怒っていた。

「えっと、これはなんの会議でしょうか」

「会議ではなく、白しら洲すだと思いなさい」

　白洲とは、呪いよけの白い小石を敷き詰めた庭を言う。有力者の玄関前にも白洲はあるが、一般に知られているのは裁きの場としての白洲ではなかろうか。昔は、犯罪と言えばまず呪いや魔法を掛けられての間接犯罪を疑うのが普通だったのである。今の言葉でいうのであれば、裁判、といった感じであろう。

「白洲ですか。呪いでしょうか。僕、結構呪い解くの得意です」

　ガーディが左右を見ながら尋ねると、弓ゆん手でを掴むナロルヴァが口を開いた。

「いいや、これは裁きだ」

「ちなみに罪状を聞いてもいいでしょうか」

「無知の罪だな」

　ガーディの質問にアンドゥイレドが答えた。何も分かってなさそうで、それ故に抵抗もなにもしない姿を見て、アンドゥイレドはため息をついた。

「小僧、だから小僧なのだ」

　そう呟つぶやいて、フローリン姫の方を見る。フローリン姫はリスのように頬ほおを膨らませて大変なお怒りようである。無知とかそういうことを全部分かった上で、それでもなお怒っているのであろう。

「この姫がこのように怒るのだから、シンクロとしてはさぞ嬉うれしかろう」

「何か言いましたか、アンドゥイレド」

「いえ。さて、この何も分かってない小僧に、どう世の中を教えてやりますかな」

「わ、私が身をもって教えましょうか」

　恥ずかしそうに言ったナロルヴァに、フローリン姫は硬い笑顔を見せた。

「それには及びません。私が、いえ、私自らが、やります」

「いえ、さすがにそれは、はしたないかと」

　ナロルヴァが小声で言うと、フローリン姫は脚を踏みならした。

「もう！　なんでナロルヴァまでそんなことを言うのですか！　どこをどう見ても私が世話しないと駄目でしょう！」

「いえ、あの、姫、姫が世話をするのではなく、姫が世話をされる方なのでは……」

「そういうことはいいのです！」

「姫、それ、多分一番重要な建前です」

　フローリン姫は涙目である。それでガーディの権能オーソリテイが駆動した。左右の腕を掴つかまれながら、大丈夫大丈夫と優しく言ったのである。

　フローリン姫は頭痛から卒倒しそうになり、ナロルヴァはばか、と呆あきれてガーディを揺さぶった。不幸中の幸いであったのは、フローリン姫が高い皿を持っていなかったことである。

「ガーディさまの罰は私が受けます」

　テイが言うと、場にいた全員がテイを慰めた。

「もうっ、テイが悪いわけないでしょう」

「テイは悪くないだろう、この男が悪いのだ」

「しかり」

「ガーディ、ゴブリンの童女にすら分かる話だぞ」

　誰がどう喋しやべったかはおいておいて、大体、このような案配であった。テイはのち、自分ほど人間に可愛かわいがられたゴブリンも当時はいなかったろうと述べている。
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　可愛かわいがられていたというよりは、この場に限れば気の毒がられていた、というべきかもしれない。

　ともあれ、グランドラ王からの輿こし入れについては握りつぶすことがガーディの意見を挟まずに決定し、さらにガーディはとくと言い聞かされることになった。具体的に何を言い聞かされたのかは、書くだけ野や暮ぼというものであろう。フローリン姫とナロルヴァの間の駆け引き？　の結果として、フローリン姫の耳打ちを受けながらナロルヴァがガーディを説教するという形に落ち着いたようである。

　なお、この説教が意味をなしたかというと、まったくそのようなことはなかった。この理由について皆が理解するのは、随分と先になっての話であった。
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　一息ついた後、ガーディは、早速資金を渡してグランドラ王に要塞を作らせている。他国の、それも潜在的な敵であるグランドラ王に要塞を作らせるとは、奇想天外な話ではあったが、その狙いはすぐに明らかになった。

　初夏、主に商家や武人の次男三男を集めてフチ川上流の盆地に要塞を作るためグランドラ王自らが陣頭指揮をとろうと現地についたところ、同じく人足を連れたガーディと鉢合わせしたのである。

「ガーディ、ここはワシに任せる話ではなかったか」

「ええ、そちら側はお任せします」

　ガーディは笑顔で応えている。最初から、川を挟んで二つの要塞を作るつもりであった。それゆえ、この時作られた要塞は、のちに双子要塞と呼ばれることになる。
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「ガーディめ」

　川岸にてそう呟つぶやいた後で、大笑いしたのはグランドラ王である。笑いながら、ラムマゴールにガーディの考えを説明している。

「奴め、うまい手を打ちよったわ。わしが約定を守らなければ、リエメンの兵はやつの立てた要塞をさけて静州を攻めるだろう。それでなくてもイントラシアはここから迂う回かいして静州に攻めいることができる。どうにもここに要塞を作らねばならなくなった。それだけではないぞ、リエメンが来た時、我らは必然として共同で迎え撃つことになる。さらにはこれまで未確定の国境もこれで決めよったわ。それでいて、わしらがきちんと戦う限りにおいては静州も沿海州も、守られる。なんとまあ小器用なことよ」

　グランドラ王は、そうきたか、そうきたかと、何度も膝を叩たたいた。

「楽しそうで、何よりである」

「ああ、楽しいな。だがいささか、わしを信用しとらんようじゃの。ここは少し、きつくお灸きゆうを据えねばなるまい」

　グランドラ王がガーディ殺害を決意したのは、実にこの時だったとする物語も多い。自分ほど軍才があるでない息子たちに家督を譲るその前に、この男だけは取り除かねばならぬと考えたという流れである。実際にはこの段階ではそんなことまでは考えていなかった可能性が高い。

　とはいえ、そんな俗説がまかり通るくらい、多くの人が納得する、ガーディの手腕であった。
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　初夏になると、リエメンでは食糧が不足するという認識が広く共有され始めた。

　なんでそんなことが分からないと、ニフレディル姫の後ろに控えるギョームは思うが、それは直接干拓地に田畑を持ち、耕していたからこその認識である。リエメンの家臣団にとっては、農作の収量は帳簿の上にある数字でしかなかった。予想される数値が低ければ、徴税吏を責めて鞭むちで叩けばだいたい解決していたのである。

　それが、難しくなった。今年は鞭で叩くとそのまま国外逃亡するということで、ようやくリエメンの家臣団も今までとは違うと認識したのである。

　初夏からさらに進んで盛夏になると、食糧生産量である石高は一〇分の三まで減るのが誰の目から見ても明らかになった。

　ギョームはその間、冷めた目で事態を眺めた。結局、一番苛烈で、一番容赦のないニフレディル姫こそが、事態を正確に読んでリエメンの領民を助けるだろうということは明白で、それが彼の心を暗くした。なんでこうなったと、嘆きたいような状況であった。

　優れた、英明なる方とはいえ、わずか九歳の子に遅れを取る我らはなにか、と自問せざるをえない。

　貴族として見切りをつけ、戦乱続く中央から陸州に下りて四〇〇年、累代の当主と家臣、領民たちが育て上げた領地が、ここに来て、音を立てて崩れている。

　この状況にニフレディル姫は、至って静かに戦争計画を立てていた。各地に人員を送って情報を集めると、ほぼ独力で行軍に使用する道を確定し、輜し重ちようについても綿密な計画を立てている。

　イントラシアでいうならば、ガーディとアンドゥイレドと、シンクロとフローリン姫が分担して行っていることを、一人でやっている、という状況であった。

　これを凄すさまじい才気とみるか、人材が払底、あるいは信用できそうな人間がもはや一人もいないと言うべきかは、難しいところである。

　一つだけ分かるのはこれが激務であるということで、ニフレディル姫はどんどん弱っていった。それでも目の輝きは衰えず、彼女はリエメンを生かすために、大戦争を仕掛けようとしている。
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　他方、ガーディである。ニフレディル姫ほどではないにせよ、ガーディは忙しく各地を飛び回っていた。なにせ今度の戦いは、三カ所同時に行われるのである。

　森タ州ウではリンナール山道に要塞が作られることになった。この地を迂う回かいして森州を抜けることは困難であり、ここを抑えておけばリエメンは苦戦を免れない状況であった。

　それまで名を知られず、特に価値を見いだされることもなかった山道が、リエメンの高い輸送力によって急に要地になった。

　スナガはそのように書き記している。ちなみにこの文章は要塞の設計図の裏に書かれており、今では森によって完全に姿を消したリンナール要塞の在りし日の姿を今に伝えている。

　トロールたちが石材を運び、オークと人間がこれを加工し、積み上げ、ゴブリンたちが食糧を運ぶ。伝令に動くのは羽妖精ピクシーたちであり、今回あらたに、人狼ワーウルフたちもこれに加わっている。もとはフェリンと同じく、沿海州にいたいくつかの部族をガーディが引き寄せたのである。森州であれば迫害などさせない、という宣言に、部族の存亡をかけた、というわけである。当然ながら、フェリンが説得に回ったに違いない。

　この頃フェリンは、ガーディの恋人を自称している。恋人という表現はこの時代の人間の言葉になく、エルフ語だけの表現なので、当然イントラシアの公式な立場ではない。さらにいうとガーディがフェリンを飼い犬として可愛かわいがっていたのは複数の証言があるので間違いはないが、恋人だったかというと、大変に怪しい。が、フェリンは真っ白な毛をふわふわにして毎日梳くしけずられていたし、ガーディが昼寝するときはよく枕の代わりになっていた。このあたりをさして人狼が、これが恋人の証あかしと言えば、まあ誰も文句は言えなかったであろう。人間との認識の違いというものである。

　人狼ワーウルフ族やあるいはそれを祖にする者たちは、今もフェリンをガーディ第一の恋人としており、ガーディが真に愛していたのはフェリンだけであると主張している。確かに昼寝の際に枕になったり毛並を整えられた女は他にない。これもまた認識の違いである。

　フェリンはイグノゴンド城にいるだけだと身体からだがなまると、ガーディにくっついて森タ州ウにやってきている。

「主あるじ、皆が働いているのでフェリンも働きたい」

　フェリンはそう言って、急に人の姿になってガーディの手を引っ張っている。ガーディは邪険にせず、そうだねえと言って、新参である人狼族に一つの仕事を与えた。

　その仕事は、偵騎狩りである。リエメンから長駆して各地を探る偵察騎兵セントールたちを、狩る、という仕事であった。この時代では貴重な馬を使うことから、当時においても偵察情報の価値は非常に高かったと窺うかがい知ることができる。

　この偵騎、いざとなったら速力を生かして逃げられることから、狩るのは相当難しかった。ところがフェリンや人狼族は喜んでこれを引き受け、森に入って行っている。

「追い返す程度で大丈夫だから」

　ガーディとしてはさして期待して送り出した訳でもないのだが、一週間ほどでフェリンは、一〇〇ほどの首を袋に詰めて戻ってきている。

「フェリン頑張った！」

　ガーディは首塚を作って、丁重に偵騎を弔ったという。不死者よけとはいえ、戦果として首を後送する文化を嫌っていたので、これは彼にとり、当然の行為であった。

　次にガーディが心配したのは、無関係の人まで殺してはいないかということである。偵騎といえば、せいぜいで一地域に一人か二人派遣されるのが普通だったからだ。一〇〇人の偵騎など聞いたこともない。

　ところが誤解はすぐに解けた。

「森州、東国、北国を巡った！」

　フェリンが自慢げにそう言ったのである。

　ガーディならずとも目を見開くような範囲を、人狼族は移動して集めてきているのである。匂いを辿たどって長距離を移動して、狩りをする習性が、そのまま戦果に繋つながったといえる。

「そんなに」

「ゴブリンも手伝った」

　繁殖力が強く、粗食に耐え、どこにでもいるゴブリンたちは、長期の遠征でも役に立った。人狼の上に乗って長駆移動したゴブリンたちは、フェリンに倣って、各地のゴブリンに森州移住を勧めてもいる。結果、今も森州にはゴブリンが多い。

　現地のゴブリンは人狼に食糧を分けたり、心あたりを案内したりと、色々手伝ったとフェリンは言った。

「フェリンは偉いね。誰かを褒める事ができるなんて」

　ガーディが頭を撫なでると、フェリンは尻尾を振って喜んだ。ちなみにこの時は人の姿であり、ガーディが縫った貫かん頭とう衣いを身につけている。おしゃべりするときは人の姿を選ぶ、という使い分けをしていたようである。

「後で洗って、毛を梳くしけずってほしい」

「うん。肉も沢山つけよう」

　フェリンへの報酬はそれでよいとして、ガーディは世話になったゴブリンに感状をだした。財貨に変えても仕方ないゴブリンも多いことから、食糧に引き換える旨の発布もしている。

　この交換が完全に履行されたことから、一躍、ガーディはゴブリンたちからの人気を集めることになる。人間は約束を守らないものというゴブリンの常識は、ただしガーディを除く、と付け加えられた。

　もう少し偵騎狩りの話を続けると、フェリンは首の他に戦利品として大量の帳面や手紙を手に入れていた。首だけでは偵騎の証拠にならないと、ゴブリンの長老たちに言われたのだという。

　この長老たちに内心感謝しつつ、ガーディはすぐにこれらの文書を解読している。

　この頃、偵騎の得た情報は暗号化して送られることが始まっていた。しかし、エルフの目から見るとこれはとても原始的だったようで、ガーディは一目見るなりあっという間に暗号を解いてしまっている。

「大体予測通りかな」

　ガーディは呟つぶやくと、完成しつつあるリンナール要塞を見上げている。

　突貫で素早く作り上げる関係で、自然の山の形を大きく取り入れた、どこか歪いびつな形の要塞だが、前の戦いと比べれば極めて防御力は強化されている。敵の布陣が山道によって強く制限されていることを思えば、この要塞だけで一軍を阻止するのはほぼ間違いないように思われた。

「これで、あと二つ。西はいいとして、東かな」

　東にはイントラシアの本領と辺境領の不仲という政治的理由で要塞が作れぬ。ガーディは人間はなんでこんなことするかなと、何も分かっていなさそうなフェリンを連れて、今度はイグノゴンド城に向かっている。野戦軍の組織を開始しなければならなかった。

　イグノゴンド城に着くとガーディは旅装を解く暇もなく、早速会議に向かっている。ガーディの軍才を最大限に生かし、下手な横やりが入らぬよう、この会議はフローリン姫とシンクロ、アンドゥイレドしかいなかった。

　ガーディの考えた策は、形としてはシンクロやアンドゥイレドが発令して体裁を整えている。

　そういう意味ではこの会議、ガーディの支援者と味方しかいない、彼にとっては非常にやりやすいものであった。それを用意できるだけの度量とガーディに賭けられる度胸、その二つが当時のイントラシアにはあった。

　無論、それとて無分別に与えられたものではない。

　シンクロは先の戦いでガーディを試し、その上でガーディを重用し、アンドゥイレドは先の戦いに加えてガーディと面接……というより中庭での会話と、先物市場での稼ぎをみて重用を決めていた。

　一番、定かでないというか、あやふやな確信を持ってガーディに接していたのは、フローリン姫である。ガーディの優れた能力は分かった上で、庇ひ護ご対象として認識していたようである。

　おつきの侍女によると、朝、髪を梳くしけずる時から、ガーディが常識外れのことをしていないといいのだけれどと言っている。面白がって侍女が数えたところ、日に五〇回を超えてフローリン姫はガーディという言葉を発していたようである。

　そういう者たちに囲まれて、ガーディは地図を広げた。

「見慣れぬ地図だな」

「辺境領と本領の西部です。時間ではなく距離で地図を引いてあります。これまでの地図もこっちにあります」

　シンクロは二つの地図を見比べた後、不思議そうな顔をした。

「距離で地図を作って、どうするのだ。ガーディ」

「こちらの方が精霊魔法を使いやすいのです。占いがより正確になります」

　ガーディはそう言った後、皆の顔を見た。

「敵は四万ほどの兵力になると思います。このような経路を取って侵入するでしょう」

「見事に本領と辺境領の合間だな」

「リエメンからみると、この合間が一番攻めやすいと思います。無用な争いが起きないよう、普段辺境領と本領の軍は離してありますから」

「まあ、攻めるならそこか」

　シンクロはそう言って、苦笑した。

「新参のガーディにすら読める、我がイントラシアの弱点だな。敵に突かれるのも当然か」

「把握している弱点など弱点ではありませんよ」

　ガーディは言い返して、地図の一点を指した。

「どのみち、イントラシア内部に敵を引き寄せても被害が出るだけです。戦うならイントラシアの外、このあたりの荒野がいいと思います」

「この荒野、塩の地という名前だったな」

　シンクロが言うとガーディは頷うなずいた。

「はい。そうです。このあたりは草木も生えないので、戦うには良い場所になると思います」

「敵が乗ってくれば、そうだな」

「乗ってこなければ、横腹を襲うなり、背後から攻めるなりするまでです」

「そう簡単に、我が軍勢が動くかどうか。故国が危ないとなれば、兵も浮き足立とう。傭よう兵へいにしてもそうだ。イントラシアあやうしとなれば、平気で反旗を翻ひるがえすだろう」

「そうですね」

　シンクロの懸念に理解を示して、ガーディは微笑ほほえんだ。

「でも、把握している弱点など弱点ではないんです。さっきも言いましたけど」
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　寒冷期とはいえ、夏の盛りになると、さすがに汗ばむ陽気となった。陸州、リエメンの片目の家臣、ギョームは書院にて文を書く主あるじニフレディル姫に、幸さい先さきの悪い報告を行っていた。

「偵騎が戻ってきません」

「そうか」

　ニフレディル姫は、眉一つ動かさずに言った。ギョームは恐れながらと、膝を突きながら提案を行った。

「さらに放ちますか」

「すておけ、むだであろう。ていきがかえってこぬというじじつは、それだけでじゅうようなしらせでもある」

「重要な知らせ、ですか……」

「てきは、われらがくることをしっている。しんぐんするみちもわきまえておろう」

「もしや、我が方に内通者が……」

「おらぬ。それくらいのめはしがきくのなら、いまごろになってさわぐわけもない」

「失礼をいたしました」

　ギョームは、頭を下げるとニフレディル姫が筆を止めて考えている姿を見た。この姫が筆を止めるなど、ウスイの死を知らせたとき以外にはついぞなかった。

「てきに、すぐれたぐんしがいる」

「いかがなさいますか」

「そのままだ。ほかにみちなど、ない」

「はっ」

「それに」

　ニフレディル姫は皮肉そうに笑って見せた。九歳の童女が見せるにしては、あまりに世の暗部を見過ぎたような顔をしていた。

「せいじにも、ちすいにもやくにはたたぬが、かしんどもも、ひとつくらいはとくいなものをもっておろう」

　それはリエメンの家臣団の戦闘力である。どちらかといえば政治家としての手腕を問われて出世が決まるイントラシアと、そこは大きく異なっていた。

　リエメンでの出世とは、どれだけ殺し、あるいは奴隷に落としてきたかである。リエメンはそうやってこれまで生き残っていたのだった。例え九歳の童女でも。
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　夏も盛りになる頃、イントラシアは誰に憚はばかることもなく戦争の準備に邁まい進しんしている。一年の内に三度も戦を交えるとは、この擾じよう乱らんの時代においても珍しく、それ故に財政的負担は相当なものだった。

「なんでこう、わがイントラシアばかり攻められるのか」

　アンドゥイレドはそう愚痴をこぼしている。日差し眩まぶしい中庭での話である。ガーディがいつもここにいるので、用があるとアンドゥイレドも中庭に来るのだった。自分のところに呼び寄せないあたりにアンドゥイレドの親切なり気遣いがあるのだろうが、この時代にその分かりにくい親切に気付く者はいない。

　アンドゥイレドは巨大な日傘を奴隷たちに運ばせて設置させ、その下で汗を拭っている。

　対するガーディは庭の草の上に座り込んで、笑顔を見せていた。フェリンと球を投げて遊んでいたのである。正確には、ガーディが球を投げて狼おおかみの姿になったフェリンが、取ってくるという遊びである。この遊び、フローリン姫も実に参加したがるのだが、はしたないと侍女たちから許されていなかった。

　この時代、夏は短く、温度は低い。沿海州では盛夏でも三〇度を下回る。が、アンドゥイレドは暑さに弱く、止まらぬ汗に心底辟へき易えきしているようであった。

　ガーディは日光を浴びることは身体からだに良いですよとアンドゥイレドに勧めたが、そんなわけがあるかなどと一蹴されている。

「まったく、夏は暑いし、平気そうなやつはおるし、あげくに金に翼が生えて出ていきよる、この調子で毎年戦争をしておったら、いくらイントラシアとはいえ、資金が尽きるぞ」

「そうですね」

　戦費の面ではガーディも相当迷惑を掛けている。頭を下げて、その旨詫わびるとアンドゥイレドは苦笑した。

「真に受けるな。小僧。だから小僧なのだ。吝りん嗇しよくが過ぎて死ぬのも間抜けな話だ。仕方ない戦が終わればせいぜいその知略を生かして辺境領の富を増やして貰もらうぞ」

「はい」

　すぐ返事したのに気を良くしたか、アンドゥイレドは鼻を鳴らした。

「小僧ならこれから、どうやって金を稼ぐ」

「そうですね。今度の戦いに大いに勝てば、おそらくそれだけでお金、というかお金を持った人は集まってくると思います」

「そうだな。自分の財貨を置くのであれば、それはまあ、戦火の及ばぬ場所、それが叶かなわねば強いところにするか。ふむ、それで冥みよう加が金きん（税金のこと）を集めるということか」

「お金を持ってる人だけで無く、戦火を逃れて他の人も集まってくるでしょう。沢山」

「貧民か」

　アンドゥイレドは顔をしかめる。アンドゥイレドはこう見えて貧民などの生活にもなるべくの配慮をしているのであるが、それにしても限度がある。それでなくても職をもとめて、イグノゴンド城に人は集中しがちなのである。貧民の一層の食糧難、物価高騰、治安悪化に衛生状態の悪化による疫病の蔓まん延えんなど、この頃貧民の扱いと言えば酷ひどいものであった。

　アンドゥイレドの顔を見て、ガーディは優しく微笑ほほえんだ。

「顔をしかめないでいいと思いますよ」

「綺き麗れい事ごとだけで事は進まぬぞ、ガーディ」

「僕、思うんですけど要は貧民が貧民でなくなればいいんですよね」

「誰もが商人でやれるのなら、ワシが三〇年前にどうにかしておる」

「そうですね。でも僕、それ以外の方法があると思うんです」

　特に才能や優れた能力などがなくても生きていけるようにすればいいと、ガーディは笑顔で言っている。アンドゥイレドはそんなにうまい話があるかという顔をしたが、すぐに表情をあらためた。

「ほう。それならば、戦のあとはお前にそれをやらせるとしよう。それとフローリン姫と早く結婚をせよ」

「うーん」

「乗る気がなければ、あまりやりたくはないがシンクロの娘もつけよう」

「なんでナロルヴァさんがでてくるんです？」

「小僧。そろそろワシは心配になってきたぞ。まあいい。貧民対策については、文をまとめておけ」

　アンドゥイレドは暑いと言いながら軽やかな足取りで去って行った。ガーディはやっぱりいい人だなと微笑むと、狼おおかみの姿のフェリンの頭を撫なでて、大人しくしてて偉いねと褒めている。

　その後は、一旦自らの邸宅に戻ると、今度はテイも連れてシンクロの屋敷に行った。食事をしながら話をしようと誘われていたのである。

　食事、というのは建前で、実際には軍議である。ガーディは年少で軍事面の役職も特に持たないため、表立った軍議には呼ばれていない。代わりに別途、このような席で話し合いに参加している。

　おそらくは、彗すい星せいのごとく現れたガーディが、イントラシア家か中ちゆうでやっかみや恨みを受けぬよう、アンドゥイレドとシンクロが結託して、このようにしたのであろう。彼らはそういう意味で良い大人であった。

　シンクロの屋敷に入ると、ナロルヴァが出迎えた。テイを抱き留め、元気だったかと声を掛ける。ガーディはその姿を見て、首を傾かしげた。

「いつもと違いますね。ナロルヴァさん」

　ナロルヴァは年頃の娘らしく、髪を下ろして綺き麗れいに切りそろえ、花柄の服まで着ていた。

「いつもと違うとはなんだ、いつもと違うとは」

　そう言って、恥ずかしそうにガーディから目を逸そらす。

「なんというか戦闘向きでないというか」

「仕方ないだろ、嫁に出されるところだったんだから」

　ところがガーディがグランドラ王の娘を娶めとる話になって、うやむやになった。外交での握りつぶしがうまくいかず、グランドラ王の娘が輿こし入れした場合、フローリン姫が遅れて嫁入りすることなどあってはならず、そうなるとイントラシアとガーディの関係が薄くなる可能性があったのである。もしそうなったときにはナロルヴァを側室としてガーディに娶めあわせ、グランドラ王を牽けん制せいする手はずになっている。その時のために、ナロルヴァの嫁入りは一旦白紙に戻った。ナロルヴァにとってみれば政治に翻弄される格好であったが、本人としては、とても喜んでいた。

（私がガーディを、娶る）

　ナロルヴァはそんな野望を抱いている。ガーディに娶られるではなく、ガーディを娶る、である。このあたりにナロルヴァの性格が見える。

「それとも私が遠くに嫁に出されたほうが良かったか」

「僕、ナロルヴァさんがどこに行っても会いに行きます」

「人妻が他の男に簡単に会えると思うな。バカか」

「そうなんですか！　え、人妻ってなんですか」

　ガーディの顔が見る間に青ざめた。ナロルヴァはばーかという顔をした後、ガーディに顔を近づけている。

「それが嫌なら、考えることだ」

「すぐやります」

　その返事を聞いて、ナロルヴァは得意げに、そして大層嬉うれしそうに笑ってテイの手を引いて遊びに行っている。

　残されたガーディは頭を掻かいた後、シンクロの元へ向かった。シンクロは待ち構えてガーディの顔を見た後、かすかに笑っている。その表情が親としてのそれであったか、ガーディの面倒を見る者としての顔だったかは、人生経験の浅いガーディには分からなかった。

「良く来た。まあ、座れ。要塞はどうだ」

「どちらも大丈夫でしょう」

　ガーディが座りながら言うと、シンクロは腕を組んだ。シンクロはオーク式に椅子を使わぬ食事を好み、ガーディもまたそれに合わせる形になっている。

　壁に飾られた大きな剣を背後に、シンクロは口を開いた。

「こっちも準備は順調だ。ガーディの言う編成で野戦軍は出で来きつつある」

「ありがとうございます」

「問題は采配を誰が振るうかだ」

　采配とは、戦場で指揮をする際に使う幣へいである。棒の先に白い紙束を細く切ったものを取り付けた道具であった。元は精霊信仰でのお祓はらいの道具である。かつて政事と祭事が一緒であり、戦がその延長線上にあった古代の名残である。政事と戦を神職が行う時代がかつてはあったのだ。今も聖ダビニウス青銅騎士団などではその伝統が残る。

　転じて、指揮を執ることを采配を振るう、という。

「三カ所で同時に戦いがあるとすれば、ガーディは城で指示を出すことになろう」

「シンクロさんも、ですよね」

　シンクロの権能オーソリテイ、[image: ]獄耳シヤープイヤーは遠隔地の部下の言葉を聞くことができる。これと羽妖精ピクシーの伝令を用いれば、遠隔指揮ができるとガーディは踏んでいる。

　シンクロは肉の塊を牙で千切りながら口を開いた。

「で、最初に戻るが、野戦軍に誰を出す？」

「ナロルヴァさんが一番いいんですけど」

「森タ州ウ軍の指揮はそれでよかろうが、人間の方がな」

「僕、心あたりがありません」

　ガーディの率直な言にシンクロは笑って見せた。ガーディは姿勢良く、食事の仕草も美しい。いっそナロルヴァより美しいほどである。シンクロは娘の苦労を思いつつ、口を開いた。

「そこは期待しておらん、どういう人間がいいか、条件を言え」

「人間、ですか」

「オークでもいい」

　現代ではオークが絶滅してしまったが、当時は数を減らしてはいたものの、まだオークがいた。オークだから当然なのだが人間離れした怪力を持つ故、擾じよう乱らんの時代の初期にあっては山賊としても働いており、大いに世を乱している。その後は銃が主流になるまではどこの軍でも重宝された。

　ところがこの重宝されたことによって、オークは大いに数を減らすことになる。

　理由は、混血であった。人間と交わって子を残せる近縁種族なら多かれ少なかれそうなのだが、オークもまた、山賊行為で女たちを犯したり、軍に居場所を見つけて嫁を娶めとったりするうちに、混血が進んですっかり数を減らしてしまった。そもそも近年の研究では人間という種族そのものが色んな種族の混血として生まれたとみられているから、これはもう、どうしようもない事ではあった。

　ガーディの生きるこの時代でも、人間とオークは一緒くたにされることが多い。それぐらいオークが少ないのである。

　トロールやゴブリンが人と混血できないせいで種族として生き延びたのと、好対照であった。

　話を戻す。

「分かりました。そうですね。まず、森タ州ウ軍と一緒に行動するので、そういうのに理解ある方がいいです」

「イントラシアは理解があるほうだが、それでも大分数が絞られるな。他はどうだ。ガーディ」

「しぶとい人の方がいいです。悪戦なので」

「分かった。それだけか」

「部下に人気があることが重要です」

「部下からの人気など気にした者など過去に聞いたことがないぞ」

　兵は強制的に徴募するものという認識は、この時代の当然である。恨まれて当然という意識も上層部には当然あった。そういう中でのガーディの要望は、シンクロでなくても当惑するようなものであった。

「それでも必要なのです」

　ガーディに言われ、シンクロは自らの頭を叩たたいた。

「理由は聞けるか」

「今回の策ではどうしても途中、敵から逃げ出す必要があります。その時に本当に逃げてしまっては困るんです」

　ガーディの言い分はこうである。敵からわざと逃げる、もしくは後退する時に、部下に慕われていなければ兵は本当に逃げ出してしまう。脱走のいい機会だからである。それを阻止するには、部下に慕われていなければならない。部下から、この人の言う事を聞いておけば大丈夫だろうと思われている者なら、指示の一環として動いて貰もらえるだろう、という判断だった。

　説明を受けてシンクロは、腕を組み、肉についていた骨を噛かみ砕くだいて口を開いている。

「その条件を満たすなら傭よう兵へいしかないな。傭兵を束ねる者ならば、当然傭兵から慕われている」

「ではそれで」

　ガーディは頭を下げて、アンドゥイレドにも謝ろうと考えた。

　傭兵という存在は、この時代においてはイントラシアくらいしか使っていない。理由は簡単、この寒冷化の時代にあっては金より食糧ということで、多くの傭兵が各勢力に仕える正規の武人になっていたことである。顧みれば、商業によって成り立つイントラシアでは財貨による報酬もまだ残っていた。

　イントラシアからすると、必要ならすぐに切れる便利な存在が傭兵であり、傭兵からすれば貰えるものが同じなら武人になる必要がそもそもなかった。きちんと契約を結んで戦える方が、死ねと言われたら死ぬしかない武人の立場よりはずっと良い、というわけである。

　さらにいえば、傭兵は副業もできる。

　商人の護衛という仕事が恒常的にある関係で、イントラシアでは傭兵が生き残ったといえよう。




　傭兵の選定は、すぐに行われた。ガーディはイントラシアの財政を心配したが、アンドゥイレドはかえって傭兵の方が安く上がると歓迎した。戦死が出た時、武人の遺族に対する見舞金をけちれるから、という理由であった。

　選定して三日後には、傭兵隊の隊長との面会が用意されている。

　夏の終わりを感じ始める頃、イグノゴンド城にてガーディが見た傭兵隊長は、およそ武を職業としている人間には似つかわしくない姿をしていた。

　金髪の優やさ男おとこ、という風情である。背はシンクロほど高くはないがガーディよりは高い。実戦には到底使えぬ戦勝鎧パレードアーマーを着ており、せいぜい自らを高く売りつけようという魂胆が見えた。

　見れば鎧よろいの下には鍛えられた身体からだがある様子。油断のない目つきとだらしない笑みを浮かべる口元が特徴的であった。歳は、二〇の半ば、この時代の働き盛りである。

　ガーディは頭を下げた。

「ガーディ、と言います」

　傭兵隊長は口元を緩ませた。

「そうか、俺は、ヴァリー。こいつはまた、随分な別べつ嬪ぴんさんだな。あんたに従えって言われたんだが……何かの間違いだったかね」

「何な故ぜ、間違いだと思うんでしょう？」

「御お姫ひめ様ってやつは御み簾すの裏でおろおろしてるもんだ」

「僕、フローリン姫の代理です」

「はぁ。しかし俺が言うのもなんだが、自分の事を僕っていうのはどうなんだ。まあいいが」

　ヴァリーはガーディを女性と思っていたようである。ガーディ自身は気付いていなかったが。

「んで、俺と話してどうするんだい？　これから大稼ぎなんで戦場の恋物語なんぞ聞かせられないが？」

「はい。実は軍議をしたかったんです。今回の戦いについて、どれくらい教わってますか？」

「部下に好かれてる隊長っていう、けったいな話だな。あとは兵力は三五〇〇以上。銃兵の比率は問わない。あとはそうだ。軽装備なこと」

　ガーディは笑顔を見せて頷うなずいた。

「はい。そうです。ちゃんと伝わってるようで安心しました。あとは今回の戦いの策を聞いて頂いて、受けるかどうか決めて頂ければ」

　ヴァリーは口笛を吹いた。面白そうなことを言われた顔であった。

「策を聞いてからっていうが、聞いたが最後、断れないんじゃないか」

「いえ、断れますよ」

「俺はその情報もって敵のところへ行くかもしれないぜ？」

「はい。その時は別の策で戦いますから、大丈夫です」

　ヴァリーは眉を上げると、ついで声を立てて笑い出した。

「面白いが、甘いな御姫様は。いいか、親切で教えてやるが、俺は部下に命じて敵と通じつつ、表だっては従順なふりをする。で、別の策がどうしたって？」

「そうなっても大丈夫です」

「つまり、嘘うそ情報を掴つかませろってことか？」

「いいえ。そんなことしないでも大丈夫です。普通に仕事して貰もらえたらなって思います。つまり、戦争ですけど」

「つかみ所がない話だな、おい」

　ヴァリーは腰に下げた剣の柄つか頭がしらを何度か叩たたいて考えを巡らす。

「あー。だがまあ、全ては金次第だ。分かるか、御姫様？」

「はい。ですから策を聞いて、どれくらいの料金になるか、見積もって頂ければ」

「ほうほう、だが傭よう兵へいの雇い主ってのはだいたい嘘をつくもんだが？」

「僕、傭兵さんたちは生きるために、嘘を見破る方法をもってるんじゃないかと思います」

　ガーディが笑顔で言うと、ヴァリーはしばらく考えて、ガーディに顔を近づけた。

「ホントに大丈夫なんだろうな？　俺を騙だまして殺した日には、祟たたってやるからな」

「死なないようにしてください。できれば、部下も死なないように配慮お願いします」

　笑いを消して真顔で言うガーディに、ヴァリーは唸うなったのち、分かった。聞こうと力を込めて言った。




＊




「そんで、御お姫ひめ様とやらのために命賭けることになったんですか」

　部下が面白がって言うので、ヴァリーはいささか気分を害しながら、剣の柄を何度か叩たたいた。場所はイグノゴンド城城下の酒場、景気のいい声が響く、大衆酒場であった。この時代、沿海州は時間を金で買うという概念がもっとも進んでおり、その一環として飯屋、酒場が多かった。他の地域がこの水準に達するのはこれより一世紀近くも先になる。

　ヴァリーは口に泡立つ酒の泡をつけながら、難しい顔をした。

「好きに言ってろ。あんだけの美人から死なないでくださいと言われりゃ、まあ悪い気にもならんさ」

「でも戦争しにいくんですよね。また無む茶ちやな話を」

「ばーか、その分かってなさも可愛かわいいところよ。くっそ、良家の御姫様ってのはあんないいものなのか」

「この間は御姫様よりは近所の娼しよう婦ふとか言ってませんでしたっけ」

「ばーか。ゆえあれば裏切るのが傭よう兵へいだろうよ」

「はあ。んじゃ、隊長裏切るんですか？」

　ヴァリーは髭ひげ面づらの部下に言われて目を逸そらした。

「まあ、今回は裏切らねえけどな」

　そう言って、魚料理をつつく。恥ずかしがっているのは明白である。そのまま言い訳するように、早口で喋しやべり始めた。

「まあ、言ってることは滅め茶ちや苦く茶ちやだけどよ、少なくとも傭兵に理解はあるし最大限配慮はしてるような気がするんだよな」

「去年でしたっけ、そう言って隊長、騙されたでしょ」

「ありゃ運が悪かった。だが今度はいける！」

　ヴァリーはそう言って、部下の傭兵たちに気前良く酒を奢おごった。頭にあることはうまく行ったらガーディが微笑ほほえんでくれんかなというものである。なお彼はまだガーディの性別を勘違いしたままであった。




＊




　その少し前、ニフレディル姫は秋を待たずして、軍を送り出している。時は夏の真っ盛りである。この頃秋に軍勢を動かすのが通例だったが、これを待たずしての出兵だった。

　農作業を行う土地がなくなってしまった以上、農民からの文句も出ない。そういう、判断である。実際リエメンの民の多くが、この時代の戦いには非常に珍しく、自発的に軍に参加した。他に生き残る手がない、ともいえるような状況であった。

　この時点ではニフレディル姫はガーディに読み勝っている。ガーディは春の森タ州ウ戦から、敵は川を利用して一気に押し寄せるであろうと読んでいた。

　ニフレディル姫は最初、ガーディの読み通りに動いていたのだが、考えを改めている。改めた理由は偵騎の多くを失ったことから、敵が、イントラシアが待ち構えていると判断したためであった。

「もはやきしゅうはむりであろう。ならば、ちからおしにてたたかうまで」

　そう呟つぶやいたあと、ニフレディル姫は少し考えた。

「たれかはしらぬが、イントラシアによいぐんしがいる」

「同じ事を前にも聞きましたが軍師、ですか。将軍ではなく？」

　ギョームの質問に、ニフレディル姫は薄く笑った。珍しいことであった。

「しょうぐんならば、じぶんのたんとうしたちいきでしかうごけぬ。だれだ、あのくにに、そんなじんざいがうもれていたとはおもえぬが」

　ギョームはその慧けい眼がんに頭を下げるばかりである。なぜ笑われたのか、その理由も尋ねたかったが、尋ねられるような関係でもなかった。
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　夏の終わりには大雨が降る。例年通り、雨はイントラシア南方の海上から大嵐が連れてきて、そのまま森タ州ウを抜け、陸州に向かった。森州の山々に大雨が降り、雨は川に流れて川幅を広げた。

　いよいよ戦いが、大戦争がはじまろうとしている。

　グランドラ王は双子要塞の片割れ、西岸の要塞にて濁流凄すさまじいフチ川の流れを見た。見張り塔の上からである。

　なお、現代のフチ川と違って、当時のフチ川はひどく蛇行している。元々川はそういう性質がある。今、我々が目にする多くの川は水害対策として直線化されているのである。

　大雨で決壊し、川の流れが変わってしまうことも珍しくはなかった。

　グランドラ王は顎を触りながら、面白くなさそうに口を開いた。

「ガーディが要塞を作った理由が一つ分かったな」

　後ろにはラムマゴールがいる。眉は上げたが、黙ったままだった。グランドラ王はここではないどこか遠くを見ながら口を開く。

「要塞をつくるということは、川の流れが変わらぬようにすることでもある。勝手に流れが変わっては、要塞の価値が暴落しかねんからな。つまりはそう、ガーディは川の流れを変えないことも策の一つとしておったんだろう。おそらくは事前に策を授け、それをそのまま実行するためにな」

「王は、どうされる？」

　ラムマゴールが尋ねると、グランドラ王は苦笑した。

「ガーディに恨みはないが、イントラシアに顎で使われるのはまっぴらだし、孫ほどの少年に世間の厳しさを教えるのも老人の責務だろう。使者を立てろ。リエメンに要塞があることを教え、協力してイントラシアを破ろうと持ちかけよ」

　ラムマゴールは何も言わぬ。ただ頭を下げて、指示の通りに動き始めた。
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　前年冬の戦いでグランドラ王に敗れ、多くの戦力を失った聖ダビニウス青銅騎士団が動けぬことを良いことに、その領国である北国の東側を席せつ巻けんしながら南下を続けるリエメン軍五万。かれこれ一月以上かけて移動しているが、いまだイントラシアには辿たどり着いていない。軍の規模が大きく機動性に劣る上、略奪をせねば食糧が足りぬからであった。この頃は糧食の横流しなどが極めて多く、末端の兵士に計画通りに食糧が行き渡ることはほとんどなかった。五割も末端に届けばいい方とされる。

　リエメン西方侵攻軍五万の軍勢を指揮するのは立派な髭ひげを生やすゴロイゼン・ガホート将軍という。髭を生やしているのは最近のことで、顔に戦傷を負っているためと言われている。このことからも分かるとおり、自ら前線に立って戦う事を好む武人であった。

　そのゴロイゼンが、二つの尺せき牘とく（手紙のこと）を前に難しい顔をしている。

　内容は、どちらも同じ。一緒に相手を倒しましょうという内容である。

　尺牘の出し主は、片方はグランドラ王、もう片方はイントラシアであった。

「これはどういうことだ」

　ゴロイゼンは難しい事がよく分からぬ。何か策のような気もするが、両軍が五万の兵に恐れをなして、怯きよう懦だに走ったような気もする。

「いや、グランドラ王といえば戦上手で知られるからな」

　髭をしごきながらゴロイゼンが考えた結果は、両方の尺牘を握りつぶすことであった。ゴロイゼンは自ら頭が悪いことは重々理解しており、下手に話にのって策に陥れられるのを恐れたのである。これが、片方の陣営からだけの話であれば、まだもう少しは検討したかもしれないが、二つとなるとゴロイゼンとしては、お手上げであった。どこまで策かも分からない。

　それで出した答えが、無視である。古来この件でゴロイゼンは無能と断じられることが多いが、本当の無能とは策に踊らされる者のことをいうので、グランドラ王の策に乗らなかった点は、もっと褒められても良かろう。

　この件、ゴロイゼンはニフレディル姫に相談するような事をしていない。それがなぜかについては資料が発見されていないので分からないが、おそらくニフレディル姫に従いつつも、相談相手として適切とは思っていなかったようである。ニフレディル姫の年齢もあってリエメンの将軍たちは、いずれも彼女の力量を疑っていたのだろう。

　いずれにせよ、ゴロイゼンは尺せき牘とくを握りつぶした。

「ガハハ、敵は我らに恐れをなしているぞ。押しつぶせ」

　心配そうな部下に対しては、こう言っている。自分も少しばかり不安だったが、そんなことはおくびにも出さない。そういうことも将軍の仕事である。

　ゴロイゼンの言葉を信じる部下たちは大いに気勢を上げ、景気づけのために今し方略奪し、捕らえた女たちを犯したのち殺し、あるいは捕虜を気まぐれな方法で嬲なぶり殺した。殺した後は山と積んで、自らの誉としている。これを京けい観かん、という。不死者対策として首を落とし、まとめて供養した首塚とは根本から異なる。

　詰まれた死者の数は一万を数える。死んだものたちが無抵抗だったかというとそんなことはなく、逃げ回り、あるいは武器を取って戦っていたから、大勢力と戦わなかったとはいえ、その力量は疑うべくもなかった。

「奴隷にすれば金になるのに勿もつ体たいないですな」

　部下にそう言われて、ゴロイゼンは姫の命令だ、仕方あるまいと肩をすくめている。

　この戦い、イントラシアになだれ込むまでは奴隷をとらぬ事と決まっていた。生かしてリエメンまで連れて行き、そこから海を越えて北の大陸に行って売り払うには、食糧がもう足りていなかった。早めの出兵と遅い進行速度が、心細い食糧をどんどん少なくしていった。

　このためどれだけ人を捕まえても、最終的には殺すしかない。奴隷にすればいくばくかの金にできるだろうに、ゴロイゼンはもったいないと思いつつ、ニフレディル姫の命令を守っている。

　一方で、どうせ殺すならばと、部下に楽しみを与えることを忘れない程度の思考能力はあった。大軍師の残したエルフ的なものの見方になれた現代の我々からすれば楽しみどころかおぞましい話なのであるが、当時はこれが、当然であった。

「静州か、イントラシアの食糧を奪えば、また奴隷を狩ることもできよう」

　ゴロイゼンはそう言って、軍勢を走らせている。

　移動しているのは北国と森タ州ウを隔てる中央エルフス山脈の際である。これまでゆっくりした動きであったが、分ぶん水すい嶺れいを越えた先、南へ流れる川を利用して物資を運ぶ計画であった。このための平底船を、少なくない人数で担いで動いている。

　ニフレディル姫がかなり綿密に調べていたために、これまで困ることなく、兵を進められている。ただゴロイゼンはこれを口に出して評価するようなことはなく、ただただ、兵を進めた。
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　その頃ガーディは、イグノゴンド城に与えられた邸宅にて、テイの成長を喜んでいた。難しい精霊魔法の問題を良く解けていたのである。今でいうところのテイラー展開であった。

「うん。いいね。テイは頭がいい。えらいえらい」

　テイは恥ずかしそうに笑った後、ガーディの膝の上に乗っている。ゴブリンの成長は早い故に、もう一年と経たたずして、こういうこともできなくなるだろう。テイはそれが寂しくて、養父ガーディにくっついてばかりいた。

「ガーディさまは、私が大きくなっても可愛かわいがってくれますか」

「当たり前だろ？」

　ガーディはそう言って、庭で丸まって寝ていたフェリンの耳が立つのを見た。

　来客であった。テイも慣れたもので、はぁいと来客を迎えに行った。ガーディはテイの勉強道具を片付け、耳を澄まして来客が誰かを知ろうとした。

「ガーディ？」

　尋ねてきたのはフローリン姫であった。わざわざ来なくても、ガーディを呼びつければいいのだが、フローリン姫は自ら出向くことを好んでいるところがあった。シンクロの屋敷でもそうだったようにガーディの邸宅にも顔を出すことが多い。近くということもあって最近は暇があるとガーディのところへ来ている。そうするとさあ色恋かと思いきや、ガーディ不在の日でも訪れていた。

　本ほん狼ろうが聞いたら憤慨間違いなしなのだが、自ら犬を飼えないのでフェリンを可愛がっているのである。この頃は犬といえば番犬であり、犬を愛玩する人間は多くても飼うという概念はない。

　ちなみにガーディもテイも人間の身分制度や風習などに意識を払わないので、フローリン姫のこれらの行為を咎とがめることはなかった。生まれ育ちはともかく趣味性格的には多分に庶民的なフローリン姫としては、ガーディの邸宅はさぞ居心地がよかったことであろう。

「どうかしたんですか。フローリン姫」

　フローリン姫は黄金の髪を軽そうに揺らしてやってくると、ガーディの横に正座した。ちなみにガーディの邸宅はオーク風で椅子がない。同じ様式のシンクロの邸宅で住んでいたので、ガーディはすっかり馴な染じんでいた。

「今日の朝、シンクロから、リエメンが動いていると聞きました。予定よりかなり早い動きとのこと。どうなのですか、我がイントラシアは、いえ、辺境領は勝てますか」

「大丈夫大丈夫」

　ガーディがいつもの調子で微笑ほほえんで言うと、フローリン姫は形のいい唇を尖とがらせた。

「シンクロと同じ事を言うんだね。ガーディ」

　喋しやべり方が、素になってしまっている。ガーディも言葉を崩して口を開いた。

「敵がどれだけ早く動き出しても結局、川が増水してからの話になるよ。大量輸送に船を使うって話なんだから。それなくしては大軍の動きはゆっくりだよ」

　フローリン姫はそういう説明が聞きたいわけではないらしい。それこそ同じ説明をシンクロから受けていたようだった。育ちゆえに人間の女心がさっぱり分からぬガーディにとっては、何を言えばいいのかさっぱり分からぬ。

「えーと、じゃあ何を言えばいいんだい？」

「何か私を心から安心させることを言ってください」

　フローリン姫は身を乗り出して言う。ガーディは頷うなずき、それならばと自ら身を乗り出して口を開いた。

「グランドラ王は裏切りを考えると思う」

「余計不安になることをさらりと言わないでください！」

「分かってる問題は問題じゃないよ。対処できるんだから」

「どう対処しているんですか？」

「リエメンに、一緒に協力してグランドラ王を倒そうと尺せき牘とくを出しました」

　フローリン姫は頭が痛くなった様子。しばらく考え、ガーディに文句を言い出した。

「そういうことをするくらいならグランドラ王に要塞など作らせない方がよかったのではないですか」

「いえ、目指すところは裏切りじゃなくて、リエメンが疑心暗鬼になって結局どっちの手も取らないことです」

「そうなるのですか？」

「今から大軍で攻めようとうする時に、二つの国から手を結ぼうと声を掛けられたらどうしますか」

「私なら、片方と手を組んでもう片方をやっつけたあと、しかるのちにもう片方もやっつけます」

「片方は戦上手のグランドラ王、片方がイントラシアなら、どちらを先に優先しますか」

「戦に関しては変幻自在のグランドラ王を味方に引き込むのは怖いですね。イントラシアと、でしょうか……」

「はい。ではリエメンはグランドラ王を攻め始めました。グランドラ王は与えた要塞を軸にリエメンと戦いますよね」

「そうですね、あ……」

　気付いた様子のフローリン姫に、ガーディは微笑んだ。

「ではグランドラ王からすればどうでしょう。そうなったら、どうしますか」

「リエメンとイントラシアが一緒に攻撃するのはいかにグランドラ王とて負担が大きいと思います。それを避けるならイントラシアと組むしかない……なるほど。約束を守るのではなく、状況が約束通りになるのですね」

「はい。そうです」

　人の悪い話ではあるが、ガーディの権能オーソリテイである無限抱擁インフイニツトテンダーに反してはいない。結局それが一番人を助けるとガーディが信じているからである。敵にとっても、味方にとっても。

　ガーディの微笑ほほえみを見て、フローリン姫は何を思ったか、ガーディを睨にらんだ。

「ガーディはいつも笑っているので、心の中がどうなのか、心配になります」

「アンドゥイレドさんによると、小僧は気楽で、何も考えてなさそうだって言ってました」

「それはアンドゥイレドなりの心配です」

「そうなんですか」

　フローリン姫はため息をつくと、ガーディに抱きつこうとして、やめた。恥ずかしそうに横を向き、しきりに空から咳せきをした。

「あと、勝手に結婚などせぬように」

「結婚は遠くに行くことらしいですからね。僕、覚えました」

　フローリン姫は何というか色々困った後、すました顔で口を開いた。

「私が色々教えるまで、勝手な事なんて許さないから」

「色々って何です？」

「それを知るのは不敬です」
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　長い長い隊列で、五万の大軍が動いている。細い山道を五万人が動く、というのは普通に考えても難事そのものである。この人数に加え、同じかそれ以上の規模の奴隷たちが卒として働いて荷物を運んでいた筈はずである。

　隊列の長さは三刻を遙かに超えたろう。今の長さに換算すれば二〇㎞を越え、先から最後尾まで移動するのに六時間かかる。山道ゆえに伝令を前に、後ろに飛ばすのもさぞ難儀したであろう。

　こんな大所帯を大きな事故なしで、ほぼそのままの規模を保ちながら折り返し地点まで移動させたという時点で、頭が悪いと自称するゴロイゼンは無能ではなかった。その上要所で略奪もして一万人を超える人間を殺害もしているのだから、大したものである。

　しかも途中、季節性の嵐にあってもいる。

　強い風の吹く中、ゴロイゼンは軍の中程にあって自らの足で山道を歩く。川の音を頼りに歩いて、もう少し、もう少しだと自らを慰め、叱しつ咤たしていた。

　そうして足を止める。川の流れる方向を見て、これまでとは逆の方向、南に向かっていくのを見る。分ぶん水すい嶺れいを越えたのである。

「あと少しだ！」

　分かりきったことを大声で言い、ゴロイゼンとその軍勢はさらに数日歩いている。食糧の消費多く、ニフレディル姫の占いは正しいのかといぶかしんだが、もはや戻る食糧もない。

　ようやく川の幅が大きくなった。フチ川の源流の一つ、コブラタ川に出たのである。増水してなお川幅一常じよう（三・六ｍ）ほどの川だったが、リエメン軍にとっては救いの主とも言えるものだった。

　ゴロイゼンは荷物や船を運んでいた奴隷たちを全員殺し、勿もつ体たいないと言いながらほっとした顔を浮かべた。

　食糧が、不足していたのである。殺せばその分の食糧が浮く。

　すっかり陣容を減らした軍勢を見ながら、ゴロイゼンは顎あご髭ひげをしごいた。

「まあよい、あとは戦うだけだ。失った奴隷は新たに略奪するまでだ！　進め！」

　そう言って部下を叱咤激励し、川下りをはじめる。

　ゴロイゼンは増水した川に貨物を満載した平底船を用いた。船には何本も綱が結ばれており、兵はその綱を持って船の横を歩き、あるいは走って行くのである。川を下るうちにコプラタ川からフチ川中流域に入り、そのまま下流に入る。

　これまでの苦労が嘘うそのように、凄すさまじい速度で進軍がはじまった。

　その勢い凄まじく、それまでの移動日数一月と少しに対して同じ距離を僅か五日で進んでいる。この勢いで攻められたら当時のどんな国であれ、まともに抗するのは難しかったろう。対応が間に合わないのである。

　たとえ、戦上手で知られるグランドラ王でも、軍を用意し、街道を使って兵を動かすとなれば相応の日数がかかる。リエメン軍現ると一報を聞いて兵を派遣しても、兵を派遣したころにはもうずっと下流に移動していたということになっていたろう。

　川を使うという手段を把握し、そこに要塞でも置いていなければ、対応も対抗もできなかったろう。

　ゴロイゼンにとっての不幸は、その対応と対抗を完璧にやってのけた相手が居た、ということに尽きる。

　川を下りはじめて六日め。ゴロイゼンは待ち構えた二つの要塞に突き当たることになった。ばかな。と口にしたとされる。




　一方その頃、ほぼ同じ時刻に同じようなことを呟つぶやいた人物がいる。

　グランドラ王である。彼は双子要塞の物見塔から、攻め寄せてくる敵を見ると処置なしという風に空を仰いだ。

「リエメンは阿あ呆ほうか、ワシの尺せき牘とくすら読めんかったのか？」

　後ろに控えるラムマゴールは、剣を手に口を開いた。

「王が獅し子し身中の虫となることを恐れたのであろう」

　そのまま剣を振るって、飛んでくる石を弾はじいた。石打のうまい者が敵にいるのであろう。

「どうされる？」

「どうもこうも、戦うしかあるまいよ。リエメンめ。ワシの策を台無しにしよって」

　グランドラ王は言葉を吐き捨てると、要塞内に入って指揮を開始した。

　五万は大軍であり、他方、双子要塞のうちグランドラ王側には二〇〇〇の兵しか詰めていなかった。これは要塞の大きさに合わせてあるためで、グランドラ王が動員を渋ったというわけでもない。夏の終わりとはいえ最大で八〇〇〇程度は動員する力があり、実際五〇〇〇名近くを動員していた。

　要塞以外の三〇〇〇人は後詰めとして要塞の後方に陣を敷いている。狭い盆地で周囲は山となれば迂う回かいも簡単にはできないが、万が一迂回に出られたときは、彼らが対処することになる。

　戦闘が始まったのは午前八時を過ぎた頃である。

　リエメン軍にとっては青天の霹へき靂れきであり、グランドラ王としてはリエメンと手を結ぶつもりだったので、両軍最初は動きが鈍かった。動かぬ要塞相手の遭遇戦などこの時代でもあり得ないということで、グランドラ王はリエメン軍の動きの遅さを、脈がある、と受け取った。

　これは事実誤認である。リエメン軍先頭部隊は慌てふためきながらも、後方のゴロイゼンに連絡指示を仰ごうとしている。

　ところが後続が続々とやってきて前に押し出され、ついに戦闘せざるをえなくなったのだった。こういう戦いの始まり方はあまりない。リエメン軍の長すぎる隊列が生んだ状況と言えるだろう。

　一方でグランドラ王は奇襲の好機を逃してしまった。小さな盆地外周に兵を走らせ側面を攻撃すれば、それだけで大勝できそうなものを、やり損ねた。

　リエメン兵が半ばやけっぱちの攻撃を始めて、それでグランドラ王は、自らの計略が失敗に終わったと知った。

　そこからは激戦であった。リエメン側は攻城装備を持っていたが、それらを展開することもできないまま戦いを始めている。とはいえ頭数は沢山あり、さらにどんどん後続がやってきていたから、細かいことを無視して攻撃を行っている。

　具体的には突撃である。梯子はしごもなければ門を破る攻こう城じよう槌づちもない突撃は、要塞を囲む堀と石壁によって簡単に停止させられた。そこに腹をくくったグランドラ王の命により岩だの石だのが投げ落とされ、密集しすぎて回避する場所の余裕すらなくしたリエメン兵を押しつぶした。

　悲鳴があがり、その悲鳴をあげていた身体からだすら、さらなる後続に踏まれていく。

　凄惨な光景ではあるのだが、遙か後方にあったリエメンの将、ゴロイゼンとしては致し方ない犠牲ではあった。彼としては川を下る船を止めるのに全神経を動員している。この船の荷、中でも食糧が焼かれてはそもそも戦いを続けることができないのである。人命より補給物資確保を優先するあたり、ゴロイゼンは戦についてはそれなり以上の将軍であった。

　無能な将であれば、人命を優先している。あるいは自分の失敗と損害で身動きが取れなくなり、まともな指揮能力を失っていたであろう。

　この点、ゴロイゼンは愚かであったが、豪胆なために最低限の仕事はしているといえる。

　後世の批判では、もっと物見をしっかりしていれば、このような遭遇戦は起きなかったとするが、この戦いに至るまでのゴロイゼンの戦果を考えると、そこを手を抜いていたとは考えにくい、おそらく物見は先んじて殺されていた筈はずである。誰が殺したかといえば、グランドラ王でないのは確実だから、犯人は自おのずとイントラシアということになる。ガーディが遭遇戦になるよう指示し、仕向けていたのではなかろうか。




「敵はもっと下流にいるであろうと思っていたが、こんなところに要塞を作ってどうするつもりだ」

　川岸に平底船を乗り上げさせて、ようやく一息ついたゴロイゼンは無む茶ちやな要塞攻めをさせながら、そんな愚痴を口にしている。

　自分たちを迎え撃つために急きゆう遽きよ作られたとは、思ってもいない。ゴロイゼンの限界である。

　その部下たちも、何も言えなかった。彼らが無能と言うよりも、山の中、普段誰も通らぬようなところに現役の要塞があれば、誰もが驚くという話である。

　ゴロイゼンは部下を見てため息をつくと、首を振った。

「まあよい、あらためて攻めるまでよ。あの程度の要塞など、一日とかけずに攻め滅ぼしてくれる」

　陣の周囲に立てた旗が震えるほどの大声で、そう言っている。

　大言壮語、という話ではない。実際それが出で来きるほどの兵力と装備はあった。彼らはイグノゴンド城を攻略するつもりで攻城装備を豊富に持っていたのである。二つあるとはいえ規模的には小規模の要塞、大した問題にはなりえないはずであった。

　ゴロイゼンは双子要塞のうちグランドラ王側、すなわち西側に攻撃を集中した。川の水を引き入れた掘を跨またぐために平底船を並べて板を敷き、これをもって浮き橋とした。その先に梯子はしごを立てて要塞の石壁を越えていくのである。

　何十もの梯子が立てられ、一度に数百の兵がこれを上り始める。

　当然、守り手であるグランドラ王はこれを嫌がって、銃で、投石でこれを妨害した。

　その妨害をさらに妨害しようと寄せ手であるゴロイゼンは投石機を組み立て、投石を開始している。

　木材の、元に戻ろうとする力を利用して石というには大きすぎるものを空に放り投げる投石機は、遠目には櫓やぐらに見える。

　それが一〇ばかりも立てられ、次々巨弾を投げ込んでくる。

　一発や二発で石壁を破壊するには至らなかったが、梯子を登ってくる敵兵を追い落とそうと待機する者たちにとっては十分以上の脅威である。石に潰され、あるいは石を避よけようと地上に落ち、中庭に作られた仮設の兵員住居も一部破壊された。

　渋い顔をするのはグランドラ王である。

「これはまた、随分と大規模ではないか。こんな小さな要塞を潰すのに、どれだけの手を掛ける気かのう」

　巨弾に揺れる建物の中で、そう言って自らの手を握りしめた。震えるのを隠すための、若い頃からのグランドラ王の癖である。

「イントラシアはどうした！　なぜ援護をせん！　まさか裏切ったか!?」

　そんなことを言ってラムマゴールを軽く笑わせている。裏切ろうと尺せき牘とくを送っていたのは当のグランドラ王であるところが、面白かったのであろう。グランドラ王は面白くなさそうに口を開いた。

「まさか、ガーディに気付かれたのかのう。しかしあやつは権能オーソリテイのせいでワシに危害を与えられぬはずだが」

「攻撃を片方に集中するのは当然のこと。疑心暗鬼になるのはまだ早い」

「そうはいうがのう、そうはいうがのう」

　落ち着きなく二回言って、グランドラ王はため息をついた。

　この人物、少数で多数と戦うのを平然とする戦いの名人とされているのに、自ら剣を取って戦う時以外は大概小心者である。むしろ小心者だったゆえに、戦の名人となった部分もかなりある。小心者なので戦について研究し、小心者ゆえに周囲を良く見て情報の重要性に気づき、小心者だからこそ、銃を揃そろえるのに力を注いだ。

　後継者を選ぶ際もあえて小心者を選んでいるくらいなので、本人にも自覚はあったのだろう。

　グランドラ王はわざとらしくも長いため息をつくと、また口を開いた。

「ガーディめぇぇ」

　その姿を見てラムマゴールが笑っていると、伝令が走ってやってきた。双子要塞の片割れ、イントラシア側の要塞が攻撃を始めたのである。

　イントラシア側の要塞は、攻撃までに十分の時間を掛けている。なぜ時間をかけていたかと言えば、ガーディがこれを指示していたからである。その指示書の一部が残っているので拾い上げて見ると、以下のようになる。

「一つ。戦場狭く、敵は数を利して攻めてきます。ですからまずは敵を引き入れ、なるべく多くを引きつけてください」

「一つ。十分に敵を引きつけたら、中庭で組み立てを行い、使用してください。狙いはおそらくつけないでもいいでしょう。撃てるだけ撃ってください」

　羽妖精ピクシーたちに囲まれながら、姿勢良く書いていたであろう、美しいエルフの文字である。

　ところでこの時何を撃ったかといえば、グランドラ王が証言をしている。

　グランドラ王はイントラシアの要塞が攻撃を開始したと聞いて、やっとかと叫んだ後、石壁の上に登り、その様子を見た。

　砦とりでから救援の野戦軍がでてくるかと思えばさにあらず、さりとて銃を撃ちかけてくるわけでもない。とはいえ轟ごう音おんのたびにリエメンの兵が押し潰され、ばたばたと倒れていた。阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図である。

　イントラシアの要塞から撃ったもの、それは大きな石であった。ガーディは城の中庭に六基の大型投石機を組み立て、用意して支援の砲撃を始めていたのである。

　この時代どころかそれより前、投石機は攻城に使いこそすれ、野戦で使われることはほとんどなくなっていた。投石機は動くものに命中させることが極めて難しい代しろ物ものだったのである。動かぬ城相手にしても、正確な命中はまったく期待できなかった。

　それが今、野戦軍相手に百発百中の様子で大活躍している。グランドラ王も開いた口が塞がらぬ、そんな様子であった。

「ラムマゴール、城側が攻城兵器を使う例は記憶にあるか」

「二五〇年生きているが、ない」

　綱がすれ、木のきしむ大きな音が立って今まさにイントラシアの要塞から投石が行われた。投石後は石壁から顔を出すほどの背の高い投石機から放たれた巨大な石や岩は、密集したリエメン兵の上に降り注いだ。一度に何人もの人とその人生を押しつぶして、それでも岩は飽き足らず、跳ね飛んでさらなる犠牲を出した。

　脅威の命中率の秘密はなんということはない、敵が密集しているためだった。

　狭い盆地に溢あふれんばかりのリエメン兵は、数の力を逆手に取られて、あたら被害を出した。

「これも、ガーディの策かのう」

　大損害を与えていく投石機の働きを見ながら、グランドラ王は呟つぶやいた。後ろに控えるラムマゴールは首を静かに横に振った。土煙が、こちらまで漂うかのよう。

「あの少年は、弓の名手であり、外交も上々、さらには金貨姫の側近ではあった。だが……」

　ラムマゴールの言葉には、否定的な響きがある。グランドラ王はその落ち着いた声を聞いて、苦笑いを浮かべた。

「考えすぎか。一人の人間の中に、そんなにいくつも才能などあるわけがないし、あの権能オーソリテイではな。しかし、イントラシアは恐ろしいのう。わしはあんな使い方など、思いもせんかった。こりゃあ、裏切っておったら、あの投石機で隣から攻撃をうけるところだったの。いや、それもありうるとして用意しておったのかもしれんの。案外、森タ州ウの平定の話も、ガーディの後ろで糸を引いておった者がいたかもしれん。だとすれば、イントラシアに恐ろしい軍師がおるのだろう。顔を見たいのう」

「顔を見てどうされる」

「顔を見てから考える。ガーディのような分かりやすいお人ひと好よしであれば、抱き込むが……」

　グランドラ王はそこまで言って、しばし阿あ鼻び叫きよう喚かんの戦場を眺めた。

「ガーディとの縁組、早う進めねばなるまいな。さすればこちらも婚姻の際に顔を出せよう。そこで、謎の軍師を見極めるか」

「この戦で、勝てば、だが」

　ラムマゴールは頭を下げてそう言った。グランドラ王は、おっとそうだったと苦笑して自らの頭を叩たたいた。兜かぶとを被かぶっているので兜越しに、である。

「たしかにそうじゃな。ようし、そうとなれば、せいぜい戦を早く終わらせるとしよう。なに、あの投石機があれば、楽に勝てよう」

　実際、グランドラ王の見立て通りになりはじめた。上から勢いよく降り注ぐ石や岩を避よけようと、リエメン兵は悲鳴をあげるが、土地に、それができるほどの余裕がなかった。矢弾と違って盾を掲げて防御するにも限界がある。巨石に盾など飾りにもならない。

　それで損害が積み上がる。死者が出て開いた場所も、後方からずっと兵が押し寄せてすぐに埋まり、さらに被害を積み上げた。

　ゴロイゼンが報告を聞いて兵を留とどめようとしても、五万の大軍はあまりに大きすぎて、そして前線には兵が多すぎて足の踏み場も無く、伝令も走って行けないような状況だった。法ほ螺ら貝がいを吹いて兵を留めようとするのだが、悲鳴と巨石の音に紛れてこれが中々届かぬ。

　ただでさえ狭い盆地の、川を挟んで西側に兵を集中させたのが完全に裏目に出ていた。古来兵力の集中運用は基本とも言える兵理なのだが、その結果空前の被害が発生しつつある。

　そのうち、イントラシアの要塞から放たれた巨石がリエメン側の投石機に命中した。木製なので巨石が当たれば音を立てて折れる、倒れる。横倒しになった投石機の下敷きになってさらに兵が死んだ。

　この惨状からどうにか生きのびようと、増水した川に飛び込む者が出始めた。ところがこれもまた無事とは言えぬ。船ならまだしも、増水したフチ川は、渡河を許すような状態ではなかった。

　溺死も、増える。

　最悪なのは溺死によって少しばかりの動きの自由がとれるようになったことである。ここで整然と動ければよかったのだが、多くの兵士は避よける場所をさらに作ろうと、最悪の手を取ってしまった。

　味方を川に突き落とし、降り注ぐ岩から避けるための場所を作ろうとしたのである。各地で同士討ちが発生し、悲惨極まりない状況になる。

　さしもの豪胆なゴロイゼンも、本陣で言葉をなくした。これまでの人生で最大の兵を与えられ、同時にこれまでで最大の敗北を味わおうとしている。兵を退ひいて本国に戻ろうにも、卒に使っていた奴隷たちをすでに殺してしまっていた。

「攻める目標を東側に変えられるか」

　ゴロイゼンは部下たちに問うた。

　部下たちは互いに顔を見合わせ、押しつけ合ったあと、一人を選んでいる。

　部下は無念そうに口を開いた。

「攻城兵器は全て西側に集中しており、引き揚げは困難でございます」

「そうか」

　ゴロイゼンは本陣の部下を斬り殺し、最後は獣じみた声をあげながら川に飛び込んだ。鎧よろいを着たままであり、当然どうなるかは分かった上での行動であったろう。敗軍の将の務めとは、将兵を可能な限り故国へ連れ帰ることなのだが、それを果たせぬことに絶望したのであろう。

　その後は悲惨なことになった。上からの命令もないまま、兵たちは戦いを続け、無意味にすり潰されていった。今もこのあたりでは少し掘るとおびただしい人骨が出てくる。数百年後につけられた地名は忌み河原である。




＊




　双子要塞の戦いの結果はイグノゴンド城にいち早く届けられた。シンクロの権能オーソリテイである[image: ]獄耳シヤープイヤーによってもたらされているから、ほぼ同時に伝わっていたとみるべきだろう。ただフローリン姫に伝えられたのは、戦闘翌日の朝になっての話である。

「姫、五万の敵兵は夜にいたり、ほぼ壊滅した模様です」

　日暮れになり、多くのリエメン兵の遺体は不死者となった。死体が動き出し、かつての仲間たちを襲いだしたのである。朝になる頃にはリエメン兵は多数の不死者を除いてまったくいなくなっており、どれだけ生き残ったのかも分からぬ状況だった。

　フローリン姫は自室にて説明を聞いた後、よく分からなくなったようで、青い瞳を何度か瞬まばたかせたあと、もう一度お願いしますと言った。

「あの、勝った……のでしょうか」

「は。我が方の完勝です。敵は生存者を探すことも困難な情勢、一方こちらは損害らしい損害を受けておりませぬ。今、我が軍の将兵はグランドラ王と協力して不死者たちを討伐しております」

　フローリン姫は、びっくりした顔。そう、と言った返事も実感が籠っていなかった。

「ガーディは大丈夫大丈夫と言っていたけれど」

「言った通りになりましたな」

　この時のフローリン姫は、信じられないといった様子であった。それをシンクロは柔らかく笑っている。

「信じられませぬか」

「いえ、なんというか。理解はしているのです。ガーディの策も当たったのでしょう。しかし」

「しかし？」

　自分で抜ばつ擢てきして、どうにかしろと言いはしたのだが、昨日一緒に犬を撫なでて笑っていた少年と、未み曾ぞ有うの戦果がどうにも結びつかない、不思議な感じである。

「姫？」

「ええと」

　昨日ガーディの家で白い犬と一緒に遊んでいました。それとこれがどうにも結びつかなくて、とは正直に言えず、フローリン姫はうつむいて恥ずかしそうにした。

　不器用に話題を変え始める。

「確認になりますが、我が軍はどれくらいの兵を出したのですか。あの後、増えたとか」

「前から変わりはありません。一〇〇〇名ほどです。この他後詰めに二〇〇〇ほど」

　グランドラ王側の要塞と比較して兵が少ないのは、イントラシアの要塞では中庭に投石機と石置き場を作ったため、仮設の宿舎を作れず、中に詰める兵が増やせなかったことによる。

「三〇〇〇で五万の軍勢と戦えるものなのですね……」

「グランドラ王の兵とあわせれば、まあ倍以上にはなりますが、それでもなお、未曾有の戦果でありましょう。古来要塞攻めは三倍の兵力でも足りぬと言いますが、それは兵糧攻めでの話。まさか一日で退け、決着をつけてしまうとは」

　しかも戦場にはガーディは姿を見せていないのである。直接指揮を行ってもいないのだ。

　弓で打ち勝ったというのなら、実際その腕を見た事があるから分かるのだけど。

　フローリン姫はそう思って長い息をついた後、三つ編みにしたあと後ろで留めた長い黄金色の髪を揺らして頭を振った。後方とはいえ戦時という事で鎧よろい姿であり、兜かぶとの代わりに磨き上げられた小ぶりの宝冠をつけていた。フローリン姫の髪に合わせて銀で出で来きており、青い宝石がふんだんに使われたものである。

　考え込む様子のフローリン姫をよそに、手を叩たたいて喜んで見せたのはアンドゥイレドである。

「めでたい話ではないですか。これは是非ともガーディを手放さぬようにせねば」

　はあ、と気の抜けた返事をして、フローリン姫はガーディの邸宅、というか詰め所の方向を見た。

「なんだか、凄すごい話で実感がありませんね」

「小僧が聞いたら悲しみますぞ、ぜひねぎらってやるべきですな」

　アンドゥイレドはこの際なので勝手に自身の婚姻を決めたりせぬようにたらし込むなり押し倒すなりすべきですなと、相変わらずの言いたい放題である。

　フローリン姫はそれを右から左に流しながら、ガーディはどうしているかなあと、考えた。




　そのガーディは自らの邸宅で戦果を聞くと、気分を悪くして、僕、横になるねと養女テイに言って床に伏している。

　瞑つぶった瞼まぶたの隙間から光が漏れているのを見て、テイはやはりと、小さく呟つぶやいている。前の戦いでもそうであった。心優しい、否、優しすぎる養父は敵の死にも心痛めているようであった。

　奴隷狩りだろうと殺さない努力をしていたガーディである。その場に居たのであれば無用な殺生をせぬよう、兵に命じていたであろう。ところが今回、遠隔地であるためそれができず、莫ばく大だいな損害を与えてしまった。

　事前の指示でも無用な殺生を縛いましめる内容はあったのだが、要塞に詰めるイントラシアの兵は、これをほとんど守っていない。

「ガーディさま」

　枕元に座って、ガーディの瞼から漏れる淡い光を浴びながら、テイは涙した。

「森タ州ウに帰って静かに暮らしましょう、人間に関わらなければ、心安らかに生きられます。テイは山菜を集めますから」

　そう言っていたら、目の前に羽妖精ピクシーが一羽現れた。メイである。黒い制服に略帽を脇に挟んで、テイの肩に乗った。

「ですよねー。我らのＰ．Ｏ．Ｄがこんなところで人間に使われてもねぇ？」

「Ｐ．Ｏ．Ｄ……」

「プリンスオブダークネス。魔王のことですよ。テイさま」

　それはゴブリンなどの非人間種族を束ねた伝説上の古代の王である。魔というと今では否定的な響きもあるが、古代では魔力、魔法こそが厳しい自然界を生き抜くための力であり、文明であった。当時魔王には悪い響きはない。ゴブリンなどからすれば、遠い伝説の、それも良い伝説の王であった。見た事もない昔を良かったという部族の長老の言葉は、テイも覚えてはいた。

「でもガーディさまは……」

　反論するが、声は小さかった。メイはここぞとばかりに、エルフと同じくらい老ろう獪かいな種族の顔を向ける。

「旦那は人間なんかにゃ勿もつ体たいないんですよ。分かるでしょ？　ようやくエルフの軛くびきから抜け出したと思ったら次は人間に弾圧されるなんて冗談じゃない。私たちは……」

　出てきたときと同じくらい唐突にメイは消え失うせた。寝間着姿のフローリン姫が横開きの扉を開けて立っている。お気に入りの枕まで持っていた。

　テイはしばらく動きを止めた後、小首を傾かしげてその意図を計り損ねた。

「どうしたのですか。フローリンさま」

「え、えっと、ちょっと着替えてきます」

　すごすごと戻るフローリン姫。テイは、人間は不思議なことをするなあと思ったが、すぐに顔をガーディの方へ向けた。

「ガーディさまは……人間とかゴブリンとか、関係ありませんよね。だって私を助けたんですもの」

　今度はちゃんと羽妖精ピクシーの誘いを断ろうと、テイは思った。ガーディを、人間ともエルフとも違う何かだと感じたように、養女の自分ももはやゴブリンではないと考えた。強いて言えば私は緑の子、ガーディさまの子と。

　フローリン姫が、恥ずかしそうに戻ってきた。

　いつものひらひらふわふわした普段着である。恥ずかしいのか顔半分だけだしている。

　何が何な故ぜ恥ずかしいのかは、テイには分からなかった。もしかしないでも、今頃起きて寝間着を着替えてなかった事に気付いて恥ずかしくなったのかも。

　フローリン姫は目線を外して言う。

「えっと、ガーディはどうしたの？」

「戦果を聞いて気分を悪くしたみたいで……」

　テイが言うと、フローリン姫は傷ついたような顔をした。部屋に入り、ガーディの枕元に座ると目を伏せて、その頬ほおを撫なでた。

「泣いていた？」

「おそらくは」

「そう」

　フローリン姫も泣きそうな顔。これが勝った方の君主と軍師なのだから、随分とお人ひと好よしもあったものである。テイはフローリン姫とガーディの両方を見た後、少し笑って立ち上がった。

「昼ひる餉げを作ります」

　フローリン姫も、我に返った。自分より小さなテイが気丈に振る舞うのを見て、自分もくじけてはいけない、と思ったに違いない。

「料理は私もできます。一度作ってみたいと思ったのです」

　テイは、小首を再度傾かしげた。

「作ってみたいと、できますの間には、距離があると思います」

　言われてフローリン姫は、顔を真っ赤にした。恥ずかしいのと怒ったので、二重に赤くなっている。

「そうだけど！　ずっと作ってみたいと思っていたの!!　シンクロの屋敷でも後ろから見ていたら邪魔扱いだし、ガーディは動きが素早くてついていけないし。だからこれは、好機なんだから」

　慌て過ぎて素の言葉がでているが、テイもガーディと同じくらいには、それを気にしていなかった。

「指を切って終わりです」

「籠こ手てがあれば……」

　フローリン姫の考えを聞いてテイは思わず笑ってしまった。こんな時なのに笑ってしまった。

　仕方ないと笑いを納めて、テイはフローリン姫を見た。

「仕方ないフローリンさまですね。じゃあ教えます」

「教えてください」

　ゴブリンに料理を教わったと聞けば、多くの侍女たちは卒倒しただろうが、フローリン姫は特に気にしていなかった。

　それで一緒に料理を作りながら、フローリン姫はテイに相談を持ちかけている。

「今回は、他の誰にもできないので仕方ないにせよ、ガーディには苦しんで欲しくないのです」

　テイは汁物の鍋を杓しやく子しでかき回しながら、フローリン姫の顔を見上げた。

「人間は人間で、ガーディさまを大事に思っているのですね」

「人間というくくりはどうか分かりませんけど、私は、私が面倒をみないといけないと思っています」

　使命感に燃えた発言だったのだが、テイにはそれが奇異に見えた。

「ガーディさまが面倒をみるのではなく、ガーディさまの面倒をみるのですか？　フローリンさまが？」

「はい。それはもう、大事にするつもりです」

　フローリン姫は胸を張り、そう言った。困惑した表情で、テイはフローリン姫を見る。

「ガーディさまはなんでもよくできますから、面倒を見るなんて……」

「そうだけど、そうじゃないの。ガーディはとっても危なっかしいんだからっ」

「それは、分かります」

　テイも最近、強く感じる。信じられないほどの修練と凄すさまじい知謀と、ひどく優しい心が一つの身体からだに入っている。それがガーディである。時々ガーディは、自らの力の強さによって死んでしまうのではないか、心を痛めすぎるのではないかと、よく思っていたのである。

　一方フローリン姫は少し恥ずかしそうである。

「言葉を荒げました。すみません」

「いえ、私もそう思っていました。ガーディさまは……危ういと思います」

「テイも？」

「はい」

　それでフローリン姫とテイは、意気投合した。フローリン姫は今度ナロルヴァを連れてきて、彼女がどう思っているか尋ねましょうと言った。

　そのナロルヴァは、その日の午後にガーディの元へ顔をだしている。

　羽妖精ピクシーたちとおそろいの黒い服を着たナロルヴァは、羽妖精と同じ制服で黒い帽子を小脇に挟んで革の長靴という出いで立たちであった。随分と禍まが々まがしくも美しく見えたとテイは言う。

　ところが口を開けばいつものナロルヴァであり、ガーディの話を聞くと、長靴を脱ぎ捨て即座に走った。

「ガーディ、寝ている場合か！」

　フローリン姫とテイがえーという間もなく、ナロルヴァはガーディの身を起こすと上半身を激しく揺すっている。

　ガーディは目を開いてナロルヴァと認識すると、涙目になって口を開いた。

「僕、沢山殺してしまいました」

「それがどうした。お前が責められるようなところは一つもない。リエメンのやり方は森タ州ウでも散々見たろう」

「……でも」
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「でもも何もあるか！　お前に罪があるというのなら！　私が全部抱えて地獄に落ちてやる！　文句を言う者があれば私が斬る！　それで、他に言うことはないか」

「悲しいです……」

　ナロルヴァはもうこの男はと抱きしめようとして、フローリン姫と目があった。テイとも目があった。三人が三人とも、同じような事を思っていたのは間違いなかった。

　ナロルヴァは目を逸そらして、帽子を目ま深ぶかに被かぶる。表情を見せないようにするためだった。

「私は野戦軍の指揮を執る。こっちはちゃんと手加減してやるから安心せよ」

　そう言った後、感情のぶつけどころに困ったか、ガーディの背を叩たたいて部屋を出た。僅かな滞在時間であった。
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　ヴァリーは塩の地という荒れ地で、部下と陣地を作っていた。銃が戦場を支配するこの時代、それに対するもっとも手っ取り早い手段は、弾よけの壕ごうを作ることであった。構、という。今で言うなら塹ざん壕ごうである。

　敵に対して構を並行に何本も立て、構同士の交通のために斜めに何本かまた構を作る。そうして作った陣地は要塞に負けず劣らず、ひどく厄介なものであった。銃による被害が激増したここ二〇年ほどは着陣したらすぐにも構を作るのが、兵の務めになっている。

　構が増え始めて鑓やりの数は減り、各国の軍は短めの剣を配備するようになっている。狭い構では長い武器は使いにくいのである。

　見み栄ばえのいい鎧よろいや腰に下げた長い剣は今ではすっかり見られなくなり、特に実用性を重んじる傭よう兵へいでは、すっかり見られなくなった。銃を前にしては鎧も基本役に立たぬので、ただ兜かぶとだけ装備することが流は行やっている。構から顔を出して銃を撃ち合うには、これで十分なのだった。

　街の中ではしゃれた鎧を着るものの、ヴァリーとて戦場では布鎧に飾りもない兜のみという格好である。

　短筒という短い銃を二本と、長い銃を一本、計三本も持っているあたりが、隊長としての立場を示していた。いずれもこの当時では一財産といえる代しろ物ものである。

　円えん匙しで土を掬すくいながら、ヴァリーは口を開いた。隊長なのでこんな仕事はしないでもいいのであるが、戦場では他にやることもなし、経験上少しでも構を伸ばすことが重要と知っているからこのようなことになっている。この点、この時代の傭よう兵へいは、まだ事務作業が煩雑化していなかったことが窺うかがえる。

「話によれば、西の方でもリエメンは戦ったんだと」

「はぁ、リエメンの奴隷狩りですか」

　部下の一人、禿とく頭とうのスヴェンが同じく円えん匙しを操りながらそう言った。少し掘れば土が輝いており、地名の由来である塩であることを示していた。このあたりはかつて湖底で、乾くうちに塩分が残ったというわけである。塩があると農作には向かぬ為ため、ここは人も住まぬ荒れ地となっていた。イントラシアが領有する土地ではかなり広大な部類なのだが、住民はいない。ガーディが戦場に選ぶにあつらえたような土地である。

「それが大層な規模らしくてナ」

「大規模に奴隷狩りして儲もうかるもんですかね」

「奴隷狩りじゃないんじゃねえか」

　ヴァリーの言葉に、禿頭のスヴェンは嫌らしい笑みを浮かべた。

「となると正規軍の殴り合いってヤツなんでしょうが、そりゃないでしょう。たとえイントラシアとはいえ、そんな仕事を傭兵に任せるわけがない」

「そりゃそうなんだけどな」

「それよりですな、隊長。皆、隊長が女遊びやめてることに不安を感じてるわけですが」

「うるせえ、魅力的な尻に会ってないだけだ」

「でたよ、また例のお姫様ですかい」

「ああ、ありゃーよかった。いい尻だった。まるで少年のようなきりりとした尻でな」

「その御お姫ひめ様とは会えたんで？」

　ヴァリーは肩を落とした。

「それが会えなかった。西の戦いで大勝ちして寝込んだとよ」

「え、勝ったのに？」

　禿頭のスヴェンは、不思議そうな顔をした。

　円匙を一度肩に置き、難しい顔でヴァリーは口を開いた。

「勝ったのに、だ。大勝ちしたのに敵の被害が大きすぎるとかで、寝込んじまったらしい」

「そいつあーまた、お姫様らしいというかなんというか、現実が見えてない話ですな」

「ばーかそこがいいんだろうが。俺たちにもくれぐれも怪け我がしたり、死んだりしないようにってさ」

「俺たちに戦果を出すよう要求してない上に、撤退の許可を出してるのはその関係ですかね」

　禿頭のスヴェンが頭を叩たたきながら言った。ヴァリーはそうだなと割れ気味の顎を撫なでて考えた。

「上じゃ和睦の話が進んでるのかもな。なにせイントラシアといえば武力よりは金の力だ。とりあえず表面上は戦闘してるふりがしたいってところだろう」

「あー。寝込んだというのも……和睦したいのに、どっかのバカが調子に乗って戦いまくって勝ったんですな」

「ああ。多分な」

　傭よう兵へいたちの理解は、そのようなものであった。それでヴァリーは、自称するところの清く正しい傭兵として、指示通りにまともには戦わず、逃げる事にした。

「逃げて金貰もらえるなんか聞いたこともない戦いですな」

「ただ逃げる訳じゃねえぞ」

　禿とく頭とうのスヴェンの言葉にヴァリーはそう返しながら、鋭い目つきを送る。狼おおかみに乗ったゴブリンが、遠くを走っているのが見える。

「さすがゴブリン、どこにでもいるな」

「あのしぶとさ、見習いたいもんですな。そういや、なんでゴブリンと交戦禁止なんです？　さすがの心優しいお姫様も、ゴブリンの命を救うなんて言わないと思いますが」

　通常、どこの村でも国でもゴブリンを狩ると褒賞がでる。それ専門の傭兵団もいるくらいだった。

「思うに、障害だ。俺たちが逃げるとき、ああいうのがうじゃうじゃいると、そっちを攻撃したくなるだろ」

「まあ、同じ人間を相手にするよりは……そうですなあ」

　事実とは何もかも違うのだが、傭兵たちはそのように自分たちの理解できる形で理解した。なお、いまだにヴァリーはガーディを男とは気付いていない。

　ヴァリーたちは陣地を作ると次なる陣地を作るために移動した。陣地を幾つも作るのも仕事であった。

　おそらくは大規模な戦力がそこにあったかのように偽装して、和睦の〝だし〟につかうのであろう。それがヴァリーの見立ててあった。

　指示された最後の陣地を作る途中で、禿頭のスヴェンが目を眇すがめて遠方に顔を向けている。戦場で禿頭は光って目立つというので、そこらの草を頭に被かぶっているのだが、それが何度見ても笑えてくる。

「どうしたスヴェン」

「敵ですぜ。隊長」

「来やがったか」

　構を作るのをやめさせて、敵の方を見る。スヴェンから遅れてすぐ、物見の兵からも報告が来た。

「スヴェンは相変わらず目がいい」

「それはそうとはげ頭を笑ってましたね」

「いや、うまく押し殺したつもりだ」

　ヴァリーとスヴェンはにやりと笑いあって、円えん匙しを銃に持ち替えた。ヴァリーの傭よう兵へい隊は銃の所持率が高く、三割以上の確率で銃を持っていた。その数一〇〇〇ほどにもなる。他国の軍が銃の配備率で概おおむね一割ほどであるのに対して異常に高い率である。これはヴァリーの方針であり、戦闘力を高く見積ることができ、その分契約料を分捕れるという計算があった。

「危ないなら後退しろって話だが、まあ、とはいっても、形くらいは戦争しねえとな」

　鼻歌まじりにそう言っていたら、横の禿とく頭とうのスヴェンが、兜かぶとを被かぶりながら首を横に振っているのが見えた。

「どうしたスヴェン、弾代くらいはケチらなくても前金で貰もらってるぜ」

「いえね、俺の見立てじゃ敵の数は四万近いんじゃないかと」

「はぁ？」

　ヴァリーの傭兵隊の一〇倍以上の戦力である。

　ヴァリーは瞬まばたきほどの間、動きを止めたが、すぐに動き出した。

「よし、逃げる。四番の陣地まで逃げるぞ。ケツをまくれ！」

「この際陣地なんかうっちゃって逃げ出したが良くないですかい？」

「そいつは状況見て考える」

　後払いに未練がある様子でヴァリーは言ったが、この期ごに及んでお姫様にいい顔できないかと考えていた節はある。
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　一方、対陣するリエメンの将をメンドリニウスという。名前からして分かるとおり、北国の奉じる神の信奉者であった。そのため北国を蹂じゆう躙りんしながら南下する任から外されて、東国方面から南下する軍を預かっている。同じ神を信奉し、本山である聖ダビニウス青銅騎士団を敵とする以上は当然の話であったが、そのせいで格が落ちる地域を任された、という思いもあった。

　ゴロイゼンとは犬猿の仲であり、メンドリニウスは毎日その失敗を神に祈っているという噂うわさが立つほどであった。

　この人物、生年が不詳なのでこの時の年齢はよく分からないのだが、おそらく四〇才前後であったと思われる。ゴロイゼンよりは少々年上であったのは、残された消息などからして間違いないらしい。

　彼はまだ、ゴロイゼンが大敗し、川に身を投げ出したことを知らぬ。敗戦の報はリエメンにすら届いていなかった。

　だから、メンドリニウスの率いる軍には、まだまだ余裕があった。

「敵を見ろ、一戦も交えず逃げて行くぞ」

　ヴァリーの傭よう兵へい隊の動きを見て、そう言って顎あご髭ひげをしごきながら喜んでいる。そこに悲壮さはあまりない。ゴロイゼンと比較して略奪できる村が多く、また道も平へい坦たんで食糧事情が良かったことも背景にある。

　その分、着陣は五日ほどずれている。途中、略奪に忙しかったわけである。

「まあ、この規模であれば当然であろう。よし、よし」

　数は力であると、リエメンらしいことを呟つぶやいたメンドリニウスの顔が、急に曇った。自分より多い兵を任されたゴロイゼンの顔が脳裏に浮かんだのだという。

「おのれ……」

　悔しがり、気を取り直し、この怒りは敵にぶつけようと軍を前進させている。男は奴隷、女も奴隷、手向かう奴らは皆殺しと、リエメン兵が良く口ずさむ歌まで歌っての進軍である。それでもゴロイゼンと違って、長い行軍隊列から横に広がり、等間隔に二〇ほどの縦列を作って進軍している。複縦列陣と呼ぶ。この陣形、発祥は一〇〇〇年以上も前の北の大陸であり、この地においても根付き、今も使われる優秀な陣形であった。攻撃にも移動にも使えて隊列同士の間隔を疎にしたり密にしたりで戦闘力を高めることもできた。

　銃が普及しだした最近では横列に押されてはいるものの、それでも軍勢を動かす際の選択肢には必ず入る。

　横列は移動速度が遅くなるので、メンドリニウスはこの複縦列陣を選択した。逃げる敵兵との距離は一五〇常じよう（五四〇ｍ）以上もある。

　少数の敵と戦うのに随分遠くから陣形変換を行ったのは、メンドリニウスの慎重な性格を表している。

　イントラシア軍は、逃げる。

　塩の地はゴロイゼンが戦った双子要塞の盆地と比べて、かなり広い場所である。見通しも良く、野戦にはうってつけの場所であり、数の力を生かしやすい環境であった。

「敵は陣地を次々と放棄して撤退しております」

　ヴァリーの傭兵隊が作った複数の陣地を誤認して、リエメン側はそう報告している。

　メンドリニウスは越えていった陣地から、敵の数はおよそ二万と推定した。

「おおかた、薄い陣を何枚も重ねて攻撃を吸収するつもりだったのだろうが、愚かな……兵の集中という原則も知らぬとみえる」

　メンドリニウスはため息をついて、逃げて行く敵を見やった。

「敵は一カ所に集まって反撃を企図しているのかもしれませんな」

　側近の部下に言われ、それもそうかと考える。

「劣勢であれば、敵は戦力を集中するしかないか。あるいは城に籠るか」

　メンドリニウスは難しい顔をしてみせる。部下たちのうち、一人が進言してみせた。

「敵に追いつき、各個撃破をすべきではありませんか」

「そうだな。敵は少数、とはいえ、逃げるがままにさせるわけにもいくまい」

　メンドリニウスは敵に追いつくよう、各部隊、速度を上げるように命じる。戦ってもいないのに、既に気分は勝った後の追撃戦である。

「リエメンの前に立った事を後悔させよ！」

　メンドリニウスはそう言って部下を叱しつ咤た激励している。

　メンドリニウスは背が高く、北の大陸の血を引いて髪の色が銀色で、その激励は大層絵になっていた。実際、従軍絵師が画帳に下書きを書いてもいる。一〇年ほどのち、この絵は完成され、時代を代表する絵画になった。この絵はフローリン美術館で今も見る事ができる。

　この絵が描かれたとき、メンドリニウスは得意の絶頂にあったであろう。それはこの絵を見てもよく分かる。皮肉な話、と言わざるをえない。
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　メンドリニウスの軍が速度を上げはじめると、逃げる方のヴァリーは嘘うそだろと口を開けて驚いた。

「おいおい、あんな大軍がなんで俺たち追いかけるんだよ」

「隊長ー、あの姫様にハメられたんじゃないですか？」

「ばかいえ、ハメるんなら最初から逃げろなんて言うわけないだろ」

「まあ、そりゃそうですな」

　そう言いながら、二人は全力疾走で逃げる最中である。幸いなのは鎧よろいも着ていない軽装部隊だったことで、そこまで焦あせるような状況でもなかった。

「怪け我がしたヤツもちゃんと馬乗せてやるから、落ち着いていけ！」

　ヴァリーはそう言って部下を安心させてもいる。この人物、色々見る目がないのだが、それゆえか部下には大変慕われていた。

「軽装部隊で助かったぜ」

　自分の手柄のようにそう言った後、そういう条件でお姫様が自分を探していたことを思い出した。

「まさか、こうなることが分かって……」

「敵がどう出るかなんてわからんでしょ」

　禿とく頭とうのスヴェンに言われて、ヴァリーは、まあ、そうだよなと疑心暗鬼になるのをやめた。あのお人ひと好よしのお姫様は、ただただ、俺たちに怪け我がして欲しくなくて言ったに違いない。

　走りながらヴァリーの顔が笑顔になった。敵の大軍に追いかけられるというのはいい土産話になると思ったのである。

　ヴァリーの中ではすでに苦戦に次ぐ苦戦のあげくになんとか撤退に持ち込むという物語ができつつあった。飛んでくる銃弾の雨あめ霰あられをかいくぐりって感じがいいな、などと考えていると、横を走るスヴェンから、声が掛かった。

「なんだスヴェン、逃げるときは逃げる事に集中しろ」

「そうは言いますがね、隊長のほうがずっとだらしない顔してまさ。それはともかく敵がさらに速度あげてますぜ」

「はぁ？」

　敵はバカかなんかかとヴァリーが振り向くと、確かに距離は徐々にだが縮まっている。敵は長い追いかけっこの間に戦列を大分乱しており、遠目から見るとレンパスというエルフの食べ物のように固まってしまっている。

　あげく追いつかないことに腹を立てたか、本来は偵察や伝令に使う騎馬部隊まで動員してこちらを追いかけてきていた。

「馬はヤバいな」

「追いつかれますね」

　こいつは大層な土産話になりそうだと思いつつ、ヴァリーは走りながら考えを巡らす。

「この先、湖の横を通るだろ、あそこにも構を作ったよな。俺たち」

「作りましたねえ」

「手抜きはしてねえよな。しっかり作れと言われてたし」

「そりゃあ、もちろん、そんなところで手を抜いて減額された日には毛が抜けてしまいまさ」

「いうほど毛残ってないだろうが」

「だから大事にしてるんですよ」

「そうなのか。いや、それはともかくだな。よし、きめたぞ」

　禿頭のスヴェンは嫌な顔をして見せた。ヴァリーが無む茶ちやな賭かけに出る時の顔だったからである。

「構を本来の用途で使うぞ。全員に構に入って射撃戦用意だ」

「正気ですかい」

「馬だけは最低でもどうにかせにゃならんだろうが！　騎馬隊ぶっ倒したらとんずらだ」

「なるほど。それなら隊長についていきますよ」

「それでなくてもついてこいよ」

　禿とく頭とうのスヴェンは自らの兜かぶとを何度か叩たたいて笑うと、部下に命令を出し始めた。軍事において、逃げている状況で足を止めるのは難しいことこの上ないのだが、ヴァリーが言うと、部下は良く命令を聞き、なんて運のない戦場だとぼやきながら、構に入って銃を並べた。銃を持たぬ者は鑓やりを持ち、あるいは剣を抜いて構に身を潜めた。

　騎馬部隊が突出する。足を止めようなどとは思っていない。馬が目を剥むいて走るのが見える。鞭むちを当てすぎたか、あるいは戦闘という事で、馬の餌に酒でも混ぜたか。

　いずれにしてもあれでは止まれまい。しかも敵は密集している。

　構から鑓を斜め上に突き出して並べ、しがみつくように人が鑓を押さえる。鑓の長さはこの頃、一常じよう（三・六ｍ）ほどもある。長いものになると一常半（四・八ｍ）もあった。剣で柄を切られぬよう、柄の半ばまで鉄で作った鑓が馬防柵代わりになった。突撃すれば鑓に刺さって無事では済まぬ。その後ろでは銃兵が並んで火縄に火をつけていた。弾を込めて構から顔を出して構え、必中の距離まで待つのである。

　心臓に悪い時間、傭よう兵へいたちは待った。

「撃て！」

　ヴァリーの良く通る声が聞こえた瞬間、銃兵たちは引ひき鉄がねを引いた。重なる轟ごう音おんに一斉にあがる白煙、先頭の馬と人が、つんのめるように倒れる。後ろから来た人馬がこれを踏み潰す。二の矢を射る間を与えぬと、騎馬隊は叫び声をあげながら突撃してきた。勇敢にも並んだ鑓の中に、速度をつけて突っ込んだ。

　人馬の重さと衝撃に耐えかね、鑓が折れ、あるいは曲り、飛ぶ。当然人馬も無事ではない。馬上で胸を貫かれて絶命する者、馬ごと貫かれる者、馬が死んで地上に投げ出され、短めの剣を持った傭兵たちに首を掻かききられる者、それらが僅かな時間に一斉に出現し、この世と地獄が地続きであることを敵味方に思い出させた。

　ここまでで生き残った騎馬隊は僅か二〇ほど。しかしその者たちとて無事ではすまぬ。構に落ち、あるいは足を取られて倒れた。そのまま駆け抜けて逃げた者は命拾いしたが、戦意盛んで、仲間の復ふく讐しゆうとばかりに足をとめ、あるいは馬首を返した者には、二射めの射撃が待っていた。

　もはや戦場においては、騎馬隊の出る幕などない。そう思わせるような短い戦いであった。

「まくるぞ！　戦利品など置いておけ！　命あっての物種だ！」

　ヴァリーはそう言って再び走って逃げ出そうとする。敵との距離は随分と縮まっており、走ってくるその顔すら見分けがつくほどの距離になっていた。

「こいつは駄目かな」

「あきらめないでくださいよ隊長」

「分かっている！」

　スヴェンに言われ、ヴァリーはどうしようかと考えた。もう一戦やらかすにも敵が多すぎる。馬と違って徒かちの兵では同じ戦の術すべも使えぬ。

　逃げ切れるか分からないが走って逃げるか、陣地に籠って最終的に押しつぶされるか。

　俺たち傭よう兵へいを倒すために騎馬隊を使い潰すなんざ割にあわねえぞと怒鳴りつけてやりたいが、割を考えなければ、敵は俺たちを足止めするという、目的は達成している。




　その時である、

　敵の、リエメンの軍勢が突如横腹から攻撃を受けて崩れはじめた。
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　湖の端、水が澱よどんで沼のようになった場所から突如イントラシア陸軍の主力ＭＢＴメインバトルトロールたちが出現した。イントラシアの巨大な戦せん斧ぷを装備し、ＭＢＴらしい鎧よろい姿である。

　その数、四〇〇。それらが一体あたり一二のゴブリンたちを背負い籠に乗せ、リエメン軍の横腹へ突入した。

　元々隊列を崩し、速度を優先させていたリエメン兵たちは一瞬で蹂じゆう躙りんされた。硬化の魔法を使って皮膚表面を黒色にして、イントラシアの国章をつけたトロールが片手で戦斧を横薙なぎするごとに、数十のリエメン兵が臓ぞう腑ふをばらまき、糞ふん尿にようの臭いをまき散らしながら宙を舞った。

「銃の準備などさせるな。蹂躙しろ！」

　先頭を走るトロールの背負う籠の上で通信を行う羽妖精ピクシーに声を掛けたのはナロルヴァである。

　泥に汚れるのも厭いとわず、沼のような湖畔で、数日じっと敵を待っていた。人間では到底真ま似ねのできぬ忍耐力である。

「了解。奴ら、もう戦争に勝ったつもりでいやがる。教育してやれ」

「了解、教育を開始します。パンツァーカイル」

　ナロルヴァと同じ黒い制服を来た羽妖精たちが笑いを浮かべながら言った。全てのトロールに一羽の羽妖精が配備されており、ナロルヴァの統一指揮の下、一糸乱れぬ統率が行われている。

　対するリエメン軍は、見通しのいい場所であることもあって、奇襲をまったく想定しておらず、銃兵の配置もしていなかった。

　馬より速い速度で突出し、リエメン軍の真ん中に入ったトロールたちは騎跨兵トロールデサントとしていたゴブリンたちを下ろした。

　イントラシアで打たれた質の良い鉄の短剣二本を右手と左手に装備したゴブリンたちは高く跳躍するとリエメン兵の鎧よろいの隙間に細長い短剣を突き入れ、的確に動脈を切断した。

　何が起きたのかも分からず、悲鳴すらあげることができず、当然逃げる事もできないままリエメン兵たちが倒れ、薙なぎ払われ、踏みつけられる。

　自分たちが何をされているかに気付いて獣じみた絶叫をあげた兵の首筋に人狼ワーウルフたちの牙が突き立った。

　広がるのは悪夢のような光景。人間同士の凄惨な争いと違って一方的な分、地獄というよりは悪夢めいていた。結果は何一つ、変わる事はなかったが。

　この時点でおそらくは、八〇〇〇を超えるリエメン兵が戦死、もしくは戦闘不能な損害を受けている。トロール一体には二〇名ほどの兵を簡単に吹き飛ばすだけの力と大きさがあるからだ。これにゴブリン騎跨兵トロールデサント四八〇〇と、記録には残っていないが少なくない人狼たちが加わる。

　僅かな時間に最初の奇襲で二割を超える損害を出して、リエメン軍はどうなったであろうか。

　イントラシア国史には素っ気なく結果だけが書いてあるのだが、想像を広げると、軍を立て直すのはひどく困難だったと思われる。トロールに人間が勝てるわけでもなく、陣地もない状況で立ち向かうのは自殺行為以外の何物でもない。

　当然、兵は逃げた。リエメン軍は前後に分断されることになる。
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「な、なんだありゃ」

　トロールとゴブリン、人狼を加えた混成部隊が戦うのを遠目に見ながら、陣地から顔を出したヴァリーはそう口走っている。理解が追いついていない。

「こりゃ好機ってやつですよ、隊長」

　禿とく頭とうのスヴェンがヴァリーの背を叩たたいて言った。この人物、今でこそヴァリーの補佐をしているが、元々はヴァリーの父親の友人であった。それで若干、態度が不遜である。

「好機って……いや、好機か。ええと、どっちに味方すりゃいいんだ」

「隊長しっかりしてください。敵はリエメンですよ」

「いやそりゃそうなんだがな」

　ヴァリーは呆ぼう然ぜんと、トロールたちが人間たちを蹂じゆう躙りんしている風景を見た。

「人間が一方的に蹂躙されてるのは気持ちよくないぞ」

　それはこの時代の人間の、一般的な感想である。エルフに育てられたガーディや、ハーフオークが父親だったり父親役であったナロルヴァやフローリン姫とは考える土台からして違った。今の時代ではグランドラ王の人間至上主義、他種族弾圧政策を否定するのは簡単だが、当時はそんな雰囲気ではない。

　迷う様子のヴァリーに、禿とく頭とうのスヴェンが口を開いた。

「気持ちのよさで戦争なんかしてたらおまんまの食い上げですぜ。俺たち傭よう兵へいは」

「金、金、金だよな。分かってるって。しかしだな……流石さすがの俺も、こりゃちょっと考えるぞ」

「あのトロールはイントラシアの紋章をつけてるから味方ですよ」

「だー。我が麗しのくそったれイントラシアは昔っから金にさえなればなんだってやってきたもんだが、ついに傭兵ケチって化物まで雇いやがったか。ほんと最低だな。人間の魂まで売りやがった」

「おしゃべりはいいですから」

「分かってるよ！　よぉし、野郎ども！　あいつらは無視して俺たちは俺たちの戦争するぞ！　化物には当てるな。リエメンを倒せ」

　多くの傭兵がそれでいいんですかという顔をしたが、ヴァリーは偉そうな顔をした。

「金のためだ。四の五の言わずにやれ」

　先ほどスヴェンに言われたことを、部下に言っている。言われた傭兵たちは呆あきれた顔をしたが、すぐに戦いの準備を始めた。丁度良い機会だからと逃げようとする者はいなかった。

　傭兵たちが危惧したのは逃げたらリエメンと見分けがつかなくなることである。トロールに追いかけ回されゴブリンに鎧よろいの隙間を狙われるくらいなら、まだしも人間の相手をした方がましであった。

　分断されてまごついている敵に銃を撃った。部下も三々五々に射撃している。グランドラ王は一斉射撃を突き詰めたが、ヴァリーはそこまでやっていない。全員で調子を揃そろえるなど、腕にばらつきがある傭兵隊では難しかったのである。

　まばらな射撃は、それはそれで、調子を合わせて動けないので相手する側にとっては嫌なものである。

　リエメン兵は地に伏せ、なんとかやり過ごそうとしているが寝転んでは銃に弾を込めることができない。一方的に撃たれて射すくめられる展開となった。

「このまま撃ってたら、やつらトロールの餌食だな」

「そうですね」

　銃で撃たれて死ぬのと、どっちがマシかなと思っていたら、敵は突撃を開始した。ヴァリーはまあ、そうだよなといいながら射撃を再開した。誰の弾が当たったのかは分からないが、突撃は破砕され、人の頭が爆はぜ、胴に赤い花が咲いた。

　見ればリエメン兵はすでに戦意を喪失し、ただ烏う合ごうの衆となって逃げ始めている。指揮をする武人も先頭きって逃げているようだった。

　柄にもないため息をついて、ヴァリーは敵からトロールの方へ視線を移した。

「こっち来ないよな!?　あいつら」

「大丈夫ですよ」

　禿とく頭とうのスヴェンの声に、ヴァリーは天を見上げた。

「落ち着いてんなぁ。お前常識的にいってありえない状況だぞ」

「戦場じゃ、常識を語ってるヤツほど先に死ぬんでさ」

「俺の親父おやじの口癖じゃねえか」

「いい人だったんですけどね」

　その言葉には、幾つも重なった複雑な心境がある。

　それでヴァリーは軽口を言うのをやめて、実務的なことを口にした。

「追撃するか？　敵」

「戦果に応じて報酬貰もらえる契約ですか」

「いや？　だが野盗、山賊になられると困るだろ。イントラシアはともかく、このあたりのやつらがな」

「ここから人里まではかなりあります。まあ、生き延びたとして何人が無事に生き残れるものやら」

「そうか。しかしまあ、トロールってのはもっと森深い沼地とかにいるもんじゃないのか」

「そいつはトロールに聞いてくださいよ」

　禿頭のスヴェンはそう言って自らの兜かぶとを叩たたいた。

「敵と味方の区別くらいつくといいんですがね。まあ、あっしが行ってきます。殺されたら逃げてください」

「俺はそういうやり方好きじゃねえんだ」

　それで二人は、二人してトロールの方へ行っている。手を振りながらである。

　トロールたちは前半部のリエメン軍を平らげ、後半部へ攻撃の比重を移しつつあった。
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　この時メンドリニウスは、無様にも逃げ出している。不幸だったか幸いだったのかはおそらく本人にもわかるまいが、敵を追いかけ最前列にいた結果、トロールからは遠かった。しかし追いかけ回して全員殺そうと思っていたイントラシアの傭よう兵へい隊に散々銃で撃たれて、命からがらのていとなっている。

「イントラシアは人間としての誇りすら捨てたか！」

　そんなことを吐き捨てながら逃げている。負け惜しみであろう。供回りはすでにおらず、身一つでの脱出であった。

　メンドリニウスの心は怒りで一杯である。その怒りは形相となり、言葉となって身体からだから出た。

「おのれおのれ、イントラシアめ、卑劣な罠わなにかけよって」

　彼は走って逃げながら、続いてトロールの悪口をいい、続いて部下の無能を罵った。さらには自分をこんなめに追いやった、ニフレディル姫への恨みを口にした。誰もかもが、メンドリニウスにとって断罪すべき許されざる者たちであった。

　彼にとってさぞ無念だったのは、逃げながら口にした言葉を記録されていたことであろう。人狼ワーウルフの背に乗った老ゴブリンの呪術師が、なにかの役に立つかもしれぬと追跡しながら聞き取っていたのである。

　メンドリニウスがようやく背後の気配に気付き、さらに速度を上げる。鎧よろいを捨て、武器を捨て、ただただ逃げる。人狼と老ゴブリンの呪術師は追いかけた。逃げる者は殺すなとガーディから言われていたが、いつメンドリニウスの気が変わり、また戦うかもしれないのでついて回っていたのである。人間からすれば子供のような考えと振る舞いであったが、人間以外に目をやると、こういう行動に出る種族の方が多数派であった。

　どれだけ走ったか。ついにメンドリニウスの足が止まった。人狼の足も止まる。

　メンドリニウスは近寄るゴブリンの呪術師と人狼を見ると、奇怪な笑い声を上げはじめ、寝そべって殺せ、殺せと大いに叫んだ。

「人間、殺しはしない」

　老ゴブリンの呪術師はそう人間の言葉で話しかけたが、言葉は通じぬ。メンドリニウスは笑い続け、人狼と老ゴブリンの呪術師は顔を見合わせたあと、病人として連れて行っている。

　後になってあれが将軍だったと聞いて、老ゴブリンの呪術師は、将軍とは病人がやらされるようなものなのかと逆に尋ねている。そういう理解しかできなかったのだろう。

　メンドリニウスは病人として後送され、その後正式な捕虜になり、最後は卑屈な笑顔で命乞いをすることになった。この時の姿も同じ画家によって描かれて、人生の落差を表すものとして、一対の絵画として高い美術評価を与えられることになった。メンドリニウス本人としてはさぞ不本意であったに違いない。彼は執事として裕福な商人に仕え、九〇まで長生きしたという。

　将軍であるメンドリニウスはこうして戦場から去ったが、軍勢はまだ半分以上残っていた。指揮官をなくした以上、潰走すると思うのが普通だが、実際にはそんなこともなく、否、指揮官を無くす前以上に善戦をしている。

　このため、対陣しているナロルヴァは、リエメンの将はまだ倒していない後半部分にいると考えていた。
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「敵の将は先頭にいると思ったのだがな」

　あてが外れたとトロールの上で呟つぶやくもナロルヴァはすぐに気を取り直し、攻撃を再開する。リエメン兵は奇襲による衝撃からようやく組織だった動きができるようになっており、前衛を立てつつ、盛んに射撃してトロールを狙った。

「さすがはリエメンというべきか、それとも奴隷狩りなんかやっている連中の割には頑張るというべきか」

　ナロルヴァは呟きながら敵を視察する。トロールが装備する革の上に鉄板を貼った鎧よろいは人間のものとは比べものにならない厚さを持っているが、さりとて完璧に防御できているわけでもない。どうしても隙間があり、そこから負傷するトロールが出てしまう。

　それらを下げつつ、傷を負っていないトロールを前に立てながら前衛を倒す。岩があれば投げるというか転がすようにして銃兵にも被害が与えられそうなのだが、これがない。奇襲のために湖の中に埋もれていたのだから仕方ない。

　我慢比べだとナロルヴァは覚悟を決めて、羽妖精ピクシーを通じてトロールたちに詫わびながら攻撃を続けさせた。

「敵は、良く持つ」

　通常一割も兵を失えば、戦いは決するものである。それが半数を失ってなお、組織的に動いている。特に敵前衛の戦いぶりは敵ながら天あつ晴ぱれと褒めてやりたくなるほどであった。トロールの戦せん斧ぷによって一撃で複数の前衛が吹き飛ばされるのだが、敵はすぐにその補充を送り出し、下がりながら射撃を行う銃兵を守っていた。

　普通なら敵前衛は、士気崩壊してもおかしくない。

　余程の将がいるに違いない。

「これは、ひょっとしないでも、リエメンの雪ゆき豹ひようがいるのかもしれないな」

　リエメンの雪豹とは、先代のリエメンの君主、ギメル・リエメンのことである。戦上手で知られ、グランドラ王と並ぶかそれ以上の腕前と言われていた。この人物は去年、病没している。その跡を継いだのがニフレディル姫なのだが、ナロルヴァはこれを知らなかった。リエメンは葬儀すら行わず、その死を厳重に隠していたのである。他国からの干渉を避けるためであろう。

　精強無比なトロールに対し、一歩も引かぬリエメン兵。その前衛が持つのは鑓やりである。長さは二常じよう（三・六ｍ）以上もあるのだが、それでもトロールに攻撃をするには長さが足りなかった。

　鑓の穂先が届く前に、トロールの無造作な一撃で前衛が薙なぎ倒される。

　トロールの背の上、ナロルヴァは唸うなったあと、口を開いた。

「父上、こういう時はどうすればいいのかガーディに聞いてください」

　ナロルヴァの父、シンクロはその権能オーソリテイ〝[image: ]獄耳シヤープイヤー〟によってナロルヴァの発言内容が聞こえている。

　それはそのままガーディに伝達され、ガーディは手元に置いておいた羽妖精ピクシーたちに伝言を頼んでいる。羽妖精たちは塩の地の決められた位置まで転移魔法で動いたあと、ナロルヴァのところまで飛んで行くのであった。

　これで、離れた場所と通信が可能になっている。

　ナロルヴァが銃の発砲音に顔をしかめていると、羽妖精がメールだよーと飛んで来た。この間、ゆっくり三〇を数えるほど。

「まーた変な事を」

「側面から兵を迂う回かい攻撃させましょう。ゴブリンと人狼ワーウルフを、と、言っています」

「分かった」

　ナロルヴァは危険を冒してトロールの籠から身を乗り出した。戦場を見渡し、すぐに頭を引っ込める。銃弾数発が頭上を飛んで行った。

「ゴブリンの乗り手ライダーズはまだ十分残ってるな。迂回して敵の背後を取れ。銃の届かぬ距離を走って迂回しろ」

　残っているかと確認したのは、少なくない数が残党狩りに向かったからである。ある程度追撃しておかないと、また組織立って動くかもしれないという懸念の元の行動だった。

「手元に数は三〇〇くらいいるよ？」

「よし、それで出撃だ」

　ナロルヴァの乗るトロール付きの通信羽妖精がみょんみょんみょんと通信を送っている。すぐに三〇〇ほどの人狼たちがゴブリンを乗せて駆けだした。多くがゴブリンの中でも特に長生きをした長老や呪術師たちである。

　これらはゴブリンの中でも比較的頭が良く、複雑な命令も理解し、時に応用することもできた。

　狼おおかみなのに猪ちよ突とつ猛もう進しんな人狼と組み合わせて運用することで、高度な作戦も実行可能になっている。最初、ゴブリンからも人狼からも、乗り手には戦闘力の高い個体がいいのではないかという意見が多かったが、ガーディは戦闘力より取り回しの良さを重視した。このあたりにガーディが兵士に求めている能力を垣かい間ま見みることができる。

　ゴブリンの呪術師たちは、イントラシアの旗を立て、ガーディこそはゴブリンの王、諸王の王なりと唱えながら人狼を走らせた。トロールたちの側面から飛び出し、そのまま円弧を描くようにリエメン軍の側面を走った。

　その速度は極めて速く、当時の照準もないような合戦用の銃ではとうてい命中弾を出すことはできなかった。すぐに射程から外れて行く。

　敵の前衛と銃兵の双方に激しい動揺が見える。

　ただ迂う回かいされるだけでこうも士気に影響するのかと、ナロルヴァは少し不思議に思ったが、すぐに考えるのをやめた。今こそ好機だと思ったのだった。

「トロール前へ。突撃用意。随伴兵、仕事しろ」

　トロールの足元で控えるゴブリンたちが短剣を突き上げて何事かを言ったが、エルフ語が分からないナロルヴァには意味が分からなかった。ただ頷うなずいただけである。

　実際のところ、短剣しか持たず、それ故にトロールがリエメンの鑓やり兵と戦う際に出番がなかったゴブリンたちは、暇をもてあそぶようなことはしていなかった。不死者にならぬようリエメンの戦死者の首を落としたり小石を集めて臨時の投石部隊を編成したりと、相応のことをやっている。この部分はイントラシア国史には記載がないが、ゴブリンたちの残した絵巻物にはちゃんと記録がある。

　トロールの突撃が始まるとゴブリンたちは鑓兵の顔めがけて投石をはじめ、嫌がらせをはじめた。当たっても即死したりはしないものの、鑓を使うのを邪魔してトロールの傷が増えるのを阻止している。

「なるほど。こう使うのか」

　ナロルヴァは小さい声で呟つぶやきながら戦いの様子を見ている。ナロルヴァの初陣は数え一二歳の頃だが、女性という事もあり、これだけの部隊規模の指揮は初めてである。まして諸種族連合コンバインドアームズ部隊の指揮などこの時代ではガーディ以外やっていない。学ぶところは非常に多かった。

　そもそもでいえば、嫁入りまで勤め上げたとしてもナロルヴァがこうしてこの規模の部隊指揮を行う事は生涯なかったであろう。イントラシア軍の人材の層はそこまで薄くはない。

　それでも異例の抜ばつ擢てきというかたちで今回一つの方面軍を任されているのは、傭よう兵へい以外の全兵員が森タ州ウ出身だからである。ガーディと一緒に戦っていたナロルヴァだから各種族は指示に従うし、だからこそのこの人事である。

「こうして皆が戦っているのを見ると、ガーディの人望が分かるな」

　ふと優しい顔で、ナロルヴァはそう言って長刀なぎなたを振るっている。鑓以前の古い武器であるが、トロールとの共同作戦では有用だと、今回新たに鍛冶に打たせている。ゆくゆくは人間に持たせてゴブリンとトロールの体格差の隙間を埋める予定であった。

　ガーディが頑張った結果、皆ついてきてくれている。最初の方でうまく行かず、ガーディに色々文句を言っていた自分を思い出し、ナロルヴァは恥ずかしい気持ちになった。

　同時に嬉うれしく、好ましくも感じる。

「ガーディから通信だよー」

「なんだ」

「ナロルヴァさん無事ですかって」

「無事に決まってると伝えろ。あと、それぐらいで通信するなって言え！」

「はーい。メスの顔で頬ほおを真っ赤にして言ってましたーと」

「変な脚色つけるな！」

　実際ナロルヴァがどんな顔色だったのかは、記録がない。

　命の取り合い、とも言える状況でのんきな感じでもあるのだが、長い時間殺しあいをしていると、手は無造作に殺害をしながらも、心はどうしようもなく別のことを考え始めるものである。戦場を指して夢の中のようだと語る経験者もいる。まともな神経では戦争や戦闘などというものには耐えきれず、だからこそ思考は別のことに向かってしまうのであろう。

　ガーディに無事だと言った手前、怪け我がでもしたら面目が立たない。ナロルヴァは意識を戦場に向け、状況を見た。

　ところでトロールの肩越しに前方を見るなど大変な難事である。籠の上から背伸びしても顔を出せるか出せないかくらいなのである。それに、身を乗り出せば先ほどのように狙われもする。

　ナロルヴァは不意にひらめいて懐から手鏡を取り出して上に向けると、それを使って間接的に様子を見た。これがうまく行き、じっくりと周囲を視察することができた。普段の彼女なら戦場に手鏡など持っていかないのだが、ガーディを娶めとると心に決めてからは、こういうものも持参するようになっていた。
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　ナロルヴァは小さな声をあげる。

　やっぱり、崩れはじめている。

　それまで粘りに粘っていたのに、これはどうしたことだろう。いや、私はガーディじゃないんだ。下手な考えよりも、オークは黙って肉弾戦だろう。私は四分の一だけど。

　手鏡を引っ込めると、ナロルヴァは羽妖精ピクシーに命令を伝えた。

「トロール前進、突撃だ！」

「パンツァーフォー！」

　羽妖精はそう答えると、全トロールに指示を出した。

　トロールが前進する。

　踏まれぬよう、器用に立ち回りながらゴブリンたちも前進する。ちなみにこのゴブリンたちは魔法の素養が全くない者を特に選んでおり、それ故鉄の武器を直じかに触ることができた。

　これを利用し、リエメン軍から捕獲した鑓やりも装備している。この時一尋ひろ（一・八ｍ）まで柄を短くし、ゴブリンたちが使えるように自ら改造していた。

　魔法を使えるせいで鉄に触ると激しく火傷やけどをするトロールたちが、鉄の鎧よろいを装備するにあたって革の上に貼り付け、柄が木製の戦せん斧ぷしか使えぬのとは異なり、ゴブリンは柔軟性が人間と同じくらいあり、その分、色々なことをやって戦争に貢献している。

　トロールが一押しすると前衛はついに崩れた。補充がされなくなった。見れば敵の前衛はゴブリンの呪術師を乗せた人狼ワーウルフたちを追いかけている。銃兵はこれを援護するように、下がりながら散発的に銃を撃ってきていた。トロールを倒すのを断念し、時間を稼ぐ方へ舵かじを切ったようである。

「敵将が自決する時間を稼ごうとしているのか」

　ナロルヴァはこの時代の常識に沿ってそのように判断した。リエメン軍の中で、戦いは決したということであろう。

　このまま追いかけ、突き崩すか考えて、ガーディならばお人ひと好よしにも降伏勧告するであろうと、ナロルヴァは声をかけた。惚ほれた弱みというやつである。

「降伏せよ。すくなくとも命は取らない」

　ナロルヴァは声を掛けたがトロールやゴブリンに言われても信用できなかったのだろう。銃兵はあくまで撃ってきた。後退しながらでは弾を詰めることができないので、全員が一発一発を大事に撃っているような有様である。

　降伏は無理か。このままトロールを前進させて敵を蹂じゆう躙りんすることも思ったが、ガーディがまた泣きそうなのでナロルヴァはガーディに考えさせることにした。自身では策を思いつかなかった、ともいう。

「ガーディ、敵を降伏させたいがどうしたらいい？」

　待つことしばし、また羽妖精ピクシーがやってきた。

「降伏して欲しいんですが、条件はありますかって聞いてくださいだって」

「ガーディ、そんな降伏勧告聞いたことがないぞ」

　そう言いながら、言われた通りにやった。そこからナロルヴァのガーディに対する信頼が窺うかがえる。

「私はこの軍の指揮官、ナロルヴァ・ナウロネレド。降伏にあたっての条件があれば聞く！」

　トロール越しにそう叫ぶと、しばらくして銃撃が止やんだ。銃撃していては声が届かぬと思ったらしい。ナロルヴァはもう一度同じ事を叫んだ。

「こちら、リエメンのモンド・レダ。女子供の命を助けられたし！」

「女子供だと？」

　現代の感覚からすれば一四歳のナロルヴァも子供でしかも女性であるのだが、当時の感覚ではそうではなかった。ここでいう子供と言えば軍務に耐えられない一〇歳に満たない子供たちであり、女と言えば妊婦だった。

「なんでそんなものを戦場に連れて来たんだ」

　ナロルヴァならずともそう思うはずである。しかし、この期ごに及んで嘘うそや冗談を言うとも思えない。

「分かった。助命は我が名に賭けて行う！」

　羽妖精たちに命じ、トロールたちに攻撃をやめさせる。リエメン兵は銃を置き。剣を鞘さやごと捨てて手を上げた。戦いは止んだ。

　ナロルヴァは息をついて、羽妖精に声を掛けた。

「人狼ワーウルフとその乗り手たちにも、停止するよう伝えろ。監視に切り替えだ」

「もう伝えてるよー」

「偉いぞ」

　指示を受けて人狼の上に乗ったゴブリンの呪術師たちは即座に攻撃をやめた。ガーディの人選は正しかったというべきだろう。勢い余って攻撃するようなことがなかった。この戦いでの行動がゴブリンに対する人間の認識を変えたのは間違いない。

「確かに、人間の子供。女。自決しそう」

　ゴブリンの呪術師たちは入れ墨だらけの顔をしかめると、口々に呪文を唱えて自分の首筋に刃やいばを向ける者たちを眠らせた。眠りの呪文であった。ガーディは機動力のある魔法による火力発揮を人狼とゴブリンの呪術師たちの組み合わせで達成しようとしており、それが別の形で役に立ったのである。

　この時眠らせた者の数は二〇〇〇を優に超える。眠りの呪文には精神の働きを落ち着かせる効果があり、眠らなくてもゴブリンたちが注意して傷つけないようにしているのが分かった。

　そこにナロルヴァの許可を得て、伝令として走った降伏した銃兵がやってきて事態を伝え、ようやく戦いは終わることとなった。

　ナロルヴァはなんで女子供がいるんだと独り言を言いながら、その保護に力を入れることになる。
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　ヴァリーが構から顔を出して様子見を決め込んでいると、トロールたちが武器である戦せん斧ぷを下ろすのが見えた。トロール用のそれは人間などでは到底扱えないほど重く、どんな鎧よろいでもその打撃を防ぐことはできなさそうに見えた。

　実際、鎧がひしゃげて中の身体からだが指一本の幅もないほどになって倒れている者が沢山いる。当然戦死であろう。あれで生きていたら不死者かなにかであった。

「人間が負けたと言うべきか、イントラシアが勝ったと言うべきか」

「我々が儲もうかった、じゃないんですかね」

「まあ、そりゃそうだな」

　禿とく頭とうのスヴェンに言われてヴァリーは納得したような顔をしたが、まだ何か思っている様子。スヴェンはため息をついて、口を開いた。

「これまで言ってなかったんですが、あっしはオークでして」

「いや、そりゃ見た目で分かるから。むしろ、お前は俺の目を節穴かなにかだと思ってんのか」

「ですが、オークとゴブリンは親戚みたいなもんでしてね」

「オークは別だろ、オークは。うちにも何十かはいるだろ」

「オークとゴブリンには体格と成長の速度に違いはありますが……」

　ヴァリーは難しい顔でそういうものかぁと言った。スヴェンは大いに頷うなずいた。

「隊長が小さい頃はあっしもオークってことで丁度今のゴブリンたちみたいな反応されたもんでさ。それを救ったのが常識を語る傭よう兵へいでして」

「俺の親父おやじじゃねえか。はぁ、いや分かったよ。要は喰くい慣れないってことなんだろう。イカとおんなじだ。俺はアレを一五になるまで喰ったことなかったが、今じゃ好物だ。トロールやゴブリンに対する気持ちってのもそういうもんなんだろう。というか、援護したが良かったか？」

「いや、援護しろって契約はなかったんで……」

「結局は金か」

「あっしは金こそ人間最大の発明だと思いますがね」

　ちなみに今では、金の発明はスティタスウィンドウなどを作った神々であることが判明している。ただ当時は、金銭を発明したのは人間だと信じられていた。

　ヴァリーは古ふる馴な染じみの副隊長に笑いかけると、んじゃ挨拶するかと、手ぶらでのんびりトロールたちの方向へ向かっている。否、慌てて貰もらってイントラシアの旗を持ってもう一度トロールたちのところへ向かっている。

「あー。人間なんだが味方だ」

　そう告げたところ、将であるナロルヴァが連れ出されている。エルフ語はともかく、人間語が喋しやべれる者はナロルヴァしかいなかった。

「私が将のナロルヴァだ、傭よう兵へいだな。上から聞いている」

「そりゃどうも、何かお手伝いがいるならやりますが？」

「問題ない。いや、死傷者を数えてくれ。ついでに首も取れるだけ取っておきたい」

「へいへい。しかしまあ、娘っこばかりだな。イントラシアは」

「聞こえてるぞ？」

「聞こえるように言いましたが？」

　二人は睨にらみ合った。ナロルヴァはガーディを思って、やはりガーディは別格だな。他の男は駄目だと思い、ヴァリーはやはりガーディは別格だな。他の女はがさつでいけないと思った。

　互いに剣けん呑のんな笑いを浮かべ、ヴァリーはトロールたちの背後の女子供を見た。

「この女子供はなんです？」

「捕虜だ。なぜかリエメンが連れていた」

「こいつらの餌じゃないでしょうね」

　ヴァリーが言うと、ナロルヴァはむっ、としてトロールの膝を叩たたいた。

「こいつらは草食だ！　そんなことも知らないのか」

　そうは言っているが、春先まではナロルヴァも知らない話である。対するヴァリーは肩をすくめた。

「そいつは失礼。しかし、ゴブリンは」

「うちのゴブリンはすっかり美食に目覚めて麦むぎ粥がゆに干し魚を食べる」

　単価としては米より麦の方が安いのだが、その理由として麦は米より食べるための手間が多い。ゴブリンはその手間をかけても麦を好んで食べる性質があった。森タ州ウでは米が栽培できなかったからとも、エルフの文化から影響を受けたせいとも言われる。いずれにせよ、ゴブリンがガーディの感状と引き換えで貰っていく食糧は、麦が圧倒的に多かった。ついで乾酪チーズである。これに加え、それまで森タ州ウでは手に入らなかった海魚の干し物が珍味として人気を集めつつある。

　ナロルヴァも、文化的で健康なゴブリンは人の形をしたものを食べない、食べると魂が穢けがれると、ゴブリンの老呪術師から断りをいれられている。どこが出元かは分からないが、ゴブリン自身が気にするほどゴブリンが人間を食べるなどの噂うわさがあったものと思われる。

　ヴァリーはナロルヴァに言われて再度肩をすくめると、気の毒そうに捕虜を見た。

　人間だったらまあ、女も楽しむ事ができるかもしれないが、ゴブリン相手じゃなあ。

　浮かぬ顔をして、自らの陣地に戻っていった。

「しまったな。女が略奪できるんなら手伝っとけばよかった。そうしたら、少しは助けられたかもしれないんだが」

　あとの祭りというものであった。

　一方、ナロルヴァはナロルヴァで、肩の上に乗った羽妖精ピクシーに、言葉を掛けている。

「やつらが様子見を決め込むような連中で良かった。同じ女として、捕虜がやつらにいいようにされるのを見るのは耐えがたい」

　どちらも同じようなことを考えている点で、この時代の戦争が終わった時、どんな惨劇が日常的に起きていたのかうかがい知ることができる。

　捕虜についての扱いが変わっていくのは、やがて大軍師と呼ばれるガーディが活発に活動をはじめてからである。今日、ここでともに戦った将と傭よう兵へい隊長は、それとしらずガーディが始める時代の入り口にいた。




　両軍の損害はナロルヴァ率いる森州軍がトロールが四体、ゴブリン四二体、ヴァリーの傭兵軍が一〇〇名余、対してリエメン軍の損害は戦死一万名以上、行方不明者一万五千以上、捕虜二万人である。リエメン軍は壊滅し、生きて故国に帰り着いた者はいなかったと思われる。

　リエメンの三方面作戦は日を置かずして二方向が撃破され、リエメン全軍のうち、九割までが地上から消え失うせた。陸州に下向してから四百年、中央の貴族としてあった頃から数えて一〇〇〇年のリエメンは、こうして終わりを迎えようとしていた。
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　イグノゴンド城の軍議の間では、ガーディとシンクロだけがいた。合戦の間はずっと詰めるということで、フローリン姫やアンドゥイレドはそれぞれ別の仕事を行っている。この当時においてさえ、戦争をするということは、日常業務をしないでいいということではなかったのである。アンドゥイレドは戦費をどうにかするために財務の仕事で忙しく、フローリン姫は大量の裁可を行っている。多くの書類は官僚団が処理するのだが、その官僚団が不正をすることもありうるわけで、なんでも手放しでいられる、というわけにはいかなかった。

　時刻は、午後遅く。日の光が入ってこなくなり、行灯あんどんに火が灯ともされている。灯あかりの魔法を使えばいいじゃないですかとガーディは提言したが、シンクロは魔力を持つ人間などめったにいないと返している。

　ナロルヴァが大勝したのはシンクロの権能オーソリテイ、〝[image: ]獄耳シヤープイヤー〟によってすぐに知れた。今度はガーディも倒れずに、良かった、良かったと呟つぶやいている。

「そんなにナロルヴァが心配か」

　シンクロから優しく言われ、ガーディは頷うなずいている。

「それもありますが、多分敵は女性や子供を連れて来ていると思っていたので」

「そうか」

　ガーディは食糧の集められ方から、即すなわち最初からおそらくそういうことになるだろうと試算をしていた。リエメン軍が一〇万の兵を出すとするなら、本国の守りがなくなると見通し、そうならば守るべき者も一緒に動いてくるだろうと占っていたのである。

　双子要塞の戦いでガーディが寝込んだのも、非戦闘員が大量に死んだと推定されたからである。はっきりした報告はまだないが、自殺をしたか、夜になって不死者たちに喰くわれたか、どちらかだったろう。

　少なくとも、片方は助けることが出で来きたと安あん堵どするガーディに、シンクロは苦笑を向けている。

「ガーディ、そなたの占いではリエメン軍は道中略奪をし、奴隷も殺していたはずだ。そんなやつらまで助けなくても良いのではないか」

「元々、食糧が十分にあれば、そういうことにはならなかったと思います」

　ここでガーディは、後々の歴史に残る言葉を発している。

「環境が人を歪ゆがめるんです。歪みを罪というのなら、罰すべきは環境だと思います」

「その理屈では悪い人間はいないことになるな」

「はい。僕はそう思います」

　ガーディ自身、エルフの母に拾われなければ、どういう人間になっていたかも分からぬ。ガーディはそう言っている。

　シンクロはさらに牙を見せて苦笑すると口を開いた。今度の苦笑は、優しいものではなかった。

「ガーディ、世の中はそんなに甘くはないぞ」

「そうかもしれません。でも、そうではないかもしれないんです」

　世の中というものに納得していない言い方に、シンクロは理解の眼まな差ざしを向けた。

「そうか。だがその考えでイントラシアを傾けるなよ。そうでない限りは、自由にやれ、力も貸そう」

「ありがとうございます」

　ガーディは微笑ほほえんで頷うなずいている。

「ところで俺には娘がおってな」

「ナロルヴァさん以外に、でしょうか」

「いや、そのナロルヴァだ。どう思う」

「大好きです」

　間髪入れぬ反応に、シンクロは微笑んだ。

「フローリン姫と比べてどうだ」

「人と人を比べるべきではないと思うんですけど……」

「エルフとて木の股から生まれてきたわけではあるまい」

「はい。魔法陣と呪文から創造されます」

　シンクロは娘と姫の苦労を思って遠い目をした。

「ともあれ、ガーディ、お前までも魔法陣で増えるわけではあるまい」

　ガーディは黙った。シンクロは、さぞかし不安になったことであろう。

　実際はどうであったかというと、不意に羽妖精ピクシーが出現してガーディの顔にぶつかっていたのである。

「どうしたんだい、メイ!?」

「リンナール妖精にボギー！」

「敵の事？　数はどれくらいだろう。ベレンブンドは何か言っているかい」

　ベレンブンドとはリンナール要塞の守備隊長の名である。羽妖精は頷うなずくと、手を大きく広げて身振り手振りで説明を開始した。

「敵は沢山。数はまだ分からない。攻こう城じよう槌づちを持ってるって」

「そうか、こっちが要塞を持っているのは予想してたんだね」

　ガーディは顔をあげてシンクロをみた。

「僕、リンナール要塞に行ってきます。もう、遠隔で指示を出す必要はないと思いますし。僕が到着するぐらいまでは持ってくれると思います」

「敵は、占いでは残っていても一万ほどだろう、わざわざそなたがリンナール要塞まで行かずとも良いのではないか」

「普通に考えれば一万は大軍ですよ」

　ガーディに言われてシンクロは苦笑した。

「言われてみればそうだな。最近敵の規模が大きすぎて、よく分からなくなっていた。まあ、たしかにあの要塞、兵は森タ州ウの住民ばかりだ。ガーディかナロルヴァでなければ中々言う事を聞くまい。分かった。行ってこい。戻って来いよ」

　言外に森州で独立する事を警戒するシンクロに、ガーディは微笑ほほえんでいる。

「大丈夫ですよ。森州の人たちに、食糧を配りたいですし」

　イントラシアとの繋つながりがあれば、森州で財貨を稼ぐことができれば、森州は飢えずに済む。

　ガーディはさらにこうも言っている。

「金銭を軸に地域を繋げていければ、多分誰も飢えなくなると思います」

「精霊魔法か」

「はい。一四州全部を繋げて、皆を飢えなくすることはできると思います」

　シンクロは太い腕を組んだ。

「アンドゥイレドなら頷くこともあるかもしれないが、本当にそうなりうるのか。収穫と食糧には限りがあるのに？　イントラシア一国ならともかく」

「大丈夫だと思います。もう少し詰めていかないといけませんけれど」

「精霊魔法というものは偉大なものだな」

　ガーディは笑顔で頷うなずいて、リンナール要塞に向かっている。

　残されたシンクロは息を吐くと、口を開いた。

「さらりと、一四州再統一を話しおったな。まったくどこまで本気なのやら」

　もちろん、ガーディが話していたのは今で言うなら経済圏の話であって、政治的な意味ではなかったろう。ただ概念が高度すぎてシンクロのみならず色々な人間の理解が追いつかず、後の歴史にも影響を与えることになる。ガーディに一四州統一の大望ありという噂うわさである。たとえガーディの権能オーソリテイ、無限抱擁インフイニツトテンダーがあろうとも、多くの人はガーディの能力に怯おびえ、警戒し、こういった噂を拡大させていった。
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　時は、少し戻る。

　嵐が過ぎて雲一つない空の下、リンナール山道を輿こしが行く。伴ともとして歩くギョームからすればいつかの風景に被かぶるが、輿に乗るのは老人ではなく童女、ニフレディル姫だった。リエメンに残された一万の軍勢である中軍を指揮するのは、彼女自身である。

　ニフレディル姫が輿の上から空を見上げている。もう一刻ばかりも空を見上げ、一言も発する事がない。ギョームは主あるじを見上げ、口を開いた。

「お恐れながら申し上げます。姫はもしや、自害される気でありましょうか」

「このみちに三まんのへいをつれても、いみがない。ただそれだけのこと」

「ならば、良いのです。失礼しました。罰はいかようにもお受けいたします」

「そんなものはない」

　ニフレディル姫はそう言ってしばし木々も生えぬ尾根伝いに作られた山道を見た。山道の向こうに不格好な要塞が見える。

「わたしがここにいるのは、わたししかここをぬけられぬゆえ。それともうひとつ」

　ニフレディル姫は感情の残ざん滓しのようなものを纏まとわせて、言葉を続ける。

「せんだいさまにころされそうなところを、ウスイはたすけた。それだけだ。ギョーム、そなたのかためをいぬいたものもここにいるのだろう？　いっしょにふくしゅうしてやろう」

「私の片目は……戦とはそのようなものですゆえ……姫、そのような理由で戦ってはなりませぬ」

　音を立ててニフレディル姫は笑った。鈴が鳴るような声だった。

「ギョーム、そなたはただしい。だがことわる。リエメンがいきのこるてはうってやった、あとはゴロイゼンとメンドリニウスのはたらきしだいだ。ここまでやってやったのだから、すこしぐらいのわがままをさせよ」

　ギョームは悲しげに首を横に振ると、残る片目でニフレディル姫を見上げた。

「承知、仕つかまつりました」
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　ガーディはシンクロから馬を借りると、メイ、スナガ、フェリンを伴って大急ぎでリンナール要塞に向かっている。

「リンナール山道が一番早く攻められると思ったんだけどな」

　馬上で、ガーディはそう呟つぶやいている。

「どういうこと？」

　そう言ったのは、懐に入っていたメイである。ガーディは少し微笑ほほえむと、羽妖精ピクシー相手に説明を始めた。

「まずリンナール山道を攻める。イントラシアが討伐に動く、その間に他の二つの軍勢が動く。というわけ」

「あー。敵のミスプレイだね」

「まーた変なことを、し損じるってこと？」

「そうそう。ガーディさまも早く英語覚えないと」

「なんだいそれ」

「古代語ー」

　ガーディはメイの言葉を適当に聞き逃しながら、考える。敵がし損じる。そんなことあるんだろうか。一〇万の軍勢の進軍計画を実行できる敵が？

　馬にエルフ語で急がせてごめんと謝りつつ、ガーディはなおも考える。ガーディの場合馬に手綱をつけるような事もなく、移動は馬任せであった。考えることはリエメンの動きである。

「敵は、僕たちが迎え撃つことを知っていたから、囮おとりなんて意味がないと思っていたのかも」

　今のところその推理が一番正しいように思えた。敵の偵騎を広い範囲で殺害しているので、少なくとも何かしら動いている事をリエメンは知っていたはず。

　これ以上考えようにも材料がない。

　ガーディはそう結論づけて、さらに急いでいる。

　途中出迎えのトロールに合流することができ、ガーディはさらに速度をあげている。四日でリンナール要塞まで辿たどり着いた。

　リンナール要塞に着いたの昼前の時刻である。夏が終わったばかりなのにもう肌寒く、冬の気配すら感じさせた。要塞を挟んでイントラシア側にも戦いの喚声と怒号が聞こえてくる。

「敵の動きはどうですか？」

　出迎えにやってきたベレンブンドに対し、挨拶もそこそこにガーディはそう尋ねている。




　ベレンブンド。

　この話自体には大きな影響を与える存在ではないが、語らねばならぬ人物である。なぜならば、彼がいなければファンタジック・ガーディの人物像は大いに歪ゆがめられている可能性があるからである。

　後の時代、ファンタジック・ガーディの一代記としてガーディ公記を書き、歴史に名前を残す人物である。歴史も、伝説も、彼を希代の長命な歴史学者として伝えるが、その実体はガーディの部下であった。

　ベレンブンドについてはベレンブンド自身がほとんど記録に残していないので、分かる事は少ないが、ガーディの残した命令書やテイの日記などから見ると、以下のようなことが分かる。

　ベレンブンド。生まれは森タ州ウ、年齢はこの頃、四〇ほどになる。エルフ語で大きな鼻という意味の名で、実際その通りであった。輪郭はまるでマクワウリのよう、昔出稼ぎでイントラシアで傭よう兵へいをしていたことがあり、その経歴を見込まれて要塞の守備隊長を任されていた。この人物はガーディの作った新しい集落である二日谷の人物である。

　この人物、武将、武人としては活躍らしい活躍をしていないが、エルフの血が入っていたのか、二〇〇年生き、晩年になってイントラシア王子シルヴァンの願いに応じ、既に伝説上の人物になっていたガーディのことを文にした。最初は一代記ではなく、日々書いた分をシルヴァンに読み聞かせる、という形だったらしい。

　病弱であったシルヴァンは、ベレンブンドがまとめた文章を、喜んで読んだ。中でもガーディのちょっと間の抜けたところや、日常での生活を殊の外喜んだとされる。そのせいで、この一代記はガーディの日常や失敗談を豊富に含んでいる。美化されていないことと、内容の正確性から一級の史料になり、シルヴァン死後も文章の続きを書くよう命じられ、最後まで書き上げた。

　一代記をシルヴァン王子の墓前に置き、ベレンブンドは野に下ったとされ、その後は杳ようとして知れぬ。




　話を、戻す。

　他の地域はイントラシアから派遣された代官が治めることが多かったが、ここリンナール要塞は軍事的な高い価値と経済的な価値のなさからガーディの直轄地であり、維持費はイントラシアの国庫から出すという扱いであった。これといって戦果をあげていない二日谷のベレンブンドが守備隊長になっているのは、このせいである。

　ベレンブンドはガーディの姿を見て、心底ほっとした様子であった。

「来てくださって助かります。私ごときでどうなることかと。ほんと」

　ベレンブンドはなんとか自分ごときでも耐えきった、あとはガーディさまに丸投げしよう、ほんと。という顔をしていたが、ガーディは難しい顔を崩さなかった。

「えーと、ですから敵の動きを……」

「ああ、そうでした。敵ですが、今のところ動きがありません。ほんと。なにかやってそうではあるのですが、中々近寄れず……」

「分かりました。もう少し詳しく聞いてもいいでしょうか」

「はい」

　旅装も解かず、ガーディはベレンブンドと軍議に入っている。要塞内にある物もの見み櫓やぐらからの情報では、山の稜りよう線せんに沿って長く続く道にリエメン兵がいるが、一万人には届かないように見えたという。

「伏兵はいそうですか、迂う回かいとか」

「厳重に探してます。ほんと」

「では、正面にいる敵の動きはどうでしょう」

「ああ、はい。今までずっと動きがなかったんですが、先ほどから言葉合戦をしかけてきております」

　言葉合戦とは、戦いを前にしての口上の交換である。ガーディの時代から数えて一〇〇年ほど前までは様式美として広く行われていたが、銃が普及するにつれ、廃れた。戦いはどんどん、殺伐としたものになっていっている。

「なんでそんなものを」

「古式に詳しい敵だと思いますよ。ほんと」

　そんなものなのかなと思いながら、ガーディはすぐに否定した。これまでの敵はそんなことをしていない。敵の将の性格か、それともこれは、戦の術すべか。

　ガーディは耳を澄ませて言葉合戦の様子を聞く、味方は言葉合戦の様子を祖父に聞いたことがあるという老人が口上を述べ、それを孫が大声で敵軍に喋しやべるという形だった。内容を要約すると侵略者め出て行け、卑しい奴隷狩りどもめ、という感じである。

　他方、敵は今頃イントラシアはリエメンによって蹂じゆう躙りんされておるわ、ざまあみろ、という内容である。

「なるほど、そういうことか……」

「なんです？　ガーディさま」

「敵は僕たちから情報を得たいのだと思います」

　しばし待っていると味方が総出で喚声を上げ始めた。敵の口上に対してリエメン兵などとっくの昔に敗退しとるわとはやし立てている。

　ガーディは頷うなずきながら口を開いた。

「これで敵は労せずして情報を得たわけだ。なるほどいい手だな。情報がなければこっちの動揺を誘うこともできるし、情報があればどの程度を知っているかを知ることができる」

「やめさせますか。ほんと」

「いいですよ。そのままで」

　ガーディはそう言った後、不思議そうなベレンブンドの顔を見て、さらに説明を加えている。

「敵が他地域での敗退を知って、引き上げてくれればそれに越したことはありません」

「随分とお優しい」

　そう言われてガーディはそうかなという顔をしたが、それ以上には何も言っていない。

　しばらくの後、ガーディの願いは叶かなわずに戦端が開かれる事になった。敵が投石機を使って岩を撃ちだしたのである。
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　リンナール要塞に籠るイントラシア兵の口上は、リエメン軍に一定の動揺を与えたが、すぐに沈静化した。ニフレディル姫が眉一つ動かさず、投石機を用意せよと言ったからである。

　ギョームはこの胆力に舌を巻き、なんという才能だと呟つぶやいた。自身、少なからず動揺している。

「姫、敵の言う事は本当でしょうか」

「ほんとうだろうとうそだろうと、いまここでやることはかわらぬ」

「味方が負けているのならば、陸州に帰り立て直しを……」

「ギョーム」

　ニフレディル姫が名を呼ぶ響きには、叱しつ咤たというよりも少しの優しさが含まれている。

「ギョーム、きけ。かってもまけても、もはやりくしゅうのつちはふめぬ」

「そんな……」

「かんれいきが、おわる」

　ニフレディル姫はどんな感情も表に出さず口を開いた。

「ことしのすいがいをみたろう。これから一〇ねんいじょう、ああいうのがつづく。うみのみずがふえ、りくしゅうのおおくはしずむ」

　ギョームがニフレディル姫を見上げると、ニフレディル姫は輿こしに乗ったまま、口を開いた。

「なぜそんなことをしるのか、か？　かんたんだ。わたしにも〈けんのう〉があるのだ。てんきをしる、てんきりんスカイリングスが」
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　リンナール山道の細い道一杯に、一台の投石機が置かれている。地形的にこれ以上の投石機は置けなかった。しかし、一台きりとはいえ、脅威であることに違いはない。

　岩が飛ばされ、要塞前面の石壁に当たって砕くだける。石壁も無事ではいられない。岩と石壁がぶつかる音は、リンナール要塞に籠る兵たちの心をも削り始めた。

「ど、どうするんですか、ほんと」

「リエメンもあんなの持ち込むなんて、大変だよね。どれだけの手間と時間が掛かったのやら」

「そういう場合じゃないでしょう！　ほんと！」

　ベレンブンドが慌てるのには理由がある。細いリンナール山道は守るに易やすいが攻めるのは難しい。それがそのまま、敵にも当てはまるのである。投石機を破壊しようと欲するなら、細い道を限られた兵を使って戦わねばならぬ。

　ガーディは優しく微笑ほほえむと、すぐさまこの投石機を取り除くことを判断した。

　弓を背負って物もの見み櫓やぐらの中に据えられた長い梯子はしごを登ると、櫓の上どころかその屋根の上に立ってイチイの弓を取り出した。急角度の屋根を足場に特に気負うでもなく弓を引き絞ると、油の小こ壺つぼを下げた矢と、火矢をそれぞれ一矢ずつ放って、投石機を結合する綱に命中させた。何百歩も離れた距離からの、人間離れした芸当だった。

　リエメン兵が神業というべき所業に声もなく凍っている内に綱が燃え始め、焼けて切断にいたった。食用油程度の火力ではいくらでも対応の時間はあったろうから、揮発性の高い鉱油かなにかを使ったのであろう。森タ州ウでは小規模ではあるが鉱油の油田がある。

　綱が燃えて千切れると蓄えられていた木材が戻ろうとする力が暴れ、投石機自身を破壊すると横倒しになって山道に落ちていった。

　遅れてリンナール要塞から喚声があがる。ガーディは特になんの気負いもなく、敵陣を見やった。

「これで終わりとは思えないけど、どうするつもりだろう」
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　投石機が倒れるのを見て喜んだのは、何もリンナール要塞側だけではなかった。

「よろこべ。ギョーム。めのかたきがいるぞ」

　ニフレディル姫はそう言って無邪気に笑っている。ちなみに、目の敵という言葉の語源の一つは、このギョームにあるという。少なくともイントラシアでは広くそう信じられている。

　ギョームは痛々しさに残った目を伏せた後、心配そうに声を掛けた。

「これで攻め手を失いましたが、いかがなさるおつもりですか」

「なに、これでてきのようすはしれた。あの、えるふのごときゆみへいいがいにゆうしゃはおらぬ。ようさいのかべがうちこわされれば、それでおわりだ」

　ニフレディル姫は、必勝を確信する笑顔を作って、言葉を続けた。

「せめるぞ、へいをよういせよ」
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　ガーディは物もの見み櫓やぐらの屋根の上から離れず、そのまま周囲を見た。敵が他にいないか、丹念に調べていく。違和感はない。

　ただ嫌な予感はある。

「メイ、いるかい」

「呼ばれて飛び出てじゃんじゃかジャンジャンジャーン！　なに？」

　羽妖精ピクシーのメイが唐突に姿を見せた。彼女たちはガーディの権能オーソリテイを基準座標にして転移魔法を使っており、ガーディのもとにだけは、条件なしで辿たどり着くことができた。

「羽妖精を集めて、調べて欲しい。迂う回かい路を探すか、作るかしているはずなんだ」

「イエッサー！」

「まーた変な事を言って」

　そう言いながらガーディはメイを送り出し、しばし塔から周辺を観察した。険しい山を迂回しようとしても、それらの道は丹念に潰し、あるいは小さな永久陣地を作って防御しているはずである。

　迂回は難しいはず。

　ガーディは意図的に呼吸をゆっくりにしながら考える。

　ずっとひっかかっている事がある。ここのリエメン軍の役割は何か。囮おとりという意味の役割はもう終わっているはず。知らない場合にも備えて情報も教えた。戦略としてはここで戦い続ける意味がない。でも戦いは起きている。

　解げせない。分からない。

　囮じゃないなら、何が目的だろう。

　この時ガーディは、思い違いをしている。敵が意味もなく戦うという可能性を、完全に排して考えてしまっている。彼の弱点、というか聡そう明めいさと幼さであろう。

　ガーディは私欲を理解することはできても、性格的に私怨を理解できず、戦略的意味もなく戦う敵と対戦したことがなかった。そんな敵がいるという考えもなかった。

　動きからして囮おとりや時間稼ぎではない。

　勝てると思って攻撃をしているようにも見えない。

　あるのは迂う回かい、もしくは穴を掘っての抜け道作り。どちらも時間が掛かる。リエメンの現状を思えば、時間の余裕などないはず。

　思いつく敵の動き、その全部がありえない。

　こういう時、どうすればいい。

　しばらくすると、羽妖精ピクシーのメイが戻ってきた。

「ＮＲせずに帰ってきたよー」

「まーた変な事を言って。で、どうだったの？」

「んー。たぶん、だけど抜け道探したり穴を掘ったりはしてなさそう。一〇羽一組でくまなく探してるんだけど……」

「そうか。分かった、それはとても重要な情報だね」

　目の前を飛ぶメイは物欲しそうな顔で、ガーディの前を飛んでいる。少々言い出しにくい様子。

　ガーディは微笑ほほえんだ。

「そろそろ梨の季節だね」

「ヒャッハー！　メイ、残業します！」

「はいはい」

　残業ってなんだろうと思って敵陣を見やったその瞬間、にわかに雲がかかりはじめた。靄もやと雲が動いて瞬く間に視界が悪くなる。

　ガーディが目を見開いたところで眼下で叫び声がする。

　リエメン軍が、正面突撃をかけてきたのだった。
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　ニフレディル姫はリンナール山道を覆い隠す靄にあわせて攻撃を開始する。防御側のイントラシア軍はこれに対応できず、要塞の石壁に取りつかれてようやく、攻められている事に気付く有様だった。

　この靄では矢も銃も使えない。この瞬間、ニフレディル姫は戦いに勝ったと確信している。

　石壁まで密ひそかに張り付いた兵たちが、梯子はしごを掛けて登る。石壁の上まで登りつけ、見み廻まわりのイントラシア兵に襲い掛かった。

　強い靄もやを切り裂いて、いきなり白刃が現れる。対応する暇もなく、イントラシア兵が頸くびを掻かききられて絶命する。

その死体を左右に避よけて、続々、リエメン兵が現れる。音が出るのを嫌がって、鎧よろいすら着ていない軽装の兵だった。

　リエメン兵が用意した武人たちはこの時のため、普段から目隠しをして訓練をしており、ニフレディル姫の期待通りに大暴れを始めている。

　目を瞑つぶったリエメン兵が音を頼りに剣を振り、首を半ばまで落とされた兵が呼吸とも悲鳴とも取れぬ音を立てて石壁から落ちる、落ちた先でイントラシア兵が叫ぶ。敵襲、敵襲。次の瞬間には声に向けて短剣が投げつけられる。

　あとは正門を開くのみ、それで、ゴロイゼンよりも、メンドリニウスよりもはるかに少ない兵でニフレディル姫が勝つ。

　リエメン兵たちが勝ったと思った次の瞬間、その一人が勝利の確信を胸に抱いたまま、片目を矢で貫かれて石壁から落ちた。

「残業続行中。右斜め、少し左に戻して、三尋ひろ、射て」

　小さな声とともに、また一人倒れる。

　矢を放ったのはガーディである。純粋な戦いの術すべでは性格面でニフレディル姫に遅れを取ったが、彼にはその遅れを取り戻せるだけの一党がいた。

　ガーディは靄をものともしない羽妖精ピクシーの力を借りて、妖精視程外戦闘FBVRを始めている。

　一人、二人と射かけるうちに、味方が異変に気付いて反撃に移った。人間ほど視界に頼らぬ人狼ワーウルフたちが匂いを頼りに攻撃を開始した。

　人狼たちは獣の姿を取ると飛びかかり、喉笛に噛かみついて次々と殺害を開始した。

「ありがとう、助かったよ」

　ガーディの声を聞いて、狼おおかみの姿をしたフェリンは口廻りを血だらけにしながらにやりと笑って見せた。

　ほどなく声かけをしながら人間の兵も駆けつけた。羽妖精たちに導かれて鑓やりを突き出し、リエメン兵を追い落としに掛かる。リエメン兵も負けじと鑓を剣で切断しながら接近戦に入った。

　これにより、この時代ではもうほとんど見られない白兵戦が巻き起こり、各所で斬ったり斬られたりという状況が現出した。

　通常、白兵戦では剣でも突きが主体になるのだが、強い靄のかかる状況では勢いよく突いた先に敵がいるかもよく分からず、結果剣を振り回すような形になってしまっている。

　ガーディも白兵戦に巻き込まれ、母がミスリルに作り替えた短剣で戦う羽目になった。幸いだったのは靄もやのおかげで武器の長さがほとんど意味をなさなかったことと、守りの魔法が付与されていたこと、すぐにベレンブンドやスナガが駆けつけたことである。スナガたちは鎧よろいを着ており、リエメン兵に対して装甲という意味で優位にあった。同じ程度の打撃を受けても片方は死に、片方は生き残るという状況が起こり、リエメンの奇襲の優位を打ち破った。

「ガーディさまが死んでは森タ州ウの未来は暗くなりますよ。ほんと」

「おやかたさまの役に立てたか」

　剣を油断なく構え、微笑ほほえむベレンブンドと牙を見せて笑うスナガに、ガーディはありがとうと頭を下げている。

　そのうち、靄が晴れた。山の天気は変わりやすく、リエメン軍はこれで最大の勝機を失ってしまった。

　リエメン兵は一五〇ほどの遺体を残して石壁から引き上げ、その後は両軍睨にらみ合いになった。

「どうされるか」

　スナガの質問に、ガーディはそうだね、と腕を組む。

　どうすればいいかはすぐに心の中から答えが出た。ナロルヴァなら突撃するだろう。とにかく動けば何か分かるかもしれないだろうと言い出すのは容易に想像がついた。

　少しだけ頬ほおを緩ませて、ガーディは筆を取ってエルフ語で文を書くと、矢に結わえて敵陣に撃った。

　ナロルヴァの手を、ガーディなりに改変して行動をしたのである。

　文の内容は伝わっていないが、おおよそのことはわかっている。ガーディは敵陣に対して、他のリエメン軍が壊滅していることを正確に伝え、降伏すれば非戦闘員も含めて寛大に扱う、具体的には奴隷になどしないし、兵を退ひくなら食糧をある程度だす、という内容を書き送った。

　これをガーディの権能オーソリテイからくる無限のお人ひと好よしと見る筋もあるが、ガーディ本人としてはフローリン姫の世話焼きというか、おせっかいの真ま似ねをしたつもりであった。

　あれはあれで意味がある。返答がくるかはさておき、相手はなんらかの動きをする。本人が聞いたら怒りそうなことをガーディは考えている。ガーディがお人好しなのは事実なのだが、様々な策を繰り出すのもまた同じ人物なのであった。




　待つことしばし、敵陣から使者が来た。二人である。片目の男と、もう一人は童女。

　ガーディは石壁の上から五〇段ほどを飛び降りる神業を披露すると、ベレンブンドに言って、門を開けさせて中庭に招き入れている。

　トロールやゴブリンがいることにぎょっとする片目の男と、一抱えほどある壺つぼを持つ童女。童女は痩せこけており、服は粗末なものであった。

「誰が指揮官だ」

　片目の男が鷹おう揚ように言った。

　ガーディが、前にでる。

「僕が指揮をとっています」

　片目の男が、一瞬動きを止めた。額から汗が出ている。ガーディが口を開こうとすると、童女が壺つぼを落としかけた。

「おもい」

　そんなことを言う。

「何の壺か分かりませんが、置きに戻ってこられたらいかがですか」

　ガーディが言うと片目の男が手を振った。

「いや、必要ない。そこの端はした女めにこれを持たせたのも、警戒されぬようにという配慮からだ」

　片目の男はゆっくり待って口を開いた。

「我々は降伏する。この壺にはギメル・リエメンの首が入っている。我々の決意の証あかし、確認して頂きたい」

　ガーディはため息、口を開いた。

「小さい子に……」

「策だと思われても困るのだ。これは誠意だ。分かって頂きたい」

　片目の男はそう言って、自らをギョームと名乗った。

「幼い頃に片目を病で失った。お見苦しいことは許されよ」

「それは嘘うそです。僕、あなたの目を射たことがあります。そこの子は何というのでしょう」

「奴隷に名前などあるか。奴隷だ」

「なるほど」

「正体を知られたからには仕方ないが、誓って復ふく讐しゆうしようなどとは思っていない。全ては我が身可愛かわいさゆえ。できれば首実検をしていただき、イントラシアの守護者に見て頂きたい」

　守護者を国主ともいう。勢力の君主を指す。イントラシアの守護者といえばフローリン姫の父を言う。

「なぜ、ですか」

「分からぬか。この首をなるべく高く売りつけたいと思うておるのよ」

　ギョームとガーディは互いを見合った。

　ガーディは細く長い息を吐くと、片手を軽く振って皆を遠ざけ建物の中に避難させた。

「なんのおつもりか？」














「それも嘘うそだと思います」

「嘘ではない！」

「大声を出さないでください。小さい子が怖がるといけないので。そして首についてですが、確認には及びません。できれば丁重に弔って頂ければと思います」

「なぜだ！」

　ギョームは顔を紅潮させている。ガーディは静かに口を開いた。

「必要ないと思うからです。そういうことをしないでも結構です。あなた方の身も、尊厳も保証します。なんでしたら今からリエメンの方へ帰って頂いても構いません。追撃はしませんし、必要なら食糧をお分けできます」

「貴殿の出世にも影響すると思うが!?」

「ああ、僕、別に人間社会のどうこうとか、なんの興味もないので」

　心底興味ない声でそう言ったところ、ギョームは口をわななかせた。童女を見る。

　童女は顔を上げてガーディを見ると笑い出した。小さな身体からだからは想像できぬほど大笑いを始めた。

「もうよい、ギョーム、もうよい。すべてはおわったのだ。わらわはニフレディル・リエメン。さいどきこう、そなた、なはなんともうす」

「タウリエルの子、タウルガディーです。その壺つぼ、多分火薬かなにかが詰まっているんですよね。持って帰ってくれませんか。それをそこで爆発させても、多分要塞の壁も門も破れませんよ」

　童女は面白くて仕方ない風、痩せこけてはいるがその目は危険な光を帯びていた。

「どうするかなやむところではある、タウルガディー、おまえはイントラシアのブタやそのコブタよりもゆうしゅうそうだ。そなたとともにしねば、わがたましいもやすらごうというもの。わがさくをことごとくやぶったのは、そなたか」

　そうであってくれと言わんばかりの様子に、ガーディはため息をついた。自分の中で権能オーソリテイが、無限抱擁インフイニツトテンダーが燦さん然ぜんと駆動を開始しているのを感じた。

　僕の権能は、この子を助けろと叫んでいる。でもどうすればいいのか分からない。

「こたえよ」

　ガーディの瞳の中で光が乱舞を始めている。その瞳は豪ごう華か絢けん爛らん、この世界でただ一人が持つ権能とゴブリンが、人狼ワーウルフが、羽妖精ピクシーが、オークやトロールたちが高らかに歌うものであった。

　ガーディは静かに口を開いた。

「そうです」

「おまえをたおせば、わらわだけでない、さきにいったものたちのたましいもなぐさめられよう」

「僕はそう思いません」

「なぜじしんをもってそういうのだ。しごのせかいをもみとおしたつもりかタウルガディー」

「考えたのは僕だけど、僕がリエメンに勝ったんじゃないんですよ」

　ガーディはニフレディル姫を年齢相応の童女として扱い、優しく微笑ほほえんだ。

「一人の力でできる事はたかが知れています。あなたが負けたとするならば、手助けする人の数が少なかったんだと思います」

　ガーディが言うとその身の回りに羽妖精ピクシーたちが続々と光の粉をまき散らしながら姿を見せた。転移魔法で続々と転移してやってくる。ガーディの姿が見えなくなるほどに羽妖精たちが手を広げて滞空している。その数、数万はいた。

「黒色火薬の爆発なんて、私たちが肉の壁になればへっちゃらだったり？」

　ガーディが何か言おうとするのを羽妖精たちが押しとどめた。

　先頭で手を広げるメイが預言を受けた巫み女このように口を開いている。

「去りなさい。愚かなる人間たちよ。お前たちの吐き出す邪悪と毒はもう沢山。ここからは光輝くガーディの時代なのよ。その知恵で古き因習の鎖を引きちぎり、その心で邪を払うの、そんなことも分からないなんてホンッとサイテー」

「ヒューマン・ゴーホーム！」

「ヒューマン・ゴーホーム！」

「ヒューマン・ゴーホーム！」

「ヒューマン・ゴーホーム！」

「帰れ、人間」

　猫と同じ程度に役に立たない種族とされる羽妖精に圧倒され、ギョームはそれでも主人のために叫んだ。

「羽妖精ごときが！」

「トロールもいるぞ」

「ゴブリンも、いる」

「わんわん」

「いや、人間もガーディさまに従うものもいるんですよ。ほんと」

　一度退避した要塞の者たちが、続々戻ってきてカーディをかばい始めた。

　もはやギョームに言葉はない。

　ニフレディル姫は大笑いした。ねじれた笑いだった。

「おろかでじゃあくで、どくがどうした。ちょうしにのりよって。なにもかもにあいされるとおもうな！　わたしは、わたしだけは、おまえを、にくむ！」

　そして壺つぼに火をつけた。懐に火種を隠していたのだった。




　だが────。




　爆発しない。ニフレディル姫の目が限界まで開かれている。信じられないものを見たような目をしている。

　壺つぼの周囲に光の環わが複雑に巡り、爆発を環の中に押さえ込んでしまっている。

「これは」

　ニフレディル姫の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。彼女は知らぬ、ガーディも気付かなかった。ガーディは森タ州ウで本名を名乗り、ニフレディル姫はその名を呼んだのである。これで、都合二回その名を唱えたことになる。




「ガディー、どうしたの？」

　要塞の中庭に植えられた梓あずさの木の陰から、ひょっこり現れたのは見目麗しいエルフの童女である。魔法を使った直後らしく、右手はまだ輝いていた。その名を聞いて転移魔法で移動してきて、彼女が訳も分からずに、息子を守ったのは間違いなかった。

「お母さん！」

　ガーディの言葉に周囲が衝撃を受けたが、ガーディは聞いていなかった。

　控えめに見てもガーディの妹に見える母を抱きかかえ、ガーディはくるくる回っている。

　ニフレディル姫はそれを見て、戦意を喪失し、笑い始めた。涙を浮かべて笑った。

　他の者も笑い出した。笑わぬのは、ギョームだけであったという。

　ガーディは世界で一番会いたい人に会ったような顔で、お母さんと何度も呼んだ。





○歴史的補講







　イントラシアとリエメンの戦いは、イントラシアの圧勝で終わり、これは一四州全土に強い衝撃を与えることになった。

　戦についてはさほどではないと見られていたイントラシアが、グランドラ王に続いてリエメンまでを下したのである。

　結果、商人たちは安定を求めて競ってイントラシアの辺境領に居を置き、経済はこれまで以上に活況を呈した。

　税収も増え、その税収で塩の地という不毛な地に、リエメンの遺民が入植することになる。リエメンの民は長年干拓事業を行っており、その過程で地面からの脱塩法もある程度心得ていた。

　塩の地が豊かな穀倉地帯に変わるまで、しばしの時がかかる。

　ニフレディル姫はイントラシアに囚とらわれ、その所領は周辺から攻められ滅亡する。この戦いにイントラシアは参加していない。地理的に遠すぎたのである。

　フローリン姫はガーディを重用し、この戦いを主導したことで大功を得て、イントラシア国内で絶大な人気と発言力を得る。

　自分たちの座が脅かされると知ったフローリン姫の兄たちと父が動き出すのは、年が改まってすぐであった。




　ガーディはこの戦いで、特に何かを得たという記録はない。褒賞を渋るようなフローリン姫やアンドゥイレドではないので、なんらか、裏で取引があったか、ガーディが辞退したのであろう。あるいはその報酬が、塩の地での入植事業だったのかもしれぬ。

　本人としては、母と再会できて、これ以上に嬉うれしいことはなかったに違いない。

　いずれにせよ七国一四州の力関係は壊れ、歴史は大きく動き出した。





[image: ]




　だが先の事は横に置きつつ、この時この瞬間だけは、ガーディは大軍師でも音に聞こえた弓兵でもなく、ただ母親が大好きな少年として笑顔を見せている。

　母と呼ぶ童女を抱え上げて、ただただ嬉うれしそうに笑っていた。

「お母さん、お母さん！」

　母タウリエルは微笑ほほえんだ後、ガーディの頭に抱きついて頭を撫なでた。

「まだ一〇歳と少しだものね。長老は無む茶ちやを言いすぎるのよ」

　おそらくガーディはこの時一五歳かそこらであったはずなのだが、エルフからすれば誤差もいいところであり、それ故、一〇歳と少しなどという表現になっている。ただエルフほど寿命が長くない各種族は、母子の様子を見てこれで本当に親子なのかと、ひとしきり笑った後で絶句した。異常さを感じ取った。

　無論二人はそんなことを気にせず、抱き合っている。

　この様子を伝え聞いたフローリン姫とナロルヴァは大騒ぎをするのだが、それはまた、別の話になる。




　ガーディは軽く汗が浮かぶほど喜んだ後、そうだ、お菓子を用意しますと言い、ニフレディル姫も誘ってお茶にしたという。ニフレディル姫もさぞかし毒気を抜かれたと思われる。

　ベレンブンドは大きな鼻を揺らして一度青空を見上げると、戦後処理のためにゆっくりと歩き出した。とかくガーディの指示を仰ぎたがる彼であったが、この日はそういうことをしないつもりだった。

　タウリエルが持ち込んだのか地面には色づいた紅葉が落ちている。秋が深まろうとしていた。





あとがき




　やがて僕は大軍師と呼ばれるらしいの三巻をお届けします。芝しば村むらです。




　世間的に新型コロナウイルス（COVID-19）とかで大騒ぎでしたが、この原稿を書いていた関係で特に何もありませんでした。ええ、引きこもって原稿を書きまくっていたのです。四月五月はおかげで仕事していた記憶しかありません。結果、世間の流れについていけませんでした。良いことだったのか、悪いことだったのか……。まあ、ストレスらしいストレスを感じなかったのはよかったです。はい。

　ちなみにどこの出版社も締切りは延びませんでした……。つまり、私のような作家だけでなく、編集も編集長も印刷の皆さんも営業さんも通常営業だったわけで、こうして日本の出版業界は守られているんだなあと思いました。ステイホームで大変だったとも聞きますが。一人の本好きとして感謝しないといけないなあと思う次第です。ステイホーム中に読む本がなかったら、塞ぎ込んでいたと思います。




　さて、やがて僕は大軍師と呼ばれるらしいもついに三巻です。良かった良かった。

　ここまで来れたのもファンの応援あっての賜物。もっと売れてくれれば次も書けるかも、みたいな感じではあるんですが、は。２巻あとがきでもおなじようなこと書いてた。読者の皆様のおかげで三巻まで辿たどり着きました。ありがとうございます。大感謝。

　この作品、設定マニアこと芝村の面目躍如として割と膨大な設定を書いた関係で担当編集を苦笑いさせ、偉い人にバカにゃのと言われた作品です。しかしこれくらい設定があると書くのが簡単なのも事実で、執筆準備期間の長さはさておき、執筆そのものは高速にやれました。

　そのこともあって、筆が乗るというか、ノリノリで書けましたが、地味に地図とか水源とか食糧の目減り計算をするのが大変でした。この作品ほど関数電卓を使った作品も他にないかもしれません。

　ちなみに食糧のlossレート（損失率）は戦国時代後期と同じ程度ですので、史実でも買い入れた食糧のうち半分くらいしか現場に降りてこなかったわけです。誰も彼もが生きるのが必死だったというかなんというか。食糧が数値通りに現場に届くようになるのは日本では戦後を待たないといけません。なんやかやで届かないもんなんですね。

　補給（兵へい站たん）と軍事は切っても切り離せず、略奪すれば良いというものでもありません。フィクションとはいえ、現実のそうした側面をオミットするのもなにかと思ってきちんと書いています。大軍の指揮官はいつだって食糧が足りるのか頭を悩ませている、ということが伝われば幸いです。





　　　　　２０２０年、オリンピックがこなかった夏　芝村裕ゆう吏り







電子書籍特典　書き下ろし短編

『テイの小さな嘘』





　不世出の天才とされた天文学者にして精霊魔法使い、今で言うところの数学者である、おていは、当時の慣習、書き方に従えば自称は〝テイ〟だったはずである。自ら書いた手紙には確かにテイとあり、他人から呼ばれるときのみ、尊号がついて〝おてい〟、もしくは〝お貞〟と呼ばれた。貞は当て字である。

　この人物はファンタジック・ガーディの養女として育ったが、拾われた当初からガーディの妹に見え、さらにいうと一年ほどで養父であるガーディの背を越えてしまった。娘と言うには無理があったはずだが、この点を記す者は同時代に誰もいない。イグノゴンド城の城中においても、テイはほとんど知られずに、ガーディの邸宅でひっそりと暮らしていたのであろう。

　そのテイはゴブリンであり、成熟が極めて早かった。この事は早くガーディさまの役に立ちたいと願っていた本人にとって、とても良い事ではあったが、残念なのはガーディの膝の上に座れなくなることだったと、本人は後に述べている。

　テイはベレンブンドほどではないにせよ長命だった関係で多くの証言を残しており、また養女という立場から間近にガーディを見て記録に残しているので、若き大軍師であるガーディは彼女の証言を元に描かれていることが多い。

　ところが近年、焼かれたとされていたナロルヴァの日記の一部が見つかって、彼女の証言が正確と言えないのではないかと疑義が出始めた。今回はその話である。

　三叉の戦とされるリエメン迎撃戦から一年ほどのちの事、ナロルヴァがガーディの家に入ると、テイがガーディの膝の上に座っていた。食べるものが良かったか、テイの身長はもはやガーディより上で、胸もたわわであったから、なんとも異様な、否、不埒な雰囲気であった。

　ところがガーディは平気な顔をしてナロルヴァに挨拶をしている。あ、ナロルヴァさんだ。こんにちは、と声を掛けたとナロルヴァ日記にある。

　当然、荒れた。日記の荒々しい文から察するに、踏んだり蹴ったり跳び蹴りしたりがあったのであろう。刃物だって振るわれたかもしれぬが、ともあれガーディは肩を掴まれ、大いに揺さぶられる事になった。

「お前は嫁入り前の養女になんてことを！」

「そんな遠い先の話をしても」

「何が遠いだ。三年もかからぬ話だぞ」

「えぇ!?」

　その時のガーディの取り乱しようは、大した物であったとされる。ガーディはなんでも計算できるのに、養女の嫁入りは計算できていなかった。

　時折イントラシアの笑い話に出てくる頭が良すぎて残念な大軍師の原形ともいえる話ではある。

　ちなみにテイは嬉し恥ずかしと言った様子で、そそくさと隠れたらしい。後のナロルヴァの動きの一因に、テイのこの行為があったのではなかろうか。
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